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  レヴィアタンの恋人４　登場人物

  

  

  【レヴィアタンの恋人Ⅳ　登場人物】

  

  ■調ちょう布ふ新しん町まち

  久く坂さかユーキ：呼吸器系特進種。一七歳。五年前に姫路から逃れてきた。

  タマ：不老不死の再生系特進種。年齢不詳。調布新町の食客しょっかくとなる。

  久坂リオ：ユーキの妹。一二歳。生まれつき口がきけない。

  一いちノの谷たに景けい子こ：町役場の生活課課長。二七歳。豪ごう放ほう磊らい落らく。

  高たか比ひ良ら啓けい十じゅう：調布新町町長。五五歳。

  高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろう：啓十の息子。二七歳。対白河戦において初陣をはたしたが……。

  真岡もうか牛うし丸まる：万能型特進種。一五歳。あだなはウッシー。

  斎さい藤とう準じゅん平ぺい：筋繊維系特進種。二八歳。弓使い。

  羽は染ぞめ静しずか：万能型特進種。一九歳。派遣くのいち。

  鳥とり辺べ野のミゲル：元姫路コロニー第三大隊隊長。呼吸器系特進種。現在は調布新町の食客。

  

  ■八王子コロニー

  百ひゃく武たけ岩いわ友とも：「奸かん雄ゆう」と称される、八王子コロニーの市長。

  百ひゃく武たけ沙さ也や加か：岩友の一人娘。一七歳。

  雨あま宮みや：沙也加に仕える初老の執事。

  

  ■姫路コロニー

  澁しぶ澤さわ美み歌か子こ：姫路コロニーの市長にして永遠の少女。齢よわい四〇を数える名騎狼「蒼そう竜りゅう」を駆り、生体寄生金属剣バイオソード「王剣テラトマ」を振るう。

  白しら谷たに三さん座ざ：「万ばん里り眼がん」と呼ばれる神かみ追おい軍四将校のひとり。姫路コロニーの軍務最高司令官。

  青あお砥とシン：「始祖」と呼ばれる神追軍四将校のひとり。練氣使い。

  来くる栖す征せい一いち郎ろう：「剣聖」と呼ばれる神追軍四将校のひとり。

  澁しぶ澤さわタケル：天子候補生。呼吸器系特進種。一九歳。騎狼は「十六夜いざよい」。

  澁しぶ澤さわシュン：天子候補生。座学に秀でた万能型特進種。一八歳。騎狼は「立たち待まち」。

  岩いわ佐さ木き満みつ男お：元姫路コロニー第三大隊兵曹長。筋繊維系特進種。四五歳。

  

  ■日向ひゅうが軍

  岩いわ切きり雨あめ俊とし：日向コロニー市長。二四歳。細胞再生能力を併せ持つ万能型特進種。

  鉄てつ斎さい庵あん一いつ舟しゅう：日向コロニーの戦いくさ目め付つけ。齢八〇は越えている老将。

  

  ■

  フォックス（FOXP2）：謎の白人女性。録音可能なオウム、エブラハムを肩に全国行脚中。

  霧きり崎さきキリヒト：かつて神追軍と四将校を率いて西征を果たそうとした「簒さん奪だつ王おう」。

  澁しぶ澤さわ竜りゅう之の介すけ：霧崎キリヒトのかつての盟友。不老不死ウイルスの制作者。
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  プロローグ

  

  『澁しぶ澤さわタケル様　シュン様

  

  　拝はい啓けい

  　カヲルです。元気にしてる？　突然こんな手紙が届いて驚いたと思う。いままで全然音おと沙さ汰たなくてごめん。どうしても連絡がつけられなくて、わたしもとてももどかしい時間を過ごしました。

  　この手紙を届けてくれる岩いわ佐さ木きさんという方は、本当に立派な人です。あの脱走のあと、シュンとタケルが処刑されなかったことも岩佐木さんから聞きました。とてもうれしくて、その夜はずっと布ふ団とんをかぶって泣きました。この方の親切のおかげでふたりにこうやってわたしの手紙を届けることができます。だから、どうか、岩佐木さんによくしてあげてください。お願いします。

  

  　書きたいことがたくさんあります。

  　でも明日の朝には岩佐木さんが姫ひめ路じへ旅立ってしまうから、今晩中に急いでこの手紙を書かないといけません。

  　本当はたくさん考えて、文章をきちんと整えて、「わたしだってこんな立派な手紙が書けるんだぞ」というところをふたりに見せたいけど、時間がなくて出来そうにありません。だから、細かいところは気にせずに、ここに来てからこれまでのことをたくさん書こうと思います。きっとふたりとも「相変わらず大ざっぱだ」とか言って笑うだろうけど、その通りだから仕方ないです。そのへんはほとんど成長してないんだ、あはは。

  　いま、手紙を書くのがとても楽しい。なんだかタケルとシュンが目の前にいるみたいに思える。変な人みたいだけど、この手紙、笑いながら書いてます。だからふたりとも、笑いながら読んでね。

  

  　いまわたしが住んでいる町は、調ちよう布ふ新しん町まちといいます。

  　多た摩ま川がわという大きな川沿いにある、人口一五〇〇人くらいの町です。関東のなかでは大きくもないし小さくもない、中くらいの規模の町です。

  　ふたりがわたしを逃がしてくれたあと、タケルに言われた通りに東京を目指して一生懸けん命めい走って、この町に辿たどりつきました。町長はとてもいい人で、流れもののわたしを受け入れてくれて、住む家もくれました（姫路の軍服を着ていたのが良かったとあとで聞きました。町長は旧神かみ追おいの知人が多いらしいのです）。

  　いまわたしが就いている「兵士職」という仕事も町長が斡あつ旋せんしてくれました。

  　普段は町の見回り、田畑や交易路の巡じゆん回かい警護、町の人たちの武術指し南なんなどしています。盗賊団やバケモノの群れが町を襲ったときは、兵士職の仲間と一緒に戦います。仲間は四人いて、みんな特とく進しん種しゆで、ひとりは真ま面じ目めな学生で、あとの三人は変な人です（変だけど悪い人たちじゃないから安心してね）。

  

  　一か月ほど前にはじめて他のコロニーとの大きな戦いを経験しました。

  　相手は一七〇〇人もいて、こっちは八〇〇人。とても苦労をしたけど、なんとか勝つことが出来ました。町役場はいま戦後処理に大わらわです。

  　わたしももちろん戦いくさに参加して、たくさんの人をこの手にかけました。偽ぎ善ぜん者しやぶるつもりはないし、きっとこれからもわたしはたくさんの人を殺あやめるのだろうけれど、やっぱり、正直とても辛つらいです。きっと一生、これに慣れることはないと思うし、慣れたらいけないと思っています。町を守るためにはそうしなければならないことはわかっているけど、だからといってそんなことを当たり前だと思ってはいけないというか……

  　ごめん。なんだか暗いことを書いてしまいました。でもせっかく書いたし、このまま送るよ。本当にとりとめないね。時間さえあればもっとちゃんとした手紙を送れるんだけどなあ……

  　でも愚ぐ痴ちを言っても仕方ないから、とにかく、夜が明けるまでに書けるだけ書くね。乱筆乱文ほんとにごめん。ふたりに書きたいこと、知らせたいことがたくさんあって、筆が追いつかないくらい。

  　なにを書こうかな……』

  

  　うーん、と唸うなりながら自分の部屋の天てん井じようを仰いで、久く坂さかユーキは鉛筆を勉強机のうえに投げ出し、しばらくのあいだ文面を黙もつ考こうした。

  　久坂家二階の窓の外は深夜の暗がりがあるだけだ。秋の虫もとっくに眠ってしまった。九月下げ旬じゆん、夏の匂いはもう翳かげっていて、夜の空気は澄んで乾いている。

  　上下とも浅あさ黄ぎ色の寝ね間ま着きすがたのまま、ユーキはひたすら考える。

  　あれも書きたい、これも書きたい。けれどあまりにとりとめなく書いてしまうと読むに堪たえない代しろ物ものになってしまう。でも次はいつこんな手紙を書く機会が巡ってくるか定かでない。だからもう、タケルとシュンに笑われてもいいから、思いつくままにとにかく書いてしまおう。

  　何度目かの同じ決心をしてから、頬を引き締めて机に向き直り、灯とう明みよう皿ざらに油を注つぎ足して、再び鉛筆を握り直した。

  　東京の情勢、多た摩ま川がわ沿えん岸がん共同体の様子、この町での生活、我が家のこと、朝起きてから夜寝るまでの生活の一部始終――

  　キャラバンで調達した、Ａ４サイズの白紙がまたたくまにユーキの筆ふでに埋め尽くされる。

  　紙のうえへ鉛筆を走らせながら、ユーキの表情はくるくる変わる。

  　あたかもふたりを目の前にして一生懸けん命めいお喋しやべりしているように、おどけたり、笑ったり、真顔になったり、泣きそうになったり。せわしなく顔を動かしながら、ユーキは幸せそうに手紙をつづる。

  　澁しぶ澤さわタケルと澁澤シュンはユーキの幼い頃からの親友だ。

  　ユーキは五歳のときに姫ひめ路じコロニー市長、澁澤美み歌か子この手により目の前で両親を惨ざん殺さつされ、身柄を拘こう束そくされて「天子候補生」という身分を附せられ、「澁澤カヲル」と名付けられて、以来一二歳になるまでの七年間を鶴つる木き山さん楼ろうという訓練所に幽ゆう閉へいされて、自由のない虜りよ囚しゆう生活を強制された。

  　午前中は座学、午後は肉体の鍛たん錬れん、夜はひとり座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められて、子供には難解な参考書を繰くりつつ教務官から言い渡された課題に取り組む、終わりのない日々――普通であれば精神に変調をきたしかねない環境を生き抜くことが出来たのは、同じ境遇を耐えしのぐタケルとシュンの存在があったからだ。

  『いつか、美歌子を討つ』

  『あの女に復ふく讐しゆうするんだ。おれたちを選んだことを後悔させてやる』

  　ユーキが七歳のとき、雨の森のなか、幼い三つの手を重ねてそう誓った。降りしきる雨のむこう、天子候補生のリーダー格、タケルの目が爛らん々らんと煮え立っていたことを覚えている。

  「永えい遠えんの少女」澁澤美歌子を討つ。

  　惨殺された両親の無念を晴らすため。まともな人生を奪われ、牢ろう獄ごくに入れられて打ちよう擲ちやくされた悔くやしさを晴らすため。

  　まだ成熟しきらないユーキの心しん中ちゆうに、その決意は深々と刻み込まれていた。ただ美歌子を殺すためだけに生きる。そんな自分の生き方に、ユーキは納得していた。

  　転機は一二歳の冬に訪れた。

  　姫路コロニー全軍による冬季演習中、軍ぐん旗きを取り落とすという大失態を犯したカヲルことユーキをかばうため、タケルとシュンは堂々と姫路市民たちの目の前で軍旗を放り投げて脱走を果たし、執しつ拗ように追跡してくる近この衛え兵団を振り切るために自みずからが盾たてとなってユーキを逃がしてくれた。

  『だからお前は、誰も憎まないでいてくれよ。復讐なんか忘れて、遠くに逃げて、幸せになってくれ。お前が幸せなら、おれ、うれしいから』

  『迎えに行くよ。美歌子を討ってから』

  　別れ際ぎわにタケルがくれた言葉は、いまもユーキの胸の奥深くに大切にしまってある。

  　そののち、流れ流れて調ちよう布ふ新しん町まちに辿たどりつき、もう五年が経った。

  　携帯電話や電子メールはおろか、まともな郵便配達網さえも失われたこの時代、遠えん隔かく地ちとの連絡をつけるのは至難の業わざだ。交易路はバケモノが徘はい徊かいしていて危険きわまりなく、手紙一枚送るだけでも精強な護衛を配した商隊に頼るしかない。その手紙が相手へ届くだけでも僥ぎよう倖こうであり、返事がもらえたなら奇跡に近い。

  　だからこそ今度のこれは貴き重ちような機会なのだ。

  　ユーキは一心不乱に鉛筆を走らせる。

  　またたくまに芯しんの先が丸くなり、もどかしそうにナイフで削って、さらに文章を紡つむぐ。

  　そして文面は、いま自分の周りにいる人々の話に辿たどりついた。

  

  『まずはじめに紹介したいのがリオ。一二歳。いまのわたしの妹。血は繋つながってないけど、でも本当の妹そのもの。生まれたときから口が利きけない。三年くらい前に、町長から世話を頼まれて一緒に暮らすことになった。はじめは戸と惑まどったけど、いまはもうほんとにかわいくて仕方ない。すごくいい子で、家事もすごくよくしてくれるし、学校の勉強も一生懸けん命めい。たぶんわたしよりしっかりしてる。リオに会ったらふたりとも絶対気に入るよ。なんとなくだけど、シュンとお似合いな感じ。うん、なんとなくだけど、シュンは絶対、リオのこと気に入ると思う』

  『よくお世話になってるのが調ちよう布ふ新しん町まち生活課課長の一いちノの谷たに景けい子こさん。わたし、五年前にこの町に来てからずっと、周りに打ち解けることが出来ないで引き籠こもりみたいになってたんだけど、兵士職の仕事のあいまに一ノ谷さんがよく話しかけてくれて、みんなの輪に入れるように気を遣ってくれて、気がついたらこの町の人たちと仲良くなってた。いつもにこにこしてて、お喋しやべりをはじめると止まらなくて、楽しい集まりが大好きなひと。一見すると能天気っぽく見えるんだけど、でもほんとは芯しんが強くて頼りになるんだ。縁えんの下したの力持ちっていうのかな。すてきな大人の女性、って感じのひと』

  『兵士職の人たちは、わたしも含めて全部で五人。さっきも書いたけどそのうち三人が変な人だから、まずまともな人から紹介するね。

  　真岡もうか牛うし丸まるくん、一五歳。あだなはウッシー。万能型特とく進しん種しゆ。

  　肉体的にはかなりすごくて、瞬発力があって、剣を握ると本当に強い。でも気が優しくて、このあいだまで斬ざん撃げきが出来なかったくらい。最近はいろいろあって、人を斬る覚悟も出来たみたいだけど、やっぱりまだこころの優しさが生まれもった能力についてきてないみたいで、悩んでることが多い。その感覚、タケルとシュンはなんとなくわかるんじゃないかな。ふたりがいてくれたら気の利いた助言でもしてあげられるんだろうけど……わたしはやっぱりそういうの下へ手たで、うまく言葉をかけてあげられない。いつまでたっても細かい心配りみたいなのが出来なくて、自分でも情けないよ。もう少し大人になったら、そういうことも上じよう手ずに出来るようになりたいんだけどなあ……』

  『次に斎さい藤とう準じゆん平ぺいさん、二八歳、独身、弓ゆみ使い、筋きん繊せん維い系特進種。

  　進化しているのは上体の一部の筋肉だけなんだけど、弓の腕はすごく良くて、飛んでる鳥でも射い落おとせるくらい。でも普段はふにゃふにゃしながらくだらないことばっかり言ったりやったりしてる。すごくお酒が好きで、射い落おとした鳥はその場でお酒の肴さかなになる。酔っぱらうと変な踊りを踊ったり、変なオリジナルソングを歌ったり、多た摩ま川がわに飛び込んで流されていったりする。このあいだもまた酔っぱらったまま下流に流されていって、みんなもう慣れてるから探さなかったんだけど、翌朝になっても戻らないからさすがに心配になって川底をさらってたら、昼くらいになって下流から必死の形ぎよう相そうで背泳ぎしながら戻ってきて、役場の人がみんなで指さして大笑いしてた。一晩どこでどうしてたのか、斎さい藤とうさん本人も覚えてないらしくて、ふと気がついたら上流目指して歯を食いしばって背泳ぎしてたんだって。酔っぱらいって怖いよね。タケルはそういえばもうすぐお酒飲める年なのか。たしなむ程度にしときなね』

  『羽は染ぞめ静しずかさん、一九歳、派は遣けんくのいち、万能型特とく進しん種しゆ。

  　すごく不思議な人。ていうか謎だらけ。いつも目を閉じてて、えんじ色のジャージを着てて、無口で、飲み会なんかがあっても部屋の隅っこで正座したまま動かない。普段は絶対に出過ぎることなく裏方に引っ込んでいるんだけど、肝心要かなめのところでヒョイっと横合いから出てきてスイスイっと問題解決して、ス――っとまたどこかに消えていく感じ。このあいだの大きな戦いのときもとっても頼りになって、たったひとりで鬼き道どう衆しゆう五人を討ち取っちゃった。絶対、どこか大きな流派の凄すご腕うでくのいちのはずなのに、どうしてこんな小さな町に派遣されてきてるのかわからない。日給が安い、ってたまに愚ぐ痴ちってるし……。プライベートなことだろうから聞いてないけど、どういう事情でこの町に派遣されてきたのか、気になるんだよなあ。あ、あと、たまーにジャージの色がどどめ色になってることがあるんだけど、そのこと尋たずねると両目をかあっと見ひらいて、「ジャージ、いつもと同じですよね？」って威い嚇かくしてくる。怖いから、静さんのジャージになにがあっても突っ込みを入れないことにした。ふたりとも、いつか静さんに会うことがあっても、絶対、ジャージのことは尋ねない方がいいよ。静さん、目をあけると、なんだか世界汚染前に流行してたアニメのヒロインみたいなきらきらした瞳してて、すごく怖いんだ』

  『最後がタマ。年齢不詳、外見は一五歳くらい、再生系特進種、短たん剣けん使い。名前がタマ、ってすごいでしょう？　いろいろ複雑な事情があって、はじめて会ったときに名前を持ってなかったから、呼びやすいようにタマって名前を付けたのがそのまま定着しちゃった。タマに関しては本当に、たぶんふたりが知ったら後ろ向きにひっくり返るような秘密があるんだけど、手紙に書いてしまうと問題が出てくるかもしれないから書かないね。……ってこういう書き方をしてしまうと気になって仕方ないかもしれないけど……でも書けないし、それにきっと書かなくてもいいことだと思う。タマの過去になにがあったか、なんていうことは関係なく、わたしが知っているタマのことをここに書くよ。

  　タマはいつもへらへらしてて、やる気がなくて、お腹を空かせていて、頼み事をすると聞き流すし、仕事をサボるし、ミスをすると同どう僚りように責任転てん嫁かするし、下品な与よ太た話ばなしで笑いを取ろうとするし、うちでリオがごはんを炊たくとどこからかやってきて当たり前の顔でちゃぶ台の前であぐらを組むし、生活態度を叱しかるとおならで返事をするし、本当にどうしようもないやつなんだけど、いまわたしもこうやって普段のタマの行状を並び立てて書いてて「本当にどうしようもないなあ」と改めて思い知らされるんだけど、でもそんなんだけど、本当はとってもいいやつなんだ。口が悪いし生活態度もいい加減だから性根までねじ曲がってるんだろう……とはじめは思ってたけど、よく知ると全然そんなことなくて、いざというときはとっても真剣に行動してくれて、周りのみんなを助けようとしてくれて、本当に頼りになるんだ。

  　このあいだの大きな戦いのときも、タマに助けられなかったらわたしも生きていなかったかもしれない。わたしのいる部隊が孤立してしまって、敵の猛攻を何度も何度も受けて、もうダメだ、絶対、生きて町には戻れない……と諦あきらめかけたんだけど、タマは炎の壁を突っ切って助けに来てくれて、不慣れなわたしの代わりに部隊の指揮を執とってくれたんだ。そのおかげで大勢の味方が助かって、戦局も持ち直して、勝利を収めることが出来た。普段は馬鹿なふりをしている……ていうか馬鹿そのものなんだけど、いや……言葉を失うくらい馬鹿なときもあるんだけど、正直、どうしてここまで馬鹿なのか不思議で仕方ないくらいなんだけど、でも、馬鹿なだけじゃなくて、ちゃんと優しいし、頼りになるし、この町にはなくてはならない存在なんだ。でも、本当に普段は呆あきれるくらいに馬鹿だからただの馬鹿としか思えないことの方が多いんだけど、そんなだけど、根っこのところはちゃんとしてるんだよ。

  　……ってなんか変だね。タマのこと書きすぎかな。自分で書いてて赤面しちゃった。うわあ、恥ずかしいなあ。でも時間がないからこのまま送るよ。何度も書いてるけど乱筆乱文ごめん。ああ、もう、時間さえあればなあ……。あと四〇時間くらい今晩があれば、もっとちゃんとした手紙が書けるんだけどなあ……』

  『うわ、空が明るくなってきた。岩いわ佐さ木きさん、日の出の頃に出しゆつ立たつするって言ってたから、もう時間がないよ。

  　返事を出すのも厳しいだろうから、出来るだけふたりに質問はしないつもりだったんだけど、でも、ふたりとも元気だよね？　病気も怪け我がもしてないよね？　ひどいことされてない？　本当に心配で、心配で、夜も眠れない日もあった。岩佐木さんの話を聞く限り、ふたりとも立派に成長して、姫ひめ路じの人たちから愛されているそうだから、心配はしないことにしてる。

  　ふたりに会いたいよ。すごく会いたい。とってもとっても会いたい。

  　本当なら岩佐木さんと一緒に、わたしも姫路に行くのが良いのだろうけど、でも……

  　この町はわたしがいないとすごく困るんだって。

  　高たか比ひ良ら町長がそう言ってた。このあいだの戦いで、わたしの存在が関東の大規模コロニーに知れて、それが戦いを抑よく止しする力になってるって。

  　町の人たちがみんな、ここにいてくれ、って頼んでくる。わたしがこの町にいることで、みんなは安心して暮らすことが出来る……んだって。

  　そして、この五年間で、わたしもこの調ちよう布ふ新しん町まちが大好きになった。

  　リオも、一いちノの谷たにさんも、兵士職の人たちも、役場の人も、町で暮らしている人たちも、みんなのことがとても大好き。

  　その気持ちを、タケルとシュンに会いたい気持ちと天てん秤びんにかけることが出来ない。どっちが大事、なんてことを考えたくない。わたしにとってはタケルもシュンも調ちよう布ふ新しん町まちのみんなも大好きで、なにひとつ欠かせない。

  　うまく書けないのだけれど……出来るなら姫ひめ路じまで飛んでいきたい。

  　でも、そうしたら、この町の人たちを見捨てることになってしまう。

  　いまのわたしに、それは出来そうにない。

  　このことは決してタケルとシュンよりもこの町が大事だ、という意味ではなくて、比較することそのものが出来ない、ということ……なのです。

  　本当にわたしは、自分の気持ちを上じよう手ずに人に伝えることが下へ手たくそだね。もっとわたしの考えが伝わるように書きたいけど、どうやってそれを表現すればいいかわからない。ふたりとも苛いら立だたしいかもしれないけど、どうか許して。

  　もっと日本が平和になって、バケモノもおとなしくなって、他コロニーの目を気にせずに交易路を安全に行き来することが出来るようになればいいのに。そうしたら気軽にふたりに会いに行けるのに。手紙だってもっとひんぱんにやりとりが出来るし……

  　夢を語ってもきりがないね。尻切れトンボでごめんだけど、もうすぐ岩いわ佐さ木きさんが出発してしまうから、このへんで筆をおきます。返信をするのも大変だろうから、無理してしなくて大丈夫だよ。わたしはずっと、ふたりにまた会える日を楽しみにしてます。だから、ふたりとも元気で暮らしていてください。生きていれば、きっといつか会えると思います。



  
    敬けい具ぐ
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  　書き終えて、ユーキは窓の外へ目をやった。

  　空が紫色に染まりはじめている。もう時間がない。

  　一晩つかって書き上げた手紙は、Ａ４判の白紙三七枚に及ぶ大作となってしまった。我われながらよくここまで書いたものだと感心する。久く坂さかユーキ、という本当の名前のことは結局記さなかった。タケルとシュンの前では自分は澁澤カヲルでいい。彼らになじみのない本名を手紙に記してしまうと、ふたりとの距離がさらにひらいてしまいそうで怖かった。

  　さっと文面に目を通し、ひとつ頷うなずいてから、あわただしく寝ね間ま着きを脱ぎ捨てると子こ鹿じか色の軍服に着替え、分厚い手紙を油紙にくるんで紐ひもで縛り、神かみ棚だなの後ろに隠した縞しま瑪瑙めのうをふたつ取り出し、それを鷲わしづかみにして自室を出て階段を駆け下り、せわしなく久坂家の外へと飛び出した。

  　冷たさを含みつつある初秋の朝あさ靄もやのなか、多た摩ま川がわ堤てい防ぼうへと駆ける。

  　にわとりが鳴きはじめた。雀すずめも薄紫の空を舞い飛んでいる。息せき切って、長い手足を小気味よく前後に送る。

  　農作業へむかう町の人たちとすれ違いながら朝の挨あい拶さつを交わし、澄みきった大気を呼吸して徹夜した頭を醒ましながら堤防の傾斜を駆け上がると、多摩川下流方面、調ちよう布ふ新しん町まちが領有する地域の東端付近に、一いち群ぐんの人々が影絵のすがたで居並んでいた。

  　まっさらに透すき通った金色の光が、人々の影絵のむこうの空を焼いていた。天てん蓋がいは、まとっていた色を薄紫から薄桃色へと変えようとしている。朝の鳥たちがさえずりながら空を斜めに横切っていった。

  「待ってください！」

  　大きな声でそう叫んで、ユーキは堤防上を一直線に駆けた。

  　影絵たちが振り返る。影のなかに、ひときわ目をひく巨きょ躯くがある。いや、巨躯というより肥満体と言った方が近い。上下とも純白の兵装に身を包んだ彼は十字形の鉄てつ鉾ほこを背中にくくりつけ、駝だ鳥ちようにカマキリの鎌かまを取り付けた奇態な生物に騎乗している。

  「岩いわ佐さ木きさん……！」

  　呼びかける声のなかに安あん堵どが混じった。まだ出発していなかった。良かった。ユーキは踵かかとのしたに練れん氣きを集め、その力を使って疾走した。

  　逆光のなか、役場の人たちの笑えみが浮かんでいた。

  　一いちノの谷たにが微笑ほほえんでいる。よく久く坂さか家けで宴会をおこなう顔なじみの職員たち七、八名が、笑いながらユーキを迎える。同じ兵士職の斎さい藤とう準じゆん平ぺい、真岡もうか牛うし丸まるのふたりも見送りに来ていた。そして一団の中心には、調布新町町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうのすがたもあった。

  「すみません、遅くなりました、これを書いていて……」

  　一群のなかへ駆け込んで、息を整えながらユーキは詫わびを入れ、鷲わしづかみにした手紙の束を掲かかげた。

  　鎌かま鳥どりの鞍あん上じようから、十字形の鉄鉾を背中に負った岩佐木満みつ男おが怪け訝げんそうな顔をユーキへむける。

  「それが姫ひめ路じの友人へ宛あてた手紙、か」

  「はい、お手数をおかけします。すみません、重いでしょうか……」

  　差し出された岩佐木の手へ、ユーキは荷物を託した。かつての時代の力士そのものな岩佐木の顔がますます怪訝そうになる。

  「ずいぶん厚いな」

  　ユーキは顔を真っ赤にしてうつむき、

  「すみません、書いていたら楽しくなって、つい、書きすぎてしまいました……」

  　岩佐木はしばらくその荷物を見つめてから、肩に担かついだ布袋へぞんざいに突っ込んだ。

  「受け取った。確かに鶴つる木き山さん楼ろうの天子候補生ふたりへ届けよう」

  「あ、ありがとうございます！　それで、あの、これ、お礼と言ってはなんですけど……」

  　ユーキはズボンのポケットから縞しま目めの入った黒くろ瑪瑙めのうをふたつ取り出し、岩いわ佐さ木きの手のひらに押し込もうとした。

  「いらん」

  　岩佐木は不ふ愉ゆ快かいそうにユーキの手へ貴き石せきを押し戻す。

  「いえ、気持ちだけです、受け取ってください」

  「これ以上この町の人間に世話になっては男がすたる。もう充分によくしてくれた。あまりおれに恥をかかすな」

  「岩佐木さんに無事に姫ひめ路じに辿たどりついてほしいからです。旅人にとって貴石はなにより役に立つはず。縞瑪瑙はあの世からこの世へ不思議な力を運んでくる媒ばい介かいとして、修しゆ験げん者じやや密みつ教きよう導どう師しに高く売れます。遠路はるばる手紙を運んでいただくのだから、このくらいはさせてください」

  　ユーキの必死の懇こん願がんにも岩佐木は耳を貸さずに縞瑪瑙を突き返そうとする。一いちノの谷たにや斎さい藤とうも受け取るように頼むのだが、この頑がん迷めいな岩佐木という男は絶対に受け取ろうとしない。この大振りな縞瑪瑙ふたつがユーキの財力に不釣り合いなことに岩佐木も気づいていた。おそらく貯たくわえをはたいて買ったものだろう。だからこそ岩佐木は受け取れなかった。

  　事態を進展させたのは啓けい十じゆうだった。

  「この町の人間は岩佐木どのに貸しを作っておきたいのです。いつかまたお会いする日、借りを返していただくために。その日のために、借りてやってくだされ岩佐木どの」

  「しかし、そうは言ってもこれ以上……」

  　渋る岩佐木を傍はた目めに見てから、啓十はユーキから縞瑪瑙を受け取り、傍かたわらの牛うし丸まるへそのまま手渡した。不思議そうな顔をする牛丸へ、啓十は町長として下か命めいする。

  「岩佐木どのに貸しを作るのだ。本人が一いつ生しよう涯がいにわたって恐きよう縮しゆくするくらいな貸しをな」

  「はいっ」

  　命令を理解した牛丸は、その持ち前の素早さで鎌かま鳥どりの鞍くらへ飛び乗ると、断る隙すきも与えずに岩佐木の布袋へ縞瑪瑙をふたつ押し込み、再び目にも留まらぬ動きで地上へ降り立つ。

  　これ以上の拒絶も無ぶ粋すいと悟り、岩佐木はもはや苦にがく笑えみながらこのお人好しな町の人々を眺めることしか出来ない。

  「……世話になりました。高たか比ひ良ら町長の仰おつしやる通り、わたしは一生涯、この町の人々に頭が上がりませぬ」

  　不器用な武人はそんな別れの言葉を告げた。

  　白しら河かわとの戦いが終わってからこれまでに何度も滞たい留りゆうを嘆たん願がんされたが、やはり姫路コロニーに所属する軍人として、岩佐木は調ちよう布ふ新しん町まちに鞍くら替がえすることを潔いさぎよしとしなかった。白河戦では鳥とり辺べ野のの詭き弁べんと戦いくさの狂熱に踊らされて武む蔵さし野の勢に加勢してしまったが、冷静さを取り戻してみれば自分は姫ひめ路じコロニー第三大隊兵へい曹そう長ちようであり、関係のない戦いに参戦するべきではなかったと反省している。縛ばくを解かれたなら、姫路へ戻って遠征失敗の責を負おうのが筋だ。

  　岩いわ佐さ木きはこれから姫路へ戻って鳥とり辺べ野の大隊全滅を報告し、しかるべき処しよ罰ばつを受ける覚悟である。

  　そんなことをしなくてもこのまま調ちよう布ふ新しん町まちに滞在し、請こわれるままにこの町の兵士職に就いてしまえば何不自由のない生活が出来る。実際、誰よりも遠征失敗の責任を負うべき大隊長、鳥辺野ミゲルはにやにや笑いとともに啓けい十じゆうの要よう請せいを受け入れ、この町の軍ぐん籍せきに属してしまった。姫路コロニーへの忠ちゆう誠せいなど放ほう屁ひと一緒に吹き飛ばし、より高い地位と快適な生活を選択する鳥辺野の態度は、この時代を生きるものとして至し極ごく正しい。法も政府も懲ちよう罰ばつ執しつ行こう機関も存在しない現在、鳥辺野の生き方が当たり前なのである。

  　しかし岩佐木にはそんな当たり前が出来ない。

  　岩佐木は罰を受けるために、バケモノと盗賊が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする危険な街道をくぐり抜け、遥か姫路コロニーへ帰還しようとしている。それがこの遠征で死んでいった部下への罪つみ滅ほろぼしだと決意している。その思いは、この町の人々のどんな懇こん願がんも撥はね除のけるほどに強固なものだった。調布新町に鞍くら替がえした鳥辺野はもはや岩佐木の上官ではないため、かつての部下に命令を下す権限を失っている。岩佐木の意志を変えることは、ついに誰にも出来なかった。

  　遠征大隊唯ゆい一いつの生き残りの鎌かま鳥どり――この鳥は簒さん奪だつ王再さい臨りんの際、岩佐木と共に鉄橋を進むのを拒絶したために死なずに済んでいた――の手た綱づなを振って、岩佐木は多た摩ま川がわの下流へと目をむけた。西征の際と同じく、かつての国道二四六号を西へ下っていく経路で姫路を目指す。

  「岩佐木どのにお会い出来たことを今こん生じようの喜びとしましょう。どうかご達たつ者しやで」

  　誰よりも熱心に岩佐木の引き留めを図っていた啓十のその言葉が、調布新町の人々の別れの挨あい拶さつだった。

  　岩佐木は肩越しに頭を下げると鐙あぶみを蹴った。鎌鳥が重そうに両足を動かし、朝焼けへむかって堤てい防ぼう上を駆けていく。

  　町の人々が手を振りながらその大きな背中を見送る。

  　ユーキは小さくなっていく岩佐木へ、こころの底から旅の無事を祈った。彼なら必ず困難な旅路を踏とう破はして、タケルとシュンへあの手紙を送り届けてくれる。そう強く信じ、祈った。

  　一度も振り返ることなく、岩佐木の巨きょ躯くは薄桃色に染まる川の流れのむこうへと消えていった。

  　岩佐木がいなくなった方向から朝日が顔を出し、見送りの人々を淡い色に焼いた。

  　振っていた手を下ろし、ややあってから、一いちノの谷たにが皆の方を振りむいた。

  「寂しくなるけど仕方ないわ。岩佐木さんの決断なんだから。さあ、わたしたちも今日をはじめましょう。白しら河かわがらみでやることは、まだまだたくさんあるからねー」

  　明るい口調でそう言って、ぱんぱんと手を叩き、役場の人々を職場へと追い立てる。連日の激務でげんなりしている職員たちは嫌いやそうな顔をしながらも一ノ谷に従って爪つま先さきを町の方へ戻す。

  　自分も役場へ行こうときびすを返したユーキに、啓けい十じゆうが低く呟つぶやいた。

  「内々の話がある。離れへ来てくれ」

  　怪け訝げんそうにユーキは啓十を見やる。啓十は黙ったまま道の先を行く。離れ、とは町役場の敷地の隅っこにある小さな木造平屋建てで、急な来客や使節が滞たい留りゆうするための家屋である。滅めつ多たに使われることがないので、啓十は密談の際などに離れをよく利用した。

  　なにやら不ふ穏おんなものがユーキの胸の底を蠢うごめく。話とはおそらく軍務に関する内容であろうことは予感出来る。岩いわ佐さ木きがいなくなったいま、調ちよう布ふ新しん町まちの軍事的な負担はますます自分にのしかかる――そのことはユーキも自覚している。

  　そして自分が生まれ持ち鍛え上げてきた力は、この町を守るためだけに使う。その覚悟と決心が、いまのユーキにはある。

  　凜りんと胸を張り、頬を引き締めて、ユーキは啓十と連れだって離れを目指した。



  


  一．

  

  　灰かい白はく色しよくの朝あさ霧ぎりのなかにベヘモスの軍ぐん旗きが翻ひるがえる。

  　風が吹き抜けた。幔まん幕まくを曳ひくがごとく霧きりが晴れる。

  　初秋の澄んだ大気があらわになり、そのただなか、姫ひめ路じ軍の真っ白な威容が旧中国自動車道のひび割れたアスファルト上に浮き上がった。

  　四〇〇〇ほどの大軍だ。西進している。

  　純白の兵装に身を包んだ兵士たちは四車線の路上いっぱいにその身を押し込め、隊たい伍ごを乱すこともなくしんしんと今日の戦場を目指す。

  　兵員は人間だけではない。複数の動物や昆虫の遺伝子を掛け合わせて産み落とされた、生物変態グリルと呼ばれる怪物たちも軍列に交じっている。

  　先頭は騎兵大隊一〇〇〇騎。整然とした四列縦じゆう陣じん。大隊はふたつの兵団に分けられていて、前方に「兜かぶと牛うし」と呼ばれる重装騎兵、後方に「騎き狼ろう」と呼ばれる軽装騎兵を据すえる布陣。兜牛とはその名の通り、カブト虫と水すい牛ぎゆうを掛け合わせたグリルだ。鞍あん上じようの騎兵たちの武装は「パイル」という大振りな槍やり。槍の石突きを鐙あぶみに固定しているので兜牛の突進力がそのまま槍の穂ほ先さきに乗り、強烈な突とつ貫かん力を発揮出来る。その後方、騎狼の武装は短たん弓きゆうであり、こちらは騎き射しや兵へいとして機能する。

  　軽重騎兵団の後方には鎌かま鳥どりと重装歩兵の混成四大隊、およそ一五〇〇名がつづく。鎌鳥というのはカマキリと駝だ鳥ちようを組み合わせたグリルであり、駝鳥の胸のあたりからカマキリの鎌がにょっきりと生える面白いすがたをしている。カマキリの名な残ごりは緑色の外皮と頭部から突き出た二本の触しよつ角かくにも反映されていて、歩き方にもどことなく愛あい嬌きようがあり子供の人気が高いグリルだが、斬ざん撃げきが出来るように改変されたその二本の鎌は戦場ではこのうえなく残ざん虐ぎやくで頼れる武器だ。騎兵の弱点である長ちよう槍そうも、鎌鳥は胸の前に折りたたんだその鎌で受け止め、逆に撫なで斬きってしまうため、足を止めての乱戦中でも使い勝手が非常に良い。鎌鳥を以もつて戦闘グリルの最高傑けつ作さくと言い切る生化学者も多く、現在、多くの大規模共同体が鎌鳥の亜あ流りゆうグリルを保有している。

  　鎌鳥兵団の背後に長槍や長ちよう刀とうで武装した軽歩兵が一〇〇〇ほどつづき、さらにその背後、軍列の最後尾には、五〇〇騎ほどの真っ白な騎き狼ろう兵団が騎行している。この五〇〇騎が姫ひめ路じ軍の決戦兵団であることは兵員たちの引き締まった表情とよく揃そろった歩調、凜りん然ぜんとした佇たたずまいから判別出来る。

  　

  　――白はく狼ろう兵団。

  

  　姫路軍最強の名をほしいままにする精鋭中の精鋭たち。

  　五〇〇名中の五〇人が「特とく進しん種しゆ」として認定された進化種であり、その他の兵員も特進種認定こそ受けていないものの、世界汚染以前の人間とは比較にならない身体的進化を遂とげた准じゆん進化種である。

  　しかし白狼兵団の強みは特進種を揃えていること、ではない。

  　練度、戦闘意欲、そして熱狂的なまでの愛郷心。それらを非常に高い次元で保有し、維持しているからこそ、この兵団は無敵の存在として姫路全軍ベヘモスの頂点に君くん臨りんしている。

  　西進する白狼兵団の面おも持もちには緊張も興奮も見受けられない。よく手入れされた銀ぎん灰かい色しよくの毛並みを朝あさ露つゆに濡らし、騎狼たちは鞍あん上じようの主人を戦場へと導みちびいてゆく。

  　兵団の後方に二騎がいた。

  　こちらも一言の無駄口を叩くこともなく、しかし表情は昂たかぶりも怯おびえもなく、我が家の裏庭を散歩するような泰たい然ぜんとした足取りを西へむけて進める。

  　ひとりは少女のすがたをしている。

  　外見は一五、六歳くらい。長い髪を後ろでひとつにまとめ、長いまつげの翳かげりのしたに透すき通った紫し紺こん色の瞳を泳がせて、可か憐れんな唇をきりりと引き締め、白しら魚うおのような細い指に手た綱づなを絡め、その華きや奢しやな身体を支える長く細い両足でしっかりと騎狼の胴体を締めつけている。一般兵と同じく上下ともに純白の兵装に緋ひ色いろのマントすがたであるが、その佇まいからはこの世ならざる香気が立ちのぼり、触れがたいなにか、無言のうちに周囲を圧するなにかがその真っ白で細密な皮ひ膚ふからしんしんと放し出されている。

  

  　――澁しぶ澤さわ美み歌か子こ。

  

  　日本有数の大規模共同体、姫ひめ路じコロニー市長にして、老いることを知らない永えい遠えんの少女。腰の剣帯には王剣テラトマが不ふ吉きつそうに差してある。騎乗している騎き狼ろう「蒼そう竜りゆう」は齢よわい四〇を数える名狼だ。老いてはいるが、美歌子は決して蒼竜以外の騎狼に乗ろうとせず、蒼竜もまた美歌子以外を鞍くらに乗せない。背筋をぴんと張り、決然と前を見み据すえる美歌子の騎乗すがたは、蒼竜の見事な体たい躯くともあいまってどこまでも凜り々りしく見み目め麗うるわしい。

  　その傍かたわらで手た綱づなを繰あやつるのは、お世せ辞じにも見目麗しいとは言いがたい壮年男性である。こちらは騎狼ではなく、いかにも鈍どん重じゆうそうな兜かぶと牛うしに騎乗している。

  　純白の兵装が悲しくなるほど似合っていない、ヒキガエルにも似た男だ。背が低く、ずんぐりむっくりしていて、髪の毛はべっとりとした七・三分け、顔は正面をむいているもののどこを見ているのか定かでない。鼻の下と顎あごがそり残したひげのために青々としていて、突き出た頬とあいまって、その異相に拍はく車しやをかけている。

  

  　――白しら谷たに三さん座ざ。

  

  　姫路コロニーにおいて軍務最高司令官を任ぜられる古ふる兵つわものである。

  　統とう帥すい権を持つ美歌子から姫路全軍の指揮権を委ゆだねられており、軍事に関して白谷の采さい配はいに口を挟めるのは美歌子をのぞいて誰もいない。同じく神かみ追おい時代から美歌子と共にいた青あお砥とシン、来くる栖す征せい一いち郎ろうの両将軍でさえ、戦闘時に白谷の采配に逆らったなら軍律違反となり処しよ罰ばつされる。そして現在では美歌子までも、戦場では白谷に全てを一任し、自みずからが白谷の駒こまとなって動いている。誇り高い美歌子が自みずから進んでおのれの臣下の手駒となるのは、それが最さい善ぜんだとわかっているからだ。白谷に附せられた「万ばん里り眼がん」の異い名みようは伊だ達てでない。

  「まもなく先頭が関かん門もん橋きようのたもとに到着します」

  　おもむろに白谷の口がひらいた。

  　異相に不釣り合いな、やや甲かん高だかい女性的な声音。始業を告げる鐘の音みたいな、一切の感情がにじまない無機的な口ぶりだ。美歌子は白谷の方を見向きもせずに、

  「遅れすぎたかな」

  「こちらが後ご手てに回ったことは確かです」

  「油断した。日向ひゆうが市長は夢見るだけが取り柄の青二才と踏んでいたが」

  「彼かの地ちの戦いくさ目め付つけは以前から優秀でした。人の遺伝子を改変した『巨きよ人じん兵へい』なるえげつないグリルを用います。四年前に行政を受け継いだばかりの日向ひゆうが市長が抱いた野望と、戦いくさ目め付つけの能力が噛かみ合っております」

  　相変わらず白しら谷たには事務ロボットのように淡たん々たんと事実だけを無造作に並べる。美み歌か子こは慣れた調子で、話しながら現状を確認し、これからはじまる戦へとこころを這はわせている。ぴくりとも顔を動かすことなく、美歌子の薔ば薇ら色の唇がひらく。

  「門も司じ要よう塞さいが紙の城のように焼け落ちてしまったな。敵もなかなかやる」

  「あそこの太陽電池発電には気づかれたものとして対応いたします」

  「気づかれたとしても破壊されなければいい。排水ポンプを動かす発動機が破壊されたならお手上げだが。しかしそれにしても巨きよ人じん兵へいとは愚おろかしい。日向市長の器量が知れる」

  「生命倫理バイオエシツクスに縛られない現在、人の遺伝子は科学者たちの玩がん具ぐに過ぎません。生体実験の結果生まれたのが巨人兵であれば、使う使わぬは市長の裁さい量りよう次第」

  「わたしなら使わない。たとえそれが生まれたとしても」

  「なにゆえ」

  「美しくない」

  　きっぱりした美歌子の言葉に、白谷はむっつり黙り込んだ。

  　戦闘単位に美び醜しゆうは関係なかろう。

  　そう思うが、あるいは醜みにくく生まれたもののひがみかもしれぬと言葉を飲み込む。

  　路上を弱くもない風が吹き抜けるが、白谷の七・三分けはそよぐこともなく、頭皮の曲線に沿ってしっかりと付着している。姫ひめ路じ市民のあいだでは、白谷三さん座ざの頭皮に付着している海の苔り状のあれはカツラではないかとまことしやかにささやかれるが、正しよう真しん正しよう銘めいの自毛である。

  　道の先に関かん門もん橋きようが見えてきた。橋を越えたなら九州、門司に辿たどりつく。

  「潮しお風かぜの質が瀬せ戸と内うちと違う」

  　美歌子が短く呟つぶやいた。白谷も頷うなずく。

  「日本海の香りでありましょう。海かい峡きようの潮しおが運ぶものです」

  　美歌子は西を見み据すえて、手た綱づなを引いた。蒼そう竜りゆうの足が止まる。紫し紺こん色の瞳にはいまだ一切の感情がにじまない。

  「かつて平へい家けを滅ぼした壇だんノの浦うらの潮か。今回は我われへ味方してくれるといいが」

  　白谷も兜かぶと牛うしの足を止め、美歌子を振りむいた。

  「では、ここらで」

  「あぁ」

  　美歌子の動きに呼こ応おうして、白はく狼ろう兵団五〇〇騎も足を止めた。ただ風だけが旧中国自動車道のうえを吹きすさんでいる。

  「無む謀ぼうな策と思うておられますか」

  　白谷は美歌子へ問いかけた。

  「無む謀ぼうでない策は、策とは言わぬ」

  「無謀、とは言い違えました。無謀というよりは今回の策、綱渡りに過ぎます。なにせ兵力差は三倍、こうでもしなければ勝てないのです」

  「失敗したならわたしもお前も壇だんノの浦うらの藻も屑くず、浪なみの底の都みやこへ潔いさぎよく落ちていくのみだ。余計な言げんなど聞かすな」

  「策に走らざるを得ないところまで追い込まれたことが今回の失敗でありましょう。なにもかもこの白しら谷たにの不ふ徳とくのいたすところ」

  「その通りだな。おかげで久方ぶりに血がたぎる」

  　白谷の詫わびをそのまま認めると、美み歌か子こは先発する本隊とは別方向へ馬首をむけた。白はく狼ろう兵団五〇〇騎も気を合わせて一いつ斉せいに美歌子を振りむく。

  　美歌子は顔だけを麾き下かの精鋭へむけ、よく通る声で端たん的てきに演説した。

  「わたしが諸君にのぞむことは美しい戦いだ。献けん身しん的に気け高だかく戦うものはわたしの魂たましいにその名を刻もう。白狼の名にふさわしくない振る舞いは断だん罪ざいを以もつて処罰する。もはやこんな言葉は諸君らにはふさわしくないだろうが、戦いくさの前に演説をしないと傍かたわらの親おや父じにどやされるのだ。では、行くぞ」

  　気合いの籠こもらない美歌子の言葉を受け、精鋭たちの面々に浮かんだものは統率者への深い信頼をあらわす苦にが笑わらいだ。

  　美歌子の言う通り、こんな演説など白狼兵団にはふさわしくない。兵団員の結けつ束そくはとっくのむかしに言葉を越えている。

  　我われらひとむらの炎。立ちふさがるあらゆる障しよう壁へきを我わが身みもろとも焼き尽くし、崩壊せしめ、一いつ気き呵か成せいに貫つらぬき通す、火の槍やりの穂ほ先さき。

  　選ばれたひとりひとりがその思いを頭ず蓋がいの中ちゆう枢すうに刻印している。各人が保有しているのは生命ではない。白狼兵団というひとつの有機体を構成する一分子としての誇りのみ。それ以外のなにも、白狼兵団の兵員には必要ない。

  　美歌子が手た綱づなを叩いた。

  　蒼そう竜りゆうは中国自動車道から外れ、荒れ果てた下しもの関せきの町を目指して野太い足を前へ送る。白狼兵団の兵員たちも粛しゆく々しゆくとそれにつづく。美歌子直下のこの兵団だけが別べつ働どう隊たいとして切り離されたかたちだ。

  　美歌子と別れたのち、白谷率ひきいる本隊三五〇〇ほどはそのまましばらく自動車道を西進し、関かん門もん橋きようへの登り勾こう配ばいがはじまるところで道を下りて、各兵団を橋の直下付近へ展開させた。日向ひゆうが軍の上陸に備える構えである。関門橋のたもとには三〇名ほどの備えを残しているが、日向軍もわざわざ大軍で橋を渡って狙ねらい撃ちされるほどの阿あ呆ほうでもない。

  　出口側を制圧していない隘あい路ろへ大軍を送り込んではならない。兵学の基本である。いにしえの戦史を充分に研究しているであろう敵の戦いくさ目め付つけも、当然のようにいまの関門橋は渡らない。別の手段で海かい峡きようを渡ってくるに違いない。

  　だから、そのうえで。

  　――決戦場を下しもの関せきに置く。

  　それが白しら谷たにの第一のもくろみだった。そのためにまずは敵の上陸予想地点へ布陣して、門も司じ側から姫ひめ路じ軍のすがたが見えるようにした。目を凝こらしたなら、関かん門もん海峡を挟んだむこう側の陸地に、せわしなく動く日向ひゆうが軍の斥せつ候こうたちが垣かい間ま見えた。関門海峡越しであるから遮しや蔽へい物などなく、互いの軍勢の動きが海うな原ばらを通して手に取るように見て取れる。海峡上を伝でん書しよ鳩ばとの群れが頻ひん繁ぱんに行き交う。日向と姫路、双方の斥候が放ち合うものだ。

  　布陣を終えても白谷の表情は微動だにしない。ただじっと兜かぶと牛うしにまたがり、敵の動きを泰たい然ぜんと観察している。これから日向軍の戦いくさ目め付つけとの化かし合いがはじまるわけだが、白谷の佇たたずまいには気負いも興奮も全く見受けられない。ただ機械のごとく動かない相そう貌ぼうが海峡を渡る風に吹かれている。

  　そして、焦点の合わないその両目が対岸を蠢うごめく異い形ぎようの兵列を捉えた。

  　潮しおのむこうへ目を凝らす。海峡を隔へだてたむこう岸との距離は一・五キロメートルほど。

  　輪りん郭かくは人間だ。だが明らかに大きい。大きすぎる。異形の兵の太ももあたりに、一般兵の頭がある。身長五メートルを越える巨人たちが、上半身を板ばん金きん装甲に身を包み、片手に大振りな鉄てつ槌ついを握りしめ、やや前まえ屈かがみ気味になってのそのそと廃はい墟きよと化した門司港レトロ地区を行進している。なんともおそろしいことに、朽くち落ちた商店街の屋根よりも高い位置に巨人の頭がある。全身に盛り上がった筋肉はギリシャ神話に出てくる巨人族そのものだ。

  「巨きよ人じん兵へい」

  　白谷はぼそりと呟つぶやいた。

  　呟くと同時に厄やつ介かいな戦いになることを確信する。いや、厄介では済まないかもしれない。今回の戦い、取り返しのつかない事態もあり得る。風が運んでくる潮の香りのなかに、うっすらと腐くさった肉の匂いがした。

  

  　一方、美み歌か子こ率ひきいる白はく狼ろう兵団は下関の廃はい墟きよをひたひたと進む。

  　あえて門司側から見えるように布陣した本隊とは違い、こちらは建物をついたてにして、対岸の日向軍からは見えないよう、朽ち落ちたコンクリート建築物の狭はざ間まを縫い、瓦が礫れきと植物に覆おおわれた道なき道を黙々とゆく。

  　兵団員には作戦内容は知らされていない。彼らの仕事は、ただ美歌子が指し示す方向へ吼ほえたけりながら突っ込んでいくこと、それのみ。それ以外の余計な情報は必要ない。

  　だがしかし――そんな鉄の結けつ束そくを誇る白狼兵団にも、二名の異分子が紛まぎれ込んでいた。

  　異分子たちの表情は仏ぶつ頂ちよう面づらとあきらめ顔のふたつだ。

  　ひび割れて蔦つたに覆おおわれ、コンクリート塊かいの散乱した歩きづらい路面を面倒くさそうにいく仏ぶつ頂ちよう面づらの若者は、天子候補生のひとり、澁しぶ澤さわタケル。やや長めの髪の毛の隙すき間まから鋭い眼光をちらつかせ、ぱっと見は粗そ雑ざつで不敵そうな面おも差ざしだが、もう少し目を凝こらしたならどことなく繊細そうな色も佇たたずまいににじんでいるのが見て取れる。長い手足にはしなやかで強きよう靭じんそうな筋肉をまとい、騎乗している騎き狼ろう「十六夜いざよい」の手た綱づなを手首に絡ませて、他の兵員には聞こえないような小声の愚ぐ痴ちを傍かたわらのあきらめ顔へ投げかける。

  「なんでおれらがあの女と一緒に戦わなきゃいけないんだ。おれはいやだ、ふざけんな、いい加減にしろ」

  「がまん、がまん。何度も言ってるよね？　いまは耐えるのみ、だよ」

  「けっ。あいにくおれはお前ほど人間出来てねえよ。ちくしょう。戦いになったら、美み歌か子この背中に斬りつけてやる」

  「それで？　白はく狼ろう兵団の皆さんに捕まって打ち首になるわけ？　馬鹿げてるね」

  「なんだお前、美歌子の肩ばっかり持ちやがって。おれらの敵だぞあいつ」

  　タケルの愚痴を聞かされているあきらめ顔は、天子候補生のもうひとり、澁澤シュン。こちらはやや長めの髪の隙間に涼しそうな眼鏡めがねをかけ、長いまつげのしたに女性的な瞳をのぞかせている。騎乗している騎狼は「立たち待まち」。シュンが子供の頃から世話をしてきた大切な相棒だ。

  　もはや喉のどの内壁にこびりついてしまったかのようなため息をひとつ吐き出してから、シュンは困った笑えみを浮かべてタケルをなだめる。

  「美歌子に奪われたものは取り戻すよ。誇りも家族も人生も。ただそれにはふさわしい時期を待つ必要がある。いまの僕らでは、美歌子に傷ひとつつけられない」

  「いつまで待つんだよ。そのうちおれら、爺じいさんになるぞ。美歌子は死なない。永えい遠えんを生きるバケモノだ。誰かがいつかあいつを殺さなきゃ、日本があの女のものになっちまう」

  　傍らをいく白狼兵団の兵士に聞こえないような小声でのやりとりだが、それにしても内容が物ぶつ騒そうすぎる。シュンは眼光にきついものを込めてタケルを制し、彼の耳元へ口を近づけて、

  「頼むから今回はおとなしく美歌子の言うことを聞いてくれ。これからはじまるのは僕らがはじめて経験する大きな戦いだ。白狼兵団に入れてもらえたのは幸さいわいだよ。姫ひめ路じ最強兵団の戦いぶりをよく観察して、僕らの糧かてにしよう。この話はここで終わりだ。もう愚痴を吐かないで、修練だと思って我慢すること。いいね？」

  　子供を諭さとすように言い聞かせる。タケルは不満そうに一度シュンを睨にらんだが、ケッ、と短く喉の奥を鳴らすとむっつり黙り込んだ。

  　いつまでも成長がないな。シュンは長年付き合ってきた腐くされ縁えんの親友の横顔を諦てい観かんとともに眺めると、視線を前方へ戻した。

  　関かん門もん橋きように背をむけて、純白の兵員たちは黙々と歩ほを送る。ほどなくしてかつてのＪＲ下しもの関せき駅が見えてきた。かつてはここから関門鉄道トンネルが対岸の門も司じへと通じていたが、現在、海底トンネルは水没してしまっていて使えない。海底トンネルには常に海水が沁しみてくる。電気が通じていれば排水ポンプで沁みてくる海水を汲くみ出せるのだが、世界汚染によりそれは不可能となった。だからいま、関かん門もん鉄道トンネルを使って九州へ渡ることは出来ない。

  　しかし、おそらく美み歌か子こはなんらかの手段を使って対岸へ渡り、敵の後こう背はいへ奇襲をかけるだろう。そのために市長自みずからが別べつ働どう隊たいを率ひきいている。シュンはそうにらんでいる。

  　シュンの頭には数千を越える戦史が記憶されている。頭ず蓋がいのうちを検索して、いまのこれに似た戦例をいくつかひもとき、白しら谷たに三さん座ざの立てた作戦内容を類るい推すいしてみた。

  　まずは状況を整理する。

  　門も司じに布陣する日向ひゆうが軍は総勢一四〇〇〇。下しもの関せきに布陣する姫ひめ路じは四〇〇〇。およそ三倍以上の兵力差である。

  　ふたつのコロニーの規模はそう変わらない。それなのにこれほど兵力差がひらいた原因は、日向コロニーが優秀な対外情報機構を保持していたがゆえ。シュンの見立てでは、日向の諜ちよう報ほう、防諜、謀ぼう略りやく能力は白谷三座のそれを越えている。

  　現在、姫路コロニーは東西の大規模コロニーから挟きよう撃げきを受けている。

  　東の大おお津つコロニー、西の日向コロニー。ふたつの勢力がいつのまにか結けつ託たくし、ときを同じくして姫路に対して牙きばを剥むいた。これが完全に白谷三座の裏をかいたらしく、姫路軍は軍勢をふたつに分けざるを得なくなった。

  　大津軍二二〇〇〇に対しては青あお砥と、来くる栖すの両将軍が精鋭八〇〇〇を率いて神こう戸べ付近で迎げい撃げきしている。三さんの宮みやと元もと町まちの廃はい墟きよをそのままコンクリート要よう塞さいとして、凄せい絶ぜつな市街戦が展開されているはずだ。かつての大都市は城壁を持たずともそのまま要塞として使用出来る。幾千ものコンクリートビルの総床面積を計算したなら、建築物内部を利用した待ち伏せがいかに侵攻側にとって厄やつ介かいか理解されよう。要塞化された都市を通過するには、まず都市を碁ご盤ばんの目に区切り、マス目のひとつひとつを小隊が検分して安全を確かめたのちに軍隊行動に移るしかない。特に神戸のような山と海に挟まれた狭きよう隘あいな平地いっぱいに建物が立地する地勢は大軍団の通過が困難だ。防御側は弓ゆみに優れた筋きん繊せん維い特とく進しん種しゆがひとり狙そ撃げき役を務めるだけで、侵攻側の大軍を数日足止めすることも出来る。青砥、来栖両将軍の役目はこの地勢的利点を十全に活用してとにかく数に勝まさる敵の攻勢に耐えることである。

  　そして東進してくる日向軍一四〇〇〇を迎え撃つべく、美歌子、白谷率いる四〇〇〇が一路西進、こうして下関に布陣している。

  　こちらの戦況はかなり姫路側に不利だ。

  　かつて姫路コロニーが九州側の橋きよう頭とう堡ほとして保有していた古こ城じよう山さん門司要塞が、美歌子の到着を待たずして陥かん落らくしたのである。

  　戦国期、中国地方を支配していた毛もう利り氏も、九州側の橋頭堡として古城山に門司城を築いていた。交通の要よう衝しようである関門海峡に睨にらみを利きかせるには格好の位置にある山やま城じろである。門司要よう塞さいはこの門も司じ城跡にそのまま築いたもので、関かん門もん橋を見下ろせる位置にあり、姫ひめ路じコロニーの勢力が関門海かい峡きようを制するために不可欠な存在であった。

  　それが呆あつ気けなく陥おちた。

  　想定では門司要塞に攻撃をかけられた場合、姫路コロニーと共存関係にある「一いつ千せん島じま水すい運うん」が出で張ばってきて水上から敵の動きを掣せい肘ちゆうし、敵が水軍に手間取るあいだに下しもの関せき側から関門橋を通じて援軍が派は遣けんされ、要塞と水軍と援軍の三方向から攻め手を逆に包囲してしまうかたちが取られる手はずであった。

  　しかし、門司要塞に攻め手が押し寄せても、一千島水運は姫路に味方しなかった。

  　姫路コロニーとの取り決めを無視し、事態をただ静観したのである。おそらくはいつのまにか一千島水運へ日向ひゆうがコロニーによる調ちよう略りやくの手が伸びていたのだろう。瀬せ戸と内うちを支配する一千島水運が日向に味方するなら、姫路にとって非常に厳しい状況が差し迫ってくるはずだ。

  　さらに日向コロニーの攻撃に対処する美み歌か子この動きが致命的に遅れた。なぜ遅れたのか、シュンの立場からでは見えないが、おそらくは東から押し寄せてくる大おお津つコロニーへの対処に忙ぼう殺さつされて西をおろそかにしたのだろう。関門橋を渡るはずの援軍が到着する前に、門司要塞は陥かん落らくしてしまった。大おお津つと日向が結託していることを見抜けなかったことがいまの姫路の苦境に直結している。

  　門司要塞が陥落し、一千島水運も日向コロニーと同調しているいま、誰がどう見ても関門海峡の制海権は敵の手にある。

  　――まさか白しら谷たに三さん座ざを翻ほん弄ろうするなんて。

  　シュンは頭ず蓋がいのうちでそう呟つぶやいた。

  　現況は明らかに対外情報戦略で姫路を圧倒した日向コロニーに優位だ。白谷三座に悟られることなく大津コロニーと結託し、一千島水運をも味方につけるとは、日向には相当に優秀な軍師役がいるのだろう。

  　――この状況を覆くつがえせるのか？

  　シュンは前を行く美歌子の背中を眺めた。

  　相変わらず作戦内容を兵へい卒そつに伝えないまま、永えい遠えんの少女は淡たん々たんと蒼そう竜りゆうの手た綱づなを握っている。死に絶え倒壊した灰色の建築物群の合間を縫って、海峡の風が後ろでひとつにまとめた彼女の長い髪を撫なで上げ、潮しおの香りを残して藍あい色の彼方かなたへと去っていった。

  

  　門司から見る下関の廃はい墟きよは水色の空の底にくすんでいた。

  　関門橋のたもと、橋を見下ろす位置に存在していた古こ城じよう山さん門司要塞には、いまや日向コロニーの軍ぐん旗きが翻ひるがえっている。山頂に設置していた太陽電池発電のためのソーラーパネルも日向の手に落ちた。海峡の九州側にはもはやベヘモスの軍旗は一いち流るたりとも見受けられず、翻るのは日向ひゆうがコロニーの軍旗のみ。日向灘なだの青を想起させる青地に、金糸と銀糸で麗れい々れいしく、天あまの叢むら雲くもの剣つるぎを掲かかげ持った須す佐さ之の男おの命みことが刺し繍しゆうされている。日向コロニーのある旧宮崎県は日本神話発祥の地であり、それを以もつて現在という新たなる神かみ代よの時代に覇は権けんを唱となえる正統性を内外へ喧けん伝でんしている。神の生まれた地に暮らす我われらこそ神の子し孫そん。日ひノの本もと秋あき津つ島しまをくまなく治める新秩ちつ序じよ創生は日向によって成なされなければならない。軍ぐん旗きに刺繍された須佐之男命は日向市民たちのそうした選民思想の根こん拠きよでもあり、他者に対して暴力を行こう使しする権限の象しよう徴ちようでもある。

  　ふたり――

  　まぶしげにスサノオの旗を見上げる男たちがいた。

  　日向コロニーの軍兵であることを示す青せい灰かい色しよくの軍服。ともに胸には金きん勲くん章しようが幾いくつか垂たれ下がり、肩口に縫い留めた四つの徽き章しようはふたりが高級将校であることを告げている。

  　ひとりは少年臭さの色濃く残る青年だ。

  　ぴんとつばの張った軍帽のした、世界へ挑いどみかかるような精せい悍かんな眼まな差ざしがある。はっきりした鼻び梁りようと真ま一いち文もん字じに引き結んだ唇、軍服越しにも明めい瞭りように見て取れる鍛え上げられた肉体。名産である都と井い岬みさきの野生馬に騎乗して、その決然とした双そう眸ぼうを今度は海峡のむこうへ据すえた。
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  　――岩いわ切きり雨あめ俊とし。

  

  　弱じやつ冠かん二四歳にして日向ひゆうがコロニーを統治する若わか武む者しやである。

  　父から市長職を継いだのは四年前、まだ雨あめ俊とし二○歳はたちの頃のこと。若すぎる市長の誕生に日向コロニーの要職にあった面々は先行きを案じたものだが、それが杞き憂ゆうであったことはすぐに知れた。

  　雨俊は挫ざ折せつというものを知らない若者だった。

  　生まれ落ちて青年期に至るまで、なにもかも自分の思い通りにいった。障害を乗り越えた覚えなどない。いや、行く手に障害はいくつもあったのだが、雨俊はそれを障害と感じることもなかった。

  　こう言ってしまうと鼻につくが、しかし雨俊は生まれもったものがあまりに優秀すぎたのである。

  　市長の息子という特権的な立場のみならず、その肉体は「万能型特とく進しん種しゆ」として認定を受けたものだ。万能型、とひと口に言っても肉体の進化部位はまちまちであり、筋きん繊せん維いが発達していても骨格がそれについていけなかったり、呼吸器系が進化していても感覚神経系に問題を抱えていてうまく機能出来なかったりすることが往々にしてあるものだが、雨俊の場合は見事なまでに均整のとれた万能型であった。

  　なにしろ、日向コロニーにおいて最も戦闘能力が高いのが雨俊なのである。

  　どんな剣術家も武術家も練れん氣き使いも、一対一で立ち合ったなら雨俊に敵かなわない。筋力、感覚神経系、呼吸器系、いずれも雨俊の進化の度合いは平均を遥かに超えていた。ある生化学者は雨俊を「特進種のなかでもさらに抜きん出て進化した、特級特進種」と評した。評を聞いた人間たちはいずれもみな「大おお仰ぎように過ぎる」とせせら笑ったが、いざ雨俊の戦いぶりを目にするやおのれの不ふ見けん識しきを恥じることとなった。

  　おそるべきことに、雨俊は細胞再生能力さえも併あわせ持っていた。たとえ剣術家が雨俊の動きを見切って肉体に斬りつけても、優秀な再生能力で以もつて斬ざん撃げきを受けた箇か所しよを修復してしまう。そして優れた感覚神経で逆にいまの剣術家の動きを見切り、優秀なニューロン連れい繋けい能力によって敵の全ての動きを事前に察知して確実に的確に仕留めてしまう。たとえ最前線に配置されようとも、雨俊であれば敵陣を単騎にて突とつ貫かんし敵総大将を一騎討ちで仕留めることが出来る、ともっぱらの評判だ。事実、雨俊は九州を平定するための全ての戦いで最前列に立ち味方を鼓こ舞ぶしてきた。この若く勇ゆう敢かんな市長の檄げきに乗せられない兵員がいるはずもなく、その圧倒的な士気を以てわずか四年にして九州は日向コロニーの手に落ちた。そしていま若武者は、次の標的を姫ひめ路じコロニーへ据すえている。

  「ベヘモスの軍ぐん旗きとはな。異国の醜しゆう悪あくな怪物だ。かつて八やま岐たの大蛇おろちを討ち取ったスサノオの剣に臥ふせられるがいい」

  　海かい峡きようのむこうに翻ひるがえる姫ひめ路じの軍旗を見据え、雨俊は短く呟つぶやいた。

  　その傍かたわら、背の低い馬にまたがる白しら髪が頭あたまの老人が応える。

  「白はく狼ろう兵団が見えませぬな。おおかた、建築物をついたてにしてこちらから見えぬよう移動しておるのでしょうが」

  「爺じいの読み通り、最精鋭が搦からめ手へ回るか」

  「間かん諜ちようの報告によれば関かん門もん海かい峡きよう方面へは澁しぶ澤さわ美み歌か子こと白しら谷たに三さん座ざがむかったとのこと。その数わずか四〇〇〇。それが正面から対たい峙じしてくるとあらば当然、なんらかの策がございましょう」

  「爺と白谷の化かし合いだな。楽しみだ。負けるなよ、爺」

  　爺と呼ばれた老将は雨あめ俊としの言葉にわずかに頷うなずいたのみ。

  　おそらく八〇は越えているであろう、後ろにひとつにまとめた長い白髪、長いまつげのしたの目は深い皺しわに覆おおわれてひらいているのか閉じているのか判別しづらい。軍服のいかめしさに比して肉体はちんまりして弱々しく、押したなら鞍くらから剥はがれ落ちて風に吹かれて飛んでいきそうな、そんな頼りなさそうな外がい貌ぼうである。

  

  　――鉄てつ斎さい庵あん一いつ舟しゆう。

  

  　日向ひゆうがコロニーの戦いくさ目め付つけ、いわゆる軍師である。先々代の頃から岩いわ切きり家け一筋に奉ほう公こうし、黎れい明めい期の日向コロニー軍を傑けつ出しゆつした戦闘集団へ押し上げ、九州統一を成なし遂とげてしまった傑物である。

  　皺だらけの顔が下関へむけられた。その乾ききった唇がひらく。

  「一いつ千せん島じま水すい運うんはあてになりませぬ」

  「またそれか。門も司じ要よう塞さい陥かん落らくを静観したその事実が我われらの味方となった証しよう拠こではないか。爺は少し過敏になりすぎだ」

  　呆あきれたような雨俊の言葉に、鉄斎庵は静かに応える。

  「それが白谷の策と申し上げておるのです。爺の見立てではあれぞまさに送り狼おおかみ。我らを下しもの関せきへ送りはしますが、帰らせてはくれぬでしょう」

  「調ちよう略りやくされたと見せかけて、実はまだ姫ひめ路じの息がかかっている……か。だが果たして、人間にそこまで先を見み据すえた策を巡らすことが出来るものやら。おれには空くう論ろんに聞こえるが」

  「まさかそのような、をやってきたのが白谷三座という男でありましょう。爺は油断いたしませぬぞ。あらゆる策を想定し、その裏をかくのが爺の役目でありますれば」

  「任す。おれは頭が痛い。戦は好きだが、権けん謀ぼう術じゆつ数すうに付き合うのは苦手でな」

  「任されましょう。姫路の女め狐ぎつねと古ふる狸だぬきを壇だんノの浦うらへ追い落として見せまする」

  「美歌子は落とすな。あれは生け捕りにする。たいそう美しいそうだからな。それに老いぬとか。おれの二六番目の妾めかけにする」

  「邪じや念ねんは明めい晰せきさを食いつぶしますぞ」

  　雨俊は片目で鉄斎庵を見下ろすと、快活に笑った。

  「邪じや念ねんではない。思し慕ぼだ。おれはいま美み歌か子こに恋している」

  「いかにすれば未見のものに惚ほれることが出来まする」

  「潮しお騒さいが運んでくるのだ、永えい遠えんの少女のかぐわしさを」

  　雨あめ俊としはいとおしそうに壇だんノの浦うらのむこうを眺めて、その精せい悍かんな眼まな差ざしを細めた。

  「惚れたぞ、美歌子。お前の永遠をおれのものにすると決めた」

  　挫ざ折せつを知らない若わか武む者しやの決意が、群ぐん青じようの潮しおの流れへ刻まれた。

  　やがて海流のむこうから、白い船団が出現した。

  　一いつ千せん島じま水すい運うんの船団、五〇〇艘そうである。舳へ先さきは門も司じ側、布陣する日向ひゆうがコロニー軍へとむけられている。友軍の登場に感極まった兵員の声がそこかしこからあがった。瀬せ戸と内うちを支配する一千島水運が日向コロニーに味方していることが、兵員たちの高い士気に直結している。

  「だが、あれこそが白しら谷たにの罠わな」

  　鉄てつ斎さい庵あんは、戦意がないことを示す半旗を掲かかげてこちらへ寄ってくる船団を眺めてそう呟つぶやき、つづけて安あん穏のんと言い放った。

  「白谷三さん座ざ、敗れたり」

  　海からの風が、ひとつにまとめた白しら髪が頭あたまの尻尾しつぽをそよがせた。いまだ負けを知らぬこの老軍師は余よ裕ゆう綽しやく々しやく、謀ぼう略りやくをうちに秘めた船団を素知らぬ顔で受け入れようとしている――



  


  二．

  

  　岩いわ佐さ木きが調ちよう布ふ新しん町まちを去ってから三日後。

  　秋が色濃くなりつつある穏やかな昼下がり、タマはひとり、長屋の縁えん側がわに腰を下ろしてのんびりとひなたぼっこしていた。

  　稲いな田だの実りの分け前にあずかり、幸せそうな雀すずめたちがのどかにさえずっている。初秋の陽光は木々の梢こずえを透すかして銀まだらになり、風がゆくたびに光の粒りゆう子しがしぶきを上げる。

  　適度に冷たい風が陽気のなかに心地よい。よく太った軍鶏しやもが数羽、柔らかい地面をつつきながら歩き回り、その傍かたわらで丸まった三毛猫が寝息を立てる。ふわあ、とあくびをひとつして、先ほど朝食をいただいたばかりだというのに早くもお腹をぐうと鳴らし、タマはうとうとしながら本格的な二度寝へ入ろうとしていた。

  　タマが寝起きしているこの長屋は調布新町町役場と同じ敷地内に立地していて、この町の食しよつ客かく、いわゆる傭よう兵へいが火か急きゆうの際に対応出来るよう常時詰めている。常にここにいること、が仕事のひとつでもあるからこうやって寝ぼけながらここにいるわけだが、それにしてもヒマだった。

  　昼飯はなにかなあ。カレーが食いたいなあ。牛ぎゆう丼どんも食いたいなあ。誰かラーメン作ってくれないかなあ。

  　食べ物のことだけを考えながら、だらしなく縁えん側がわに横たわろうとしたタマの耳たぶを、音もなく後ろから忍び寄ってきていた鳥とり辺べ野のミゲルが甘あま噛がみした。

  「おぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

  　新たな地平を強制的に開拓され、すさまじい産うぶ声ごえをあげつつ、全身にさぶいぼを立てたタマは縁側から転がり落ちて七しち転てん八ばつ倒とう、汚けがされた耳たぶを地面になすりつけていまの感触を滅めつし去ろうとする。

  　阿あ鼻び叫きよう喚かんとともにのたうち回るタマを満足げに見下ろして、鳥辺野は決然と胸を張るとなにもかも悟りきったようなしたり顔で、

  「最近僕はお前のリアクションが気に入っているんだ。お前の反応はいつも必要以上に大きいからなあ。カヲルに嫌いやがらせをしたいのと同等くらいに、いまの僕はお前に嫌がらせをすることに夢中なんだ。どうだ、嫌か？　嫌だろう。なにしろ男から耳たぶを噛まれたんだからなあ。喜ぶ方がどうかしている。もしも僕がお前にいまのと同じことをやられたら……と想像するだけで死にたい気分だ、おえー」

  　血がにじむほど耳たぶを地面に擦こすりつけながら、タマは怒鳴りつける。

  「自分が嫌なことを人にするな変態っ!!　人間の基本だろうがっ!!　気持ちわりいことやめろっ!!」

  　タマの怒りを受けた鳥辺野は縁側に仁に王おう立だちでげらげら笑い、

  「うるさい黙れリアクション芸人。ほーら、ほら、ほら、もっと一生懸けん命めいに耳を地面に擦りつけないと、噛まれた部分から徐々に腐ふ食しよくしていくぞぅ。僕の唾だ液えきにはなあ、馬鹿で怠たい惰だで大食漢な男性の肉体を溶解させる力があるんだ。もちろんいまの台詞せりふは思いつきで言ってみただけだが、そう言われるとなんだか怖いだろう？　うわ、思いつきだとわかっててもこいつの唾液とかマジでおれの肉体溶かしそうでこえー、とか思ってしまうだろう？　それが僕の狙ねらいだ。お前のこころも身体も僕の感性に染め上げてやる。そのまま地べたを転げ回って、僕の感性が当たり前だと思って生活してしまうようなどうしようもない駄目人間に生まれ変わってしまえ」

  「わけわかんねーこと喋しやべんな!!　頼むから消えろ変質者、どっかいけ!!」

  　タマが怒れば怒るほど満足そうな色が鳥辺野の顔の下半分に広がる。この男がただリアクションを楽しんでいるだけだということに気がつき、タマは汚された耳たぶから血を流しながらも地面に片膝ひざをついて体勢を立て直し、荒かった呼吸を整え、ぎんと鳥辺野を睨にらみつけた。

  　長い銀色の髪のした、かつて両目のあった場所を粗あら布ぬのでぐるぐる巻きにしている。そして口元には相変わらず人を小馬鹿にしたようなにやにや笑い。長ちよう身しん痩そう躯くを子こ鹿じか色の軍服に包み、背中あたりから濃厚な妖よう気きを立ちのぼらせる。

  　なんでこんなのが同じ長屋で生活しているんだ。頼むからすみかを変えてくれ。

  　部屋割りを決めた一いちノの谷たにを恨うらみながらも、タマは鳥とり辺べ野のの不意打ちを警戒しつつ、またそれを食らった際に間違っても大おお仰ぎようなリアクションなどとらないように細心の注意を払いつつ、体勢を取り直しながらじりじりと後退した。

  　しかし鳥辺野は縁えん側がわを降りて庭へ素足を踏み入れ、両手を前に突き出して、おぼつかない足取りでタマとの距離を詰めてくる。すぼめた唇を突き出し、おんぶしているうちにだんだん重くなる鬱うつ陶とうしい妖怪じみた口調で、

  「遊ぼうよう～。なあ～。遊んでくれよう～」

  　よちよち歩きで接近してくる鳥辺野へ、タマは真剣な表情で警告を発した。

  「来るなっ！　それ以上近づいたら、舌を噛かみ切るぞっ」

  「なにを勘違いしているんだお前は。僕はただ、ものすごくヒマで退屈だからお前ともっと遊びたいだけだ」

  「面白い遊びを教えてやる。蜂はち蜜みつを全身に塗りたくってスズメバチの群れのなかに飛び込むんだ。面白いぞー。思わず昇天してしまうくらい面白い。さあ、行ってこい」

  　タマの提案を完全に黙もく殺さつし、鳥辺野は首を左右に振ると悲しげな声を出す。

  「ほら僕は誰かさんのおかげで眼球も睾こう丸がんも失ってしまったから、それまでの糜び爛らんして堕だ落らくして爛らん熟じゆくした趣味を堪たん能のうすることが出来なくなってしまって、どうしても時間を持てあましてしまうのさ。あぁ、退屈だなあ。面白いことしたいのに、誰かさんのおかげで娯ご楽らくを著いちじるしく制限されてしまってえらい迷惑だよ。誰かさんのおかげでね。誰かさんのおかげで。Ｄａｒｅｋａ・Ｓａｎｎｏ、Ｏ・Ｋａ・Ｇｅ・Ｄｅ!!」

  　喋しやべっているうちに怒りを思い出したのか、最後の方はニセ外国人のようなカタコトの日本語で絶叫すると、鳥辺野はえいえいと地面を踏みつけながらぷんぷん怒った。

  「うるせーなー。あれやったのは確かにおれだけどおれじゃないっていうか、まあいろいろデリケートな問題なんだけど、こまけーことでがたがた言うなよ。まあ、眼球と睾丸抉えぐり取られたのはお前にとって細かいことじゃないだろうけど、でも、いいじゃん。大丈夫だよ。平気平気。そうだ、静しずかに遊んでもらえ。うんうん、けったいな変わりもん同士、絶対意気投合するよお前ら。そうだそうだ、静んとこ行け、うんうん、行け行け、そんで二度とおれの前に現れるな」

  　派は遣けんくのいち、羽は染ぞめ静もこの長屋で寝起きしている。たぶんその辺にいるはずだ。しかし鳥辺野は両手を胸の前で組んで、

  「ゾメッシーは白しら河かわへ出かけてしまっているんだ。僕だってゾメッシーと遊びたいけど彼女はいつもここにいない。同じ長屋で生活しているはずなのに出会うことがないってどういうことだ。ぷんぷん、ぷんぷん」

  　腹立ちを擬ぎ音おんに変えてひとしきり怒る。

  　ゾメッシーとは鳥辺野が勝手に静に付けたあだ名だ。鳥辺野は流は行やらせようとしているが、この町の誰一人としてその名で静を呼ぶものはいない。

  　言われてタマも思い出した。そうだ、静しずかはいまだ混乱がつづく白しら河かわへ治安維持のために派は遣けんされているのだった。彼かの地ちでは武む蔵さし野の勢の内ない紛ふんをはじめ、戦後処理を巡めぐっていろいろなごたごたが繰り広げられているらしい。

  「そういやそうだっけなー。静いないのか、参まいったなー」

  「参ったよ～。退屈だよ～。遊んでくれえ。遊んでくれよう～」

  「遊ぶっつってもなあ。そうだ、木登りでもしろよ。ほら、目の前によさげな木があるぞ」

  　言われて鳥とり辺べ野のは手探りで木を探した。タマの言葉通り、すぐに手頃な太さの幹みきと枝ぶりをもつ木を手の先で発見した。そして、とほほほほと口からだらしないため息を洩もらす。

  「木登りかあ。しょぼい娯ご楽らくだけどないよりマシかあ」

  「面白いって絶対。絶対面白いよ、木登り」

  「しょうがない、登るかなあ」

  「おぉ、登れ登れ。そのままあの世まで登っちまえ」

  　タマの投げやりな励ましを受け、鳥辺野はおもむろに逆立ちをして背中を木の幹に押し当てると、タマへ顔をむけたまま木を登りはじめた。

  　鳥辺野がなにをしようとも大おお仰ぎようなリアクションだけはするまい、という先ほどの誓いは瞬時にして忘れ去られ、タマはこめかみに血管を浮かべて怒鳴りつける。

  「変な登り方するなっ！　普通に登れ！」

  「木登り、木登り」

  「やめろ！」

  「木登り、木登り」

  「黙って登れ！」

  　鳥辺野は人を苛いら立だたせることを目的に木登りしているに違いない。この登り方を見ているだけですさまじいばかりの憎々しさが込み上げてきて相手せずにはいられない。頭にきたタマは地面の砂じや利りを掴つかんで投げつけるが、鳥辺野は投石を受けながらも歪ゆがんだ笑みをタマにむけ、

  「木登り、木登り」

  　いやらしくまといつくような口調でそう呟つぶやきながら、木の幹に背中を押しつけ、逆さまのまま、誇らしげに木を登っていく。

  「なんで登れるんだよ!?」

  「木登り、木登り」

  「黙って登れ！」

  「木登り、木登り」

  「こっち見んな！」

  　すると庭つづきの町役場から、調ちよう布ふ新しん町まち生活課課長、一いちノの谷たに景けい子こがこちらへ手を振りながら歩いてきた。

  「タマちゃん、いたいた。あら鳥とり辺べ野のさん、どうしたのその格好？　どうして逆さまでこっちむいたまま木を登ってるの？　気持ち悪いことやめてね。それでね、タマちゃん、ちょっといい？」

  「ん、どした景けいちゃん？」

  「ちょっとお願いがあるんだけど……」

  　タマは縁えん側がわに腰を下ろすと怪け訝げんそうな顔を一いちノの谷たにへむけ、

  「木登り、木登り」

  「なんか仕事か？」

  　一ノ谷の眉がすまなさそうに下がり、

  「木登り、木登り」

  「ちょっと町長から依頼があって……」

  　また面倒な仕事を頼まれそうな気がする。タマはあきらめ顔で後ろ手をつくと空を見上げ、

  「木登り、木登り」

  「うるせえっ！」

  　タマの投げつけた茶ちや碗わんが顔面に直撃し、鳥辺野はようやく幹みきから剥はがれ落ちて首をねじ曲げ地面に激突してくれた。それにしてもこの鳥辺野という男、当たり前の顔で他人の台詞せりふに割って入るのだからすさまじい魔人ぶりである。

  　タマはやれやれと額ひたいをぬぐうと再び一ノ谷へ顔をむけ、

  「で、なんだっけ？」

  「町長からお仕事のお願い。あのね、この町の偉い人たちが総出で、急に白しら河かわへ行かなきゃいけなくなったの。だからユーキとタマちゃんに護衛してほしい、って」

  「護衛かあ。白河まで、ねえ」

  　タマはあまりうれしくなさそうに呟つぶやいた。一ノ谷は困り顔で尋たずねる。

  「なにか嫌いやなことがあるの？」

  「嫌なことっていうか、白河の近くって、おれ、むかし、ろくでもないこといっぱいやったからさー。おれのこと知ってるやつがいそうで嫌なんだよ。まあずいぶん時間も経ってるからたぶん大丈夫とは思うけどさー。出来れば近づきたくないんだよなー」

  「まあ、そうなの？　タマちゃんのことだから、きっとあとになって赤面しちゃうようなこと、いっぱいやったんでしょうねえ」

  「やったやった。もうマジで思い出しただけで自殺したくなるようなこといっぱいやった」

  「でも短い期間だからきっと大丈夫よ。いつまでも滞在するわけじゃないんだから。ぱっ、と行って、ぱっ、と帰ってくればいいだけ。なんなら変装とかすれば？」

  「そうは言ってもなあ。万が一、むかしの知り合いとかに見つかっちまうとシャレになんねーんだよなあ」

  「大変な仕事だから、せめて気持ちよく休めるように、って、むこうでは特別にいい宿を手配してあるんですって。ご馳ち走そうが出るらしいわよ。もちろんカレーも」

  「お代わりありか？」

  「時間制限なしで食べ放題、って聞いたわ」

  「おれに任せろ。白しら河かわだろうが函はこ館だてだろうがウラジオストックだろうが護衛してやる。たとえ一万の敵に襲われようと町長を守り抜いてやるぞ！」

  　拳こぶしを振りかざし、歯は茎ぐきを剥むき出しにして力説するタマへ、一いちノの谷たには目尻を下げた。

  「まあ、ありがとう。タマちゃん、頼もしー。出発は明日の朝だから準備しておいてね。お昼のお弁当は役場の方で作っておくから」

  「おっけー、おっけー」

  「そうそう、さっきリオが晩ご飯に呼んでたわよ。明日、寝坊すると大変だから、今晩は久く坂さか家けに泊まっていけば、って」

  「おぉ、マジか。行く行く。晩飯なにかな、楽しみだな」

  　タマは満面の笑みとともに了りよう承しようした。伝令を終えた一ノ谷が役場へ戻っていくのを見送り、にこにこしながら今夜の食事に思いを馳はせる。

  　脳内の九割近くをその日の食べ物が占める。特にカレーを食すことは最優先事項であり、その他のいかなる事項もカレーには席次を譲ゆずる。それがこのタマという男の現在の生き様であった。

  

  　その夜。

  　タマはうきうきしながら畦あぜ道みちを通り抜け、久坂家玄関の呼び鐘をぐわんと鳴らした。

  　すぐにぱたぱたとスリッパの音がして、サッシ戸がひらく。

  　白の長袖そでＴシャツとジーンズ。ラフな部屋着すがたのユーキがタマを迎えた。

  「お、来たな。上がれ。いま、リオがご飯作ってる」

  「うぃーッス。腹へったあ」

  　挨あい拶さつ代わりとばかりにタマのお腹がぐおお、と鳴り、ユーキの苦笑が降りかかる。玄関でスニーカーを脱ぎ、板張り廊ろう下かをくぐって久坂家居い間まに腰を下ろした。

  　もう我が家のごとく居慣れてしまった十畳じよう間ま。

  　部屋の隅のぼんぼりが淡い光を畳たたみ敷じきに投げかける。小さなちゃぶ台には灯とう明みよう皿ざらが置かれ、お碗わんがいくつか伏せてある。

  　中庭との境さかい目めの障しよう子じ戸どは大きくあけ放たれ、りりり、とすだく鈴すず虫むしの音と心地よい夜気がそのまま居間へ入ってくる。

  「お前ひとりだとどうせ明日寝坊するからな。今晩は泊まってっていいぞ」

  　ちゃぶ台の前にあぐらを組んで、ユーキはぞんざいにそう言う。

  「あいよー。あ、軍服忘れてきた」

  　タマもそのむかいに腰を下ろして返事する。

  　ユーキは呆あきれ顔で、

  「ずぼらだなあ。明日の朝、取りに戻れよ」

  「あいあい」

  「いい加減だなあ。まったく」

  　ふん、とユーキの鼻が鳴ったところで、良い匂いが台所の方から伝ってきて、エプロンすがたの久く坂さかリオが大きな鍋なべを両手に抱えて居い間まへ入ってきた。準備万ばん端たんで待機しているタマを見て、この無む垢くな一二歳の少女の顔がぱっと輝く。

  「うおー、なんだそれ。うまそー」

  　前のめりになるタマを傍はた目めに、リオはちゃぶ台に夕食を置いた。

  　豚ぶた肉にくのつみれ、水みず菜な、豆とう腐ふ、白はく菜さいが、芳こうばしい味み噌そのなかで煮立っていた。

  　ぐはあ、とタマは後ろむきに卒倒する。そしておのれの胸をかきむしりながら、

  「なんだこれ～。なんだこのごちそう～。うれしい～。死ぬ～、死ぬぅ～、死ぬぅ～～」

  　笑顔で転げ回る。

  　ユーキもきらきらした瞳で鍋の中身を眺め渡し、リオへ顔を上げた。

  「ふんぱつしすぎじゃないか？　豚肉なんて、よく手に入ったな」

  　リオは胸ポケットからメモ帳を出すと、ちゃぶ台のうえに置いてさらさらと鉛筆を滑らせた。口の利きけないリオはコミュニケーション用にいつもこうしてメモ帳と鉛筆を持ち歩いている。

  『最近は、八百屋さんにもお肉屋さんにも魚屋さんにも、いっぱい食材が入ってくるよ』

  「へえ。どうしてだろう」

  『お店の人が、戦いに勝ったおかげだ、って言ってた』

  「あぁ……なるほどね」

  　ユーキも合がつ点てんした。

  

  　白しら河かわとの戦いに勝ったことで、多た摩ま川がわ沿えん岸がん共同体は大きな利益を得ていた。

  　戦いくさに勝つ、ということはこれほど大きな富とみをもたらすのか。

  　武む蔵さし野の勢に所属する共同体ははじめてそのことを思い知った。人類史から闘争が消えないわけである。負けたならなにもかも灰かい燼じんに帰きすリスクを冒す代わりに、勝ったなら相手の持ち物が全て我が物となる。食料、財貨、家畜、土地、それに、人間。敗者が保有していたものはおろか、人格そのものまで、なにもかも略りやく取しゆ出来る。

  　暴力を用もちいて、他者の所有権を放ほう棄きさせる――

  　それが戦争の主要な目的だ。

  　理り不ふ尽じんきわまりない目的であり、理知的にも道義的にも許されるべきではない。

  　しかし戦はなくならない。人間は有史以来の数千年を戦いのうちに過ごし、世界汚染により神かみ代よへ逆戻りした現在もまた戦いに明け暮れている。戦争の起こる原因はさまざまであり、なにかひとつに原因を求めるべきではないが「勝てば儲もうかる」式の考えもそこに含まれることは事実だろう。土地を荒こう廃はいさせ、人命はもちろん砲弾や弾丸、石油燃料を大量消費する進んだ時代の戦争であれば「勝てば儲かる」が通用するとはいえないが、剣と弓ゆみで戦うような素そ朴ぼくな文明社会では特に、戦争事業への投とう資し分が少ないため、頻ひん繁ぱんにビジネスとしての戦争が営いとなまれる。いまの調ちよう布ふ新しん町まちの住民たちは、自分たちの生活に還元されたものを通じて、無意識に戦勝がもたらすメリットを実感している。

  

  「いっただきまーっす」

  　タマは威勢良くそう言うとおもむろにつみれを箸はしの先でつまんでおのれの口へ突っ込む。

  　一瞬にして、大おお仰ぎようなリアクションがタマの顔面いっぱいに現れた。

  「う――――――――――――――っめ―――――――――――――――――――っっっ」

  「うるさいっ」

  　口のなかにものを入れたまま感想を叫ぶタマを怒鳴りつけ、ユーキもいただきますを言って白はく菜さいをつまみ上げる。

  「おいしいっ。おいしいなあ」

  　思わず感嘆の声が出た。味み噌その良い香りと野菜の出だ汁しが本当においしい。

  　リオはにこにこしながらふたりの様子を見て、豆とう腐ふを小皿に取ってちいさな口に運んだ。すぐにリオの顔もほころぶ。音楽のリズムに合わせるように首を楽しそうに左右へ傾けながら、かわいらしい口元をはふはふさせる。

  「うめ～～。うめえよ～。おら、こんなうまいもん、生まれてはじめて食っただよ～」

  　飢き饉きん明けの村人のような台詞せりふを吐きながら、タマはお碗わんに山盛りにした麦むぎ飯めしをかき込む。口の周りに飯粒をつけたまま、涙を流さんばかりにして、

  「おれ、このつみれ一個でご飯一杯食える」

  　リオにお代わりを要求する。

  　音もなく笑いながらタマのお碗を受け取り、リオは傍かたわらの飯めし櫃びつから麦飯をよそった。あらかじめ炊たいていたものがなくなるまで、そう長い時間はかからなかった。

  「げふー。おら、腹いっぱいだあ。思い残すことはねえ。もう死んでもいいだあ」

  　タマは目尻に涙さえ浮かべながらお碗をちゃぶ台に戻す。満まん腹ぷくになった村人キャラが気に入ったらしく、それらしい台詞を思いついてはリオとユーキへ投げかけてひとりでへらへら笑う。

  「ごちそうさま。リオ、おいしかったよ。タマ、あと片付け手伝え」

  　ユーキに言われて食器を下げ、手早く夕ゆう餉げの片付けを済ませると、リオが笑顔でボードゲームを胸に抱えて畳たたみに並べた。

  　世界汚染以前に流通していたものだ。色あせているが盤面の文字は読み取れるしプラスチック製の駒こまも問題なく使える。小説や漫画などと並び、かつての時代のボードゲームはいまを生きる人々にとって長い夜を楽しく過ごすための主要な娯ご楽らくのひとつだった。

  「お、ウルトラ人生ゲーム。なつかしいな。やるか」

  　タマも愛あい想そ良くリオに付き合って畳にあぐらを組む。

  「これ、勝ったことないんだよなあ」

  　ユーキもぼやきながらオープンカーのかたちをした駒を手に取り、赤いピンを刺した。

  『負けたひとがお風呂沸かすこと』

  　そう書いたメモを片手にリオがにっこり笑う。タマとユーキの了りよう承しようを得て、ゲームがはじまった。三人でわいわい、盤のうえの駒を進める。

  『ウルトラ人生ゲーム』は世界汚染の直前に発売された究極の人生ゲームだ。プレイヤーはオープンカーのかたちをした駒をルーレットで進め、止まったマスに書かれたイベントをこなしていく。ゴールに一番乗りしたプレイヤーが勝ちではなく、ゴールした時点での資産が一番多いプレイヤーが勝者となる。最大の特徴はとあるマスで選択したことがのちのちのイベントに連れん鎖さ的に影響していく分ぶん岐きシステムであり、パーティーゲームらしくプレイヤー相そう互ごの協力を求めるものが多く、みんなで和わ気き藹あい々あいと楽しむにはもってこいの内容だ。

  　リオを楽しませるための付き合い程度にゲームをはじめたタマとユーキだが、そのうちいつのまにか我われを忘れ、ルーレットを回す手に力が籠こもってきた。

  「えいっ」

  　かけ声とともに勢いよく回されたルーレットに従い、ユーキの駒が行き着いた先は「男子出産」のマスだった。ユーキは泣きそうな顔で天てん井じようを見上げ、

  「また産まれたあ」

  　青いピンを車に刺す。すでにユーキの車には三人の子供がいたのだが、これで四人目となった。

  「よく産むなあ、お前。ご祝しゆう儀ぎ、ご祝儀」

  　出産祝いのお金をユーキの膝ひざ元に投げ渡し、タマもルーレットを握る。

  「うわ、また株かぶ当たった」

  　タマの車は先ほどからずっと株を当てている。ゲーム序盤にしてなかなか裕ゆう福ふくなタマだった。

  「お前はこういうどうでもいいところで運を使い果たしているんだ。だから現実ではろくなことがないんだ。そうだそうだ、絶対そうだ」

  　悔くやしげにユーキは負け惜しみを言いつつ、子供だらけの自分の車を悲しげに見つめる。子だくさんなうえに借しやつ金きんまみれなユーキの人生だった。

  　一方のリオの人生は堅実でまっとうそのもの。小学校の先生となってオープンカーを進めるリオは、二〇代後半で地方公務員と結婚、ふたりの子供に恵まれて借金もなく平へい坦たんな道を安あん穏のんとゆく。

  　いままた小さな手が回したルーレットは、リオのオープンカーを《子供の誕生日。子供ひとりにつき一万円を他プレイヤーから徴ちよう収しゆうする》のマスへ導みちびいた。タマは鷹おう揚ような笑みとともにリオの膝ひざ元へ二万円分のおもちゃの札束を置き、ユーキは泣きっ面つらで二万円分の約やく束そく手て形がたを投げ渡す。

  「もういやだあ。借しやつ金きんいやだあ」

  　しかしながらユーキの泣き言などどこ吹く風、子だくさんなオープンカーが止まったマスには《三つ子が生まれる》の文字が。泣き崩れるユーキの膝元に再びご祝しゆう儀ぎが山と積まれる。

  　ついに七人もの子供を抱えてしまったユーキの車には、子供のピンが刺さりきらず、新生児がボンネットに積まれる始末。その惨さん状じようを傍はた目めに、株かぶでひとやま当てたタマが駒こまを進める。

  「……お。なんだこりゃ。《人生をかけた大ばくち。新規事業を立ち上げて億万長者になるチャンス。銀行から大型融ゆう資しを取り付けますか？》だとさ」

  　怪け訝げんな顔のタマへ、横からユーキが口を挟む。

  「やめとけやめとけ。それ、失敗したらわたしと同じ、借金まみれだぞ」

  「ばかやろ、お前、男なら一発勝負に決まってるだろうが。融資、取り付ける、取り付ける」

  　するとリオがマス目をよく見て、追加条件を指の先で示した。タマの首が傾く。

  「ん？　《融資を取り付ける際、右みぎ隣どなりのプレイヤーが連れん帯たい保ほ証しよう人にんになる》？」

  　タマは右隣に座るユーキと顔を見合わせた。ユーキの泣きっ面がさらに崩壊する。

  「いやだあ。お前の連帯保証人だけは死んでもいやだあ」

  「うるせえなあ。大丈夫だよ、おれを信頼しろ」

  「こっち見て話せっ。目を背そむけながら喋しやべる男なんか信頼出来るかっ」

  「大丈夫、大丈夫」

  「こっち見て言えっ」

  　叫びもむなしく、ゲームルール上、ユーキには拒否権がない。子だくさんで借金まみれのまま全く信頼出来ない男の莫大な借金を連帯保証するという地獄のような人生を歩むユーキを尻目に、リオの人生は全くの順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、堅実に資産を蓄たくわえながらピンクのオープンカーがゴールを目指してひた走る。

  　祈りとともにユーキはルーレットを回す。

  「宝くじ当たれっ」

  　この惨状から這はい上がる手段が宝くじのみとなってしまったユーキだが、借金まみれのオープンカーが止まったマスには無情にも《配偶者が夜逃げ》の文字が。魂が頭のてっぺんから抜け出ていくのを感じながら、ユーキは旦だん那なのピンを抜き取ると無造作に後方へ投げ捨て、ボンネットに乗せていた新生児を自分のピンの傍かたわらに突き刺した。タマが呆あきれ顔で、

  「いやあ、ひでえ人生だなあ。たぶんそれ絶対お前の今後を暗示してるぞ、かわいそうに」

  「うるさい黙れ馬鹿っ！　お前はさっさと事業を成功させろっ！」

  　せかされて、うりゃあ、とタマはルーレットを回した。

  　タマの駒こまが止まったマスには《事業に挑戦していたプレイヤーは、あり得ないほどの大失敗。全財産を失い、さらに借しやつ金きん取りがうちまで押しかけてくる。借金を連れん帯たい保ほ証しよう人にんに委ゆだねて夜逃げしますか？》の文字が。

  　タマは真顔でユーキを見つめた。ユーキも真顔でタマを見つめ返す。

  「しないよな？　まさか、な？　まさかそこまで最低な男じゃないよな？」

  「…………」

  「おい。なに黙ってるんだ。いまさっき、おれを信頼しろとか言ってたよな？」

  　てひゃあ、とおもむろにタマは後頭部に片手を当てて片目をつむり、ぺろーんとかわいらしく舌の先端を出して、

  「夜逃げしまーっす」

  　明るく言い切って全財産をうっちゃり、子供も配偶者もなにもかも捨て去ると、自みずからのオープンカーを人生の裏道、夜逃げ街道へとむけさせた。

  　ユーキはよこざまに倒れ込むと四し肢しをひくひくと痙けい攣れんさせ、目尻から塩しよつ辛からいものを流しながら、

  「もういやだあ。このゲーム、なんか暗い気分になるからいやだあ」

  　泣き言を連つらねはじめた。

  「いいじゃん、お前も夜逃げしちゃえよ。ほらほら、こいこい、なにもかも投げ捨てた裸はだか一いつ貫かん出直し人生も悪くないぞ」

  　普通の人生ルートとは異なる夜逃げルートには思わず目を覆おおいたくなるような陰いん惨さんなイベントの数々が待ち受けている。だがまれに、信じられないような一発逆転イベントも発生するから侮あなどれない。へらへらしながら楽しげに夜逃げルートをひた走るタマのオープンカーを一いち瞥べつし、ユーキは気合いを入れ直すともはや億単位となってしまった借金を背負ったまま、それでも日の当たる道を行こうとする。

  「宝くじ来いっ」

  　もはや宝くじの力を以もつてしてもどうしようもない状況ではあるのだが、それでも一いち縷るの望みを託し、ユーキは運命のルーレットを回す。すると子だくさんな車が止まったマスには、《歌手デビューのチャンス。デビューしたいプレイヤーはこの場でオリジナルソングを熱唱する》の文字が。

  「意味がわからないよ～」

  　泣きべそをかくユーキに、タマが解説を加える。

  「なんでもいいからオリジナルソングを歌うんだ。そうすればお前は歌手として生きていける」

  「なんでわたしがそんなことしなきゃいけないんだ。いやだ、無理だ、そんなの出来ない」

  『歌って、ユーキ』

  「いやだ。いやだいやだいやだ。恥ずかしい。無理だ」

  『歌わないとタマに負けちゃうよ』

  「それはいやだけど歌うのもいやだ。だってオリジナルソングなんて考えたことないし」

  『鼻歌でいいんだよ。ユーキ、自分の部屋でときどき鼻歌歌ってるじゃない』

  「うわ、リオ、地獄耳だあ。そんなの聴いてたのか恥ずかしいなあ」

  「お、なんだそりゃ、歌え歌え。いいのかお前、このままだと風ふ呂ろ焚たきだぞ」

  『歌うと絶対いいことあるから。がんばってユーキ』

  　タマとリオにせかされてユーキも考え込んだ。確かにこのままではタマに負けてしまう。それはとても悔くやしい。ゲーム中とはいえ歌手デビュー出来たなら、もしかすると一発ヒットが生まれて逆転があるかもしれない。生来の負けず嫌いがむくむくと鎌かま首くびをもたげ、度たび重かさなる人生の荒波に打ち据すえられてぐだぐだになっていた自制心を破壊した。

  「……わかった。歌うさ。歌えばいいんだろ」

  　ユーキは決意を固めた。

  　翡ひ翠すい色の瞳を凜りんと光らせ、こほんと咳せき払ばらいをして座を見据える。

  「お、マジか。耳の穴かっぽじって聴いてやる、歌え歌え」

  　タマが茶化し、リオが笑顔で拍はく手しゆする。

  「よし、歌うぞっ。ほんとに、ほんとに、歌うからなっ」

  　自みずからに言い聞かせるように気合いの籠こもった口調でそう言い、あー、あー、と軽い発声練習のあと、一切の迷いを断ち切ったユーキのオリジナルソングが空間へ解き放たれた。

  

  「♪ぶたがぶーぶー　焼やき豚ぶただあ

  　　羊ひつじがめーめー　ジンギスカン

  　　牛がもーもー　焼き肉だあ

  　　鳥がちゅんちゅん　焼き鳥だあ♪」

  

  　歌が終わり、三〇秒ほどのいたたまれない沈黙が久く坂さか家け居い間まに舞い降りたあと、強こわばった表情に無理矢理笑みを浮かべたリオのけなげな拍はく手しゆが、半泣きのユーキにむかって送り届けられた。

  　タマは蒼そう白はくな表情をユーキにむけたまま、得意の大おお仰ぎようなリアクションを取ることもなく、ただ全身を駆け巡めぐる痛ましい冷気に耐えるのみ。

  　ぐだぐだだった自制心がようやく舞い戻ってきて、我われに返ったユーキは座ざ布ぶ団とんに顔を突つっ伏ぷしてさめざめと泣きはじめた。

  「だからいやだって言ったんだあ。わたしだって歌いたくて歌ったんじゃないんだあ」

  『良かったよ、ユーキ。いい歌だったよ、感動したよ』

  「斎さい藤とうさんがむかし歌った歌なんだ、それが耳にこびりついて離れなくて、わたしの解釈も加えたから、あんな歌になったんだあ」

  　座ざ布ぶ団とんに顔を埋うずめたまま言い訳するユーキの背中をリオが優しくさする。タマもようやく忘ぼう我がの淵ふちから戻ってきて、率直な感想を口にする。

  「ダメな歌だなあ。歌詞からもメロディからもダメさ加減がにじみ出てくる。なんていうか、しみじみ、こころの底から、聴いてやったんだから金よこせ、って気分」

  「うるさい黙れ馬鹿っ！　だからいやだって言ったんだ！　でもお前がせかすから歌ったんだ！」

  　タマはおもむろに直立すると、ことさらに惚ほうけた表情をして、両方の目を互い違いに上下させ、あたかもアホの子のように腕をぶんぶん振り回しながら、

  「♪豚ぶたがぶうぶう　焼き豚だあ　羊ひつじがめーめー　ジンギスカン♪」

  　人を苛いら立だたせることを目的にした小憎らしい歌声で、ユーキのものまねをする。

  「あぁ、うわっ、頼むっ、やめろ馬鹿っ」

  　溶岩のごとく赤面したユーキが絶叫を返すが、タマはますます調子に乗り、アホの子ぶりをますます顔のうえにひろげると、

  「♪牛がもーもー　焼き肉だあ　鳥がちゅんちゅん　焼き鳥だあ♪」

  　これでもかというほど愚おろかしそうに顔を歪ゆがめ、ユーキの歌を復唱する。

  「うわあ、もうやめてくれ～。わたしが悪かった、わたしが悪かったからやめてえ～」

  　ユーキは半泣きになって畳たたみのうえを七しち転てん八ばつ倒とうしながら哀願するが、タマは決してやめようとしない。このタマという男には、ひとたび相手の弱みを握ると、それを誇らしげに振りかざしながら相手の周囲を練ねり歩くという迷惑きわまりない性せい癖へきがあった。見かねたリオに制止されるまで、タマはユーキのオリジナルソングを執しつ拗ように歌いつづけ、ユーキは抵抗することも出来ずに顔を両手で押さえて悶もん絶ぜつしていた。

  「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

  　ようやくタマの気が済んで、ユーキは呼吸を整えながら半身を起こし、うつむいて呼吸を整えながら髪の毛で表情を隠した。指の先で目尻から流れ出たものをぬぐう。

  　タマは満足げに、敗者じみたユーキのすがたを見やる。

  「お前、あんな歌でこの先やっていけると思うのか」

  「……うるさい。黙れ」

  「歌の世界はなあ、いばらの道だぞ。いばら、いばら。お前の馬鹿丸出しな歌が通用するような甘い世界じゃないんだ。なんといってもものすごく競争の激しい、ライバルがシューズに画が鋲びようを入れたりとかする、薔ば薇らがいっぱいのいばら道なのだからな。わかったか」

  　どこかで拾ってきた台詞せりふを意味もわからないままユーキへ投げつけ、さらに訳知り顔でふんぞり返る。その無知で傲ごう慢まんな態度が、ユーキのこめかみに野太い血管を呼び起こした。

  「妻子を捨てて夜逃げしたくせに説教するなっ！　わたしはこれからもこの歌でやっていくんだ！」

  　ユーキの混乱した頭脳はゲームと現実の壁を取り払い、わけのわからない台詞せりふを彼女に吐かせる。錯さく綜そうした現状を整せい頓とんするべく、リオはぱんぱんと手を打ち鳴らすとふたりを制止し、いつもの朗ほがらかな笑顔でルーレットを回した。

  　そして――場ば末すえの歌姫へ、ほどなくして奇跡が舞い降りた。

  「宝くじ、頼むっ」

  　歌手になってからも宝くじ頼みのユーキが回したルーレットが、逆転のマスへ子だくさんのオープンカーを導みちびく。

  「おっ……!?」

  　マスを覗のぞき込む翡ひ翠すい色の瞳が見ひらかれた。

  《あなたが歌手の場合、オリジナルソングが世界的大ヒット。アルバム売り上げ一千万枚を突破し、世界的アーティストの仲間入り》

  「うわああっ。なんだってえっ。当たったぁっ。わたしの歌が当たったぁっ」

  「なんだこりゃ。そんなわけあるか。なんであんなアホな歌が世界的ヒットするんだ。あんな歌に一千万人が金出すわけねーだろ。ダメだ、ご都つ合ごう主義にもほどがある、ダメだダメだ、こんなイベントは無効だ」

  「勝手に無効にするなっ！　わたしの歌が認められたんだっ！　やっぱりほんとはいい歌だったんだ！　世界が認めてくれたんだぞっ」

  　感極まったユーキはいまにもむせび泣かんばかりに唇を震わせて、マスの指定通りに借しやつ金きんを清算し、代わりに抱えきれないほどの印税収入を受け取った。ゲーム開始以来引きつりっぱなしだった表情が、いまや太陽のように明るく輝き久く坂さか家け居い間まを照らし出す。

  「人生、山あり谷ありだなあ。やっぱり真ま面じ目めに一生懸けん命めい生きていればいつかお天てん道とう様は微笑ほほえんでくれるんだよ、うんうん」

  　リオの頭を撫なでながら、ユーキは人生の修しゆ羅ら場ばを幾いく度どもくぐり抜けてきたおっちゃんのような言葉を投げかける。リオも愛あい想そ良く頷うなずきを返しながら、しかしこちらはあくまで堅実にゴールを目指して家族仲良く駆け抜けてゆく。

  「うおー。ちくしょー。おれも一発なんか当てるぞー」

  「お前も歌手になれ。わたしが通ったようないばらの道を歩んでみろ。でもお前の根性じゃ絶対、成功する前に泣いて逃げ出すのが関の山だろうなあ」

  　ユーキはタマを指さして愉ゆ快かいそうに嘲あざ笑わらう。血がにじむほど唇を噛かみしめ、タマは決然と夜逃げ街道の先を見み据すえた。

  「へっ、勝手に笑ってろ。だがいまはいいとして、ゲームが終わったあとに風ふ呂ろ焚たきしてるのはどっちかな。お前が言ったように、人生ってな、なにが起こるかわからないもんだぜ。おごれるものも久しからず……盛じよう者しや必ひつ衰すいのことわりをあらわす、ってな」

  　タマは自信満々にそう言い切ると、ユーキへむけて不敵な笑みを刻んだ。珍しく古典などひもときながらの確信をにじませたその言い方に、ユーキは思わず表情を引き締め直した。

  

  　ゲームが終わり、タマは久く坂さか家けの裏手へ回ると、五右衛ごえ門もん風ぶ呂ろの煉れん瓦が炉ろへ薪まきを投げ込み、ほいほいとうちわで扇あおいだ。ほどなくして煙えん突とつが灰かい白はく色しよくの煙を吐き出し、姉妹が風呂場へ入る気配がベニヤ窓のむこうから伝ってきて、風呂釜がまから湯のあふれる音がした。

  「ぬるいぞ、ビリ」

  　ユーキの楽しげな声が風呂場から屋外のタマへ投げかけられる。タマは歯は茎ぐきを剥むき出しにして入浴中の世界的トップアーティストを怒鳴りつける。

  「焚たきはじめたばっかだよ！　少しは待ってろ！」

  「ちゃきちゃき沸わかせよ。わたしとリオは洗いっこして待ってるからな。間違っても覗のぞくなよ」

  「そんなもん覗くか馬鹿野郎っ！　なんだお前、ゲームで勝ったくらいでいい気になりやがって、なにがアーティストだ、おかしな歌うたいやがって、なんだありゃ、馬鹿もたいがいにしろ、オンチ、オンチ」

  　風呂場のなか、一いつ糸しまとわぬユーキは負け犬の遠吠えを一いつ笑しように付ふすと、風呂釜から汲くんだぬるま湯をリオの剥き出しの背中にかけた。

  　リオも笑顔で、ユーキの身体へ洗面器に汲んだお湯をかける。

  　血の繋つながりのないかりそめの姉妹は、お互いの白い肌へ楽しそうに湯をかけ合って笑い合う。

  「新しい粉せっけん、すごいな。いい匂いだなあ」

  　ユーキは今日リオが買ってきた粉せっけんを嗅かいで表情を緩ゆるませた。薔ば薇らみたいな良い香りが風呂場に漂ただよって、身体のなかから清潔になれる気がする。リオもユーキが手にすくった粉せっけんに鼻を近づけ、うれしそうに笑む。

  　ユーキはせっけんをタオルで泡立てて、リオの背中を洗ってあげた。

  　すぐに泡まみれになったリオがタオルを奪い取り、今度はユーキを泡まみれにする。

  「あはは、リオ、くすぐったいよ、あはは」

  　あちこちをまんべんなくリオに洗われて、ユーキはその真っ白な身体をくねらせて笑う。

  「お返しっ」

  　ユーキはタオルを奪だつ還かんし、いたずらっぽくリオの身体のあちこちに滑らせた。今度はリオが

  くすぐったそうに音もなく笑う。

  「くそう、なんだお前ら、楽しそうにしやがって。お湯、そろそろじゃないか？　さっさと入れよ」

  　風呂場の外からタマのすねた声が届いた。言葉通り、風呂釜のお湯は頃合だった。姉妹はさっとせっけんを洗い流して、仲良くふたり一緒に釜かまへ入る。ざざあ、と湯があふれて、もくもくした水すい蒸じよう気きが風呂場を覆おおった。

  　ユーキはリオと身体を密着させて微笑ほほえむと、窓の外へ声をかける。

  「あぁ、いいお湯だあ。タマ、上出来だぞ」

  「おれもあとで入るんだぞ。お湯、残しといてくれよ」

  「わかってるよ。わたしだってそこまで鬼じゃないから安心しろ」

  　湯の温かさがユーキの身体の芯しんまでじんわり沁しみ込んでくる。リオはユーキに身を寄せて、幸せそうに、大好きな姉の顔を見上げた。ふたりの目が合い、お互いに微笑んで、ますますぎゅっと身体を寄せ合う。本物の姉妹以上に仲の良い、久く坂さか姉妹の入浴風景だった。
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  三．

  

  　翌朝。

  

  　呼びかけても揺すっても意にも介さず眠りこけるタマを思い切り足あし蹴げにして叩き起こし、ユーキは子こ鹿じか色の軍服に着替え、朝食を手早くかき込んで、リオに見送られて久坂家を出発した。タマは一度うちに戻って軍服に着替え、それからまた集合場所へやってきた。

  　午前六時半、調ちよう布ふ新しん町まち東門に、白しら河かわを目指す子こ鹿じか色の隊列が勢揃いしていた。

  　調布新町町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうをはじめ、それぞれ軍務、政務、財務を司つかさどる町役場の重役三名が顔を揃えていた。四名全員が馬に騎乗し、先頭を護衛役のタマとユーキがゆくかたちだ。後方にはこの町の兼けん業ぎよう兵士八名が付き従い、守りを盤ばん石じやくなものにしている。

  　総勢一四名からなる隊列を振り返り、窮きゆう屈くつそうに軍服を着込んだタマはへらりと笑い、

  「この町にしては大がかりだな。八はち王おう子じの連中にかっこいいとこ見せようってか」

  　その傍かたわら、ユーキも頷うなずく。

  「白河には武む蔵さし野の勢の上役たちが駐ちゆう屯とんしている。わたしたちは調布新町の代表だからな。しゃきっとしてないと舐なめられる」

  　ふたりの背後で、啓十も重々しく頷いた。

  「ふたりとも頼りにしている。道中、ぬかりなく頼むぞ」

  「はっ」

  　凜りんと返事して、ユーキはあてがわれた栗くり毛げの若わか駒こまにまたがった。タマもまた、つやのいい鹿か毛げの鐙あぶみに爪つま先さきを通し、慣れた手つきで手た綱づなを繰あやつる。

  　一行が馬首をむける先に朝日があった。

  　甲こう州しゆう街道に蹄ひづめを刻み、隊列は東を目指して粛しゆく々しゆくとゆく――

  

  「あふひぃ」

  　ほどなくして気合いの欠片かけらもないタマのあくびが洩もれ出た。

  　良い天気だし道みち行ゆきも良好。甲州街道の両脇は六〇年前に植しよく樹じゆされていた銀杏いちよう並木がまだ残っていて、これから色づこうとする枝葉たちが初秋の日差しを淡あわやかに受け止めていた。

  　アスファルトの鉤かぎ裂ざきからは雑草がたくましく萌えいでて、道ゆくものたちの足下へ朝あさ露つゆを含ませる。イモリやヤモリが変異したバケモノたちが、赤あか錆さびたガードレールの陰からじっと隊列を観察している。雑居ビルの屋上には大きな鷹たかが数羽留まって、手頃な獲え物ものがいないか物色中だ。澄んだ秋空を背景にして、見慣れたいつもの廃はい墟きよが調布新町の精鋭たちの行く手にどこまでも佇たたずんでいる。

  　のほほんと景観を眺めながら、タマはなんの気なしに傍らのユーキに話しかけた。

  「バケモノ、少なくなったよな」

  「うん。みんなでがんばって駆く逐ちくしたから」

  「そだな。このぶんなら、リオたちもこの辺まで出てこれるかも」

  「子供が遊ぶには、森を伐ばつ採さいしなきゃ。バケモノの繁はん殖しよく場じようをなくさないと、いくら駆逐してもあとからあとから湧いてきて意味がない」

  「だな。ま、でもこれから多た摩ま川がわ沿いに住んでる連中が協力するなら、そのうちバケモノも出なくなるだろうよ。あいつらだって住みやすいとこに住むだろうし。人間が本気になって協力して取り組んだら、バケモノなんて相手じゃないし」

  「そうかな」

  「あぁ。でもその協力が簡単に出来なくて、現に今回だって……って、なんの話だっけ。そんなん、どうでもいいか。腹減った。弁当、早く食べようぜ」

  　真ま面じ目めになりかけた話をいきなり打ち切って、タマはいつものようにお腹を鳴らした。

  　ユーキは不満そうに片目でタマを見やって、ため息をついて話をやめる。

  　タマはいつもこんな感じだ。ふとした拍ひよう子しに真面目になりかけることがあるが、本人がそれに気づくとすぐに話を途中でやめて普段のへらへらした無責任な態度に切り替わる。そんなとき、ユーキはなんだか苛いら々いらしてしまう。

  　タマは物事に真面目に向き合うことを極度に恐れている。

  　彼と出会ってから半年あまりで、ユーキはそのことに気づいていた。

  　本当はタマはいいやつだ。それはユーキも充分わかっている。普段はケンカばかりしているが、いざユーキが危険な目に陥おちいると、タマはいつも助けに来てくれる。

  　鳥とり辺べ野のと戦ったときも、鬼き道どう衆しゆうに捕まったときも、白しら河かわとの戦いのときも。彼のなかに確かな善ぜん性せいが眠っていて、親しくしている周囲の人たちが本当に危ない目に陥ったときにそれが目覚めることは疑いようがない。普段どれだけそれを隠そうとしても、本当の極限に陥ったとき、タマの本性は目を醒さます。タマはそれを自覚していて、そんな自分を嫌いやがっているが、それでも彼はそうせざるを得ない人だ。

  　本当のタマは、真面目で優しくて、周りの人が窮きゆう地ちに陥ると、自分の危険も顧かえりみずに助けてあげずにはいられない、気の毒なほどのお人好しだ、とユーキは思う。初対面のとき、ほとんど一方的にリオがタマになついたのも、きっとリオにはタマが根っこのところでは優しい人間であることがわかったからだろう。リオにはそうした、他人の本質をひと目で見破るような不思議なところがある。

  　けれどタマは自分の本当のすがたをさらけ出すことをひどく恐れている。なぜそれが怖いのか、ユーキにはわからない。けれどタマはいつもいまみたいに、素すの自分の意見が表に出ようとすると、慌あわてて素の自分を引っ込め、出てしまったものをごまかすようにへらへら笑う。なにかに怯おびえているみたいに、なにかから逃げるみたいに、素直なありのままの自分のすがたを直視しようとしない。そのどこかいじけた態度が、ユーキには苛いら立だたしい。

  「お前、食べ物のことばっかりだな」

  　その思いが、冷たい言葉になってタマへむけられる。

  　それに対し、タマは気合いの欠片かけらもない腑ふ抜ぬけた笑えみを返して、だらしない自分を誇るかのように胸を張る。

  「うまいものを腹いっぱい食って居い心ごこ地ちいいとこで寝る。おれはそれ以外になんも興味ない」

  　うそつき、とユーキはこころのなかで呟つぶやく。

  　お前が本当にそんな人間なら、あんなに傷だらけになってわたしを助けに来るわけがない。

  　そう確信するものの、思いとは裏腹に、ユーキの口から出るのはますます冷たく尖とがった言葉だった。

  「呆あきれたもんだな。猫か、お前は」

  「タマってお前が付けた名前だろうが」

  「名付けたのはリオだ、リオ。わたしは『奴ど隷れい』にしようとしたんだ」

  「そういやそうだっけ。考えてみるとタマって、おれにぴったりの名前だな。自分で言うのもなんだけど、おれ、猫っぽい生き方が理想だし」

  「リオってそうなんだよ。人のこと、よく見てるなあ、って感心することがある」

  「ふーん……でもタマって名前付けたの、知り合ってからそんなに時間も経ってなかったんだけどな……」

  　そう呟いて、タマはしばらく黙りこくった。

  　またしても例によって、不気味なタマの黙もつ考こう。

  　なにを考えているのか、ユーキは気になる。

  　そしておもむろにタマの口がひらく。

  「昨日のウルトラ人生ゲームで、お前が歌うのを嫌いやがったとき、リオ、『歌えば絶対いいことがある』って書いたよな」

  「え？　あぁ……そうだっけ」

  「……で、リオが言った通り、歌ったらいいことが起きた」

  「そう……だな」

  　言われてユーキも思い出した。そうだ、確かにあのとき、リオに言われるままに恥ずかしい歌を歌い、そのあと、歌が大ヒットしたのだ。そのおかげでユーキはリオと一緒にお風呂に入ることが出来た。

  　思い返してみると、まるでリオはあのとき、歌がヒットすることをあらかじめ知っていたかのようだ。

  　やっぱりリオにはどこか、不思議なところがある。

  　そういえば今年の夏――白しら河かわと戦う前にも、不可解なことがあった。

  　いつものように久く坂さか家けでタマがだべっていて、与よ太た話ばなしの延長みたいな感じで「空飛ぶ豚ぶた人間」の話になった。ユーキはタマがウケ狙ねらいであり得ない怪物を話題に出したものと決めつけて一いつ笑しように付ふしたが、リオは笑顔でメモ帳に鉛筆を走らせ『タマはウソついてないよ』と言い切った。そのときはリオにタマの馬鹿がうつった、と心配したが、その後の白河戦において武む蔵さし野の勢の本営を強きよう襲しゆうした怪物はまごうことなき「空飛ぶ豚人間」だった。

  

  　――どうしてあのとき、リオはタマがウソをついてないことがわかったんだろう？

  

  　ユーキはタマの横顔を見た。珍しく真ま面じ目めな顔で、タマは中空を見ている。そしてその真面目な横顔から、ユーキへ質問が届いた。

  「リオって、町長が遠い類るい縁えんから預かったんだよな？　確か、生まれた町にいられなくなった、とかいう理由で。そんで、お前と一緒に住むことになった」

  「う、うん。三年くらい前に」

  「リオが生まれた場所は？」

  「……聞いてない。でも確か、北の方、って……」

  「……仙せん台だい？」

  「え？」

  「いや、違うならいいけど」

  「……わからない。リオ、昔のこと話したくなさそうだから、聞いてないんだ。本当の名字も教えてくれないし……」

  「……ふうん。高たか比ひ良ら町長の類縁、ねえ……」

  　呟つぶやいて、タマはなにかが気に入らないような表情で虚こ空くうを睨にらんだ。

  「……なんだ？　リオのことで、なにかあるのか？　どうしてそこで仙台コロニーの話が出てくるんだ？」

  　不安になってユーキは尋たずねる。けれどタマは言葉を濁すばかりで、ユーキの質問に答えようとしない。

  　そういえば、仙台コロニーを率ひきいる澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけはタマこと霧きり崎さきキリヒトのかつての盟めい友ゆうだ。優れた分子生物学研究者であり、鎌かま鳥どりや騎き狼ろうといった優秀な生物変態グリルを数多く生み出している。彼の研究開発した幾いく千せんの生物群のなかには、人間と動物を掛け合わせた不気味なグリルも存在したという。それに三〇年ほど前、市政の勉強のために神かみ追おいを訪れていた高比良啓けい十じゆうとは親交があったと聞く――

  　ごくん、とユーキの喉のどが鳴った。桜色の唇から不安な言葉が洩もれ出る。

  「な、なんで黙るんだ。気になるだろ、なんか言え」

  「あ、あぁ……。いや、なんでもない。ただの考えすぎだ、気にすんな」

  「そんな言い方されたら気にするに決まってるだろ。いいじゃないか、喋しやべれよ」

  「あぁ……いや、なんでもない。気にすんな」

  　気になる、気にすんな、の掛け合いがしばらくつづいて、最後には口げんかじみたやりとりがはじまり、同行していた役場の上役に叱しつ責せきされてふたりは口をつぐんだ。ユーキは苛いら立だたしい思いを胸に秘めたまま、馬の手た綱づなを握り直し、目を道の先へ据すえた。

  

  　昼食は馬の足を進めながら鞍あん上じようで摂とった。出しゆつ立たつ時に町役場から配給された笹ささの葉の包みを解くと、ごま塩を振ったおにぎりがみっつ入っていた。つやつやした白米だった。ほお張ると口いっぱいに新米の香りがひろがって、思わず目をつむってしまうほどおいしい。ふとただならぬ気配を感じて傍かたわらを見ると、すでにみっつとも平らげてしまったタマが真剣な眼まな差ざしをユーキのおにぎりに注いでいた。人買いの魔の手から我が子を守ろうとする母親のごとく胸におにぎりを抱きかかえ、キシャ――と八や重え歯ばを剥むき出しにして威い嚇かくする。グオ――、とタマのお腹がその威嚇に応える。キシャー、グオー、と不毛な応おう酬しゆうを経へて、正午過ぎ、一行は新しん宿じゆくに辿たどりついた。

  

  　南の天頂にある太陽が透明な日差しを朽くち落ちた高層ビル群へ投げかけ、壁へき面めんを覆おおった蔦つたのむこうから、煤すすけてひび割れたガラスが頼りなさそうに照り返っていた。

  　八月の戦いの名な残ごりがそこかしこにまだ見受けられる。路上の黒ずんだ染しみ、折れた武具やちぎれ飛んだ防具の欠片かけら、散乱した白骨、前面が焼けただれた雑居ビル。

  　兵士たちの遺い骸がいはほとんどがバケモノに食い荒らされてしまったために誰が誰やらの判別もつかず、遺族へは誰のものとも知れぬ軍服の切れ端や髪の毛が遺品として送り届けられた。軍勢のあとをついてきていた「戦いくさ虱しらみ」と呼ばれる流る民みんの群れは、戦が終わったあとの戦場を荒らし回って死者の持ち物を根こそぎ漁あさり尽くし、まっとうな遺品の供きよう与よを不可能なものにしてしまっていた。流民たちの行為を蔑べつ視しすることは簡単だが、武む蔵さし野の勢とて白しら河かわへなだれ込んで罪つみもない市民を蹂じゆう躙りん、虐ぎやく殺さつ、暴行している。白河戦は「自衛のためのやむを得ぬ戦い」であったと啓けい十じゆうは内外へ喧けん伝でんしており、また発ほつ端たんは実際にそうなのだが、多た摩ま川がわ沿えん岸がん共同体へ援軍を頼んだ際に「戦勝後の白河領の切り取り」を密約している。勝ったあと、暴力を使って相手の持ち物を奪うことをあらかじめ見込んでいるのだ。これは純粋な自衛戦争とはいえない。啓十がやったことは自衛という大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげた侵略戦争だ。戦虱と大差ない、いや、戦虱よりよほどひどいことを白河へ対しておこなっている。それが勝者の権利とはいえ、また、それをしなければ命がけで戦った兵士たちへ報ほう酬しゆうを支払うことが出来ないとはいえ、ユーキの胸のうちにはどこか釈しやく然ぜんとしないものが残っていた。

  　しかし自分には戦いを止める力もない。啓十がやったことは道義的に見たなら汚いが、しかし結果的に調ちよう布ふ新しん町まちは無事に存続している。町の住民たちを守るための町長の采さい配はいとして、啓十のしたことは正しい。自分には啓十と同じことはとても出来ない。大きな政治的状況に直面したときの自分自身の無能力も、経験の足りなさも、ユーキはわかっている。

  　だけど。

  　――せめて気け高だかくありたい。

  　かつての戦場をゆきながら、そう思った。

  　戦場は人間性の秘めるあらゆる要素を情け容よう赦しやなく衆しゆう目もくへとさらけ出す。

  　浅ましさも、気け高だかさも、醜みにくさも、美しさも。

  　町と家族を守るため、血みどろになって命尽きるまで戦った第一列の兵士たちの気高さを、ユーキは見た。それに炎の壁を突っ切って助けに来てくれたタマ、我が身が焼かれるのも構わずに鉄てつ槌ついを振り抜いた斎さい藤とう。自分を顧かえりみずに他者を救おうとした彼らのすがたは、とても崇すう高こうで勇ゆう敢かんで尊とうといものだと思う。

  　そして危ないときは死んだふりをして、形勢が逆転してから起き上がり、白しら河かわへ乗り込んで住民たちを暴行した高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろう。自分たちは戦うこともなく、軍勢の後ろからついてきて、なにもかも終わったあとに戦場にとりついて死者の持ち物を漁あさる戦いくさ虱しらみ。白河領内を逃げ惑う女や子供に暴行した兵士に対しては、たとえ共に死線をくぐり抜けた第一列の兵士であっても、心の底からの嫌けん悪お感をユーキは抱いだく。顔も見たくないし、同じ釜かまの飯を食べたくない。そんなことをする人間を、仲間だと思いたくない。

  　――極限は、人の本性を暴あばく。

  　そのことをユーキは知った。

  　普段は馬鹿なことばかりしているタマと斎藤は、戦場では気高かった。普段、勇敢で理性的な好青年だった啓一郎は、戦場では浅ましい卑ひ怯きよう者でしかなかった。戦場という極限状況が剥はぎ取った仮面のむこうに、その人の素顔があった。だから自分は出来れば、タマや斎藤みたいにありたい、とユーキは願う。たとえ普段は道どう化け師しであっても、いざとなると戦士の本性を明らかにして他者のために自分を捧ささげ尽くす人間になりたい。普段は崇高な戦士を気取っているくせに実際の戦場では我が身大事に逃げ惑う道化師より、そっちの方がよっぽどかっこいい。そういうふうに、ユーキは思った。

  

  　一行は甲こう州しゆう街道から靖やす国くに通りへ入り、さらに東進していく。

  　九く段だん坂ざかを下り、廃はい墟きよと化した神じん保ぼう町ちようを抜けて、さらに東進して秋あき葉は原ばらへ。

  　靖国通りの両脇もまた深い樹じゆ林りんに没ぼつしているが、秋葉原方面へ近づくにつれ、徐々に視界がひらけてくる。

  　樹木の伐ばつ採さいが為なされ、一部のコンクリート建築物は取り壊されて、鉄骨の骨組みがきれいに抜き取られている。通常、鉄は年月とともに錆さびるものであり、自動車両や電車のレールが再製鉄されることなくいまだに放置されているのはこの理由からだが、コンクリートに守られた鉄筋には錆び付きがない。アルカリ性のコンクリートが酸性の鉄を腐ふ敗はいから守るのである。こうした腐敗していない鉄筋からは、頑がん丈じような武具防具を再生産出来る。かつてこの辺り一帯には、そうやって組織的にコンクリート建築物を取り壊して内部から新鮮な鉄を調達し、精せい錬れんして新たな鉄製品を生産出来るほどに進歩した大規模共同体が存在していた。

  

  　――神かみ追おい。

  

  　ユーキの脳のう裏りに、その名がひらめく。

  「簒さん奪だつ王」霧きり崎さきキリヒトを筆ひつ頭とうに、「永えい遠えんの少女」澁しぶ澤さわ美み歌か子こ、「剣けん聖せい」来くる栖す征せい一いち郎ろう、「始し祖そ」青あお砥とシン、「万ばん里り眼がん」白しら谷たに三さん座ざ――絢けん爛らんたる才能たちが集つどい、たぎる情熱のままに駆け抜け、ときの彼方かなたへ消えてしまった若者たちの楽園、神かみ追おいコロニー。

  　いまユーキが目にすることが出来るのは、三〇年以上前に潰ついえた夢の残ざん骸がいだ。

  　通りを歩いている人間は誰もいない。近辺に住人もいない。かつて二万人以上もの住民を抱えていた繁栄の残ざん滓しがほとんど見受けられない。他の地域よりも樹じゆ海かいの伐ばつ採さいが比較的きれいに為なされていて、建物を覆おおう蔓つる草くさがいくぶん少なく、倒壊した建物がきれいに撤てつ収しゆうしてある。それ以外はその他の地区となんら変わらない、荒れ果てた廃はい墟きよがひろがっているだけだ。

  　傍かたわらを見た。

  　タマはいつもと変わらない興味なさそうな表情で、街並みに目を送ることもなく淡々と靖やす国くに通りを進んでいく。

  　ふと、タマとユーキの目が合った。

  「なんだよ」

  　不ふ機き嫌げんそうに、タマは言う。ユーキは少し慌あわてて、取りつくろう。

  「なんでもない」

  　ふん、とタマの鼻が鳴った。それ以上言葉を交わすことなく、隊列の先頭を行くふたりは黙々と馬を進め、廃墟と化した薄うす墨ずみ色の秋あき葉は原ばら前を通り過ぎて清きよ澄すみ白しら河かわを目指す――

  

  　西へ傾いた太陽がやや橙だいだい色を帯びてきた頃、一行は無事に目的地へ辿たどりついた。

  　白河領はかつての街並みを補修、改造して住民たちが居住する、現在の日本で最もよく見られる形態の共同体だった。

  　主街道を歩き抜けながら、ユーキは町の様子を眺め渡した。

  　居並んだ建物は壁面に蔓つる草くさも付いておらず、住民の多くはめいめいが好き勝手にマンションや雑居ビルに住み着いていたらしく、ベランダには洗濯物や布団ふとんが干しっぱなしのまま放置されている。空調はもちろん動かないため夏場は他の風通しの良い住居が必要になるが、それ以外の季節は問題なく住める。暑くも寒くもないいまは一年のうちで最も過ごしやすい時期であるが、もはやここに住むものはいない。先日の戦いくさに伴う略奪で、主街道に面したこの辺り一帯が壊かい滅めつ的な被害を受けた。財貨は奪われ、住民たちはすみかを追われ、めぼしい人間は囚とらわれて、売られたり奴ど隷れいにされたりした。

  　もはやまともな服装をして通りを闊かつ歩ぽする住民は皆かい無むである。胸を張って歩いているのは武む蔵さし野の勢の軍服に身を包んだ警備兵ばかり。最も頭あたま数かずが多いのは道ばたに溜まった流る民みんたちだ。ユーキたち一行が前を通り過ぎるたび、暗い目で睨にらみつけてくる。先日の戦で住む場所を失ったものだろう。この辺りに住んでいた健康な人間はほとんどが戦勝者の財産として囚とらわれ、売買が為なされたが、商品にならない人間たちがこうして路ろ脇わきにへたり込み、飢うえ死にのときを待っている。やり場のない鬱うつ屈くつした思いと、見ただけでぞっと背筋が凍いてつくような憎しみが、その目の色からあふれてきていた。

  　無理もない、とユーキは思う。町のあちらこちらで武む蔵さし野の勢の宣せん撫ぶ官かんが三枚舌をふるっているが、たかが弁べん舌ぜつでこれだけの憎しみを抑えられるわけもない。憎むな、と言う方が無理だ。

  　戦いくさに負けた、というその一事だけでそれまで培つちかってきた家族も土地も財産もなにもかも奪われてしまった彼らの無念はどれほどのものだろう。それが勝者の特権とはいえ、戦勝に伴う当然の報ほう酬しゆうとはいえ、人道的に考えたならとても許されないことを武蔵野勢は白しら河かわに対しておこなっている。そのことに対して、たとえようのない慙ざん愧きの念がずっとユーキを責せめ苛さいなんでいる。

  　けれど一歩間違えれば、調ちよう布ふ新しん町まちもいまの白河のようになってしまっていたのだ。町を焼かれ、財産を奪われ、老人が踏まれて女性は暴行され子供が売られていたのだ。リオが囚われて、人格を暴力で踏みにじられるところを想像するだけでユーキは心底から戦せん慄りつする。そうならなくて本当に良かったと思う。

  『負けたら終わりなんだよ。負けたら全部、敵に奪われるんだ。リオも、町の連中も、お前の命もへそくりも、この町が持ってるもの全部なにもかも根こそぎぶんどられる。だから負けたら絶対に駄目なんだ。大事なものを失いたくないなら勝つしかないんだ。相手を全員くそみそにぶっ殺して、二度と立ち上がれないくらい踏みにじるしかないんだ』

  　白河との戦いの前、タマがユーキに言った言葉だ。いまのこの白河の惨状を目まの当あたりにして、彼らが二度と立ち上がれないことは合が点てんがいく。ここまで踏みにじらなければならない理由も、いまのユーキにはわかる。もしも白河に戦う力を残しておけば、彼らは必ず復ふく讐しゆうに移るだろう。奪われたものを取り戻すため、ではなく、ただ憎しみに駆られるまま、その鬱屈した思いを晴らすためだけに、死を覚悟してむかってくるだろう。そのくらいのことをやられてもおかしくない。それぐらいのことをやったのだから。

  　――憎しみが堆たい積せきしている。

  　慄りつ然ぜんとしながら、ユーキはそれを確信した。この憎しみが容よう易いには消えないことも、肌に突き刺さってくる流る民みんたちの眼まな差ざしを見て思い知った。

  　現在の日本に争いが絶えない理由も、根本を辿たどっていけばこの「憎しみ」の作用が大きい。

  　世界汚染以後からつづく憎しみの連れん鎖さを断ち切れない。踏まれて奪われた思いが世代を越えて若者たちへ伝えられ、よそ者への不ふ寛かん容ようと差別的態度を生み落としている。いまや日本中が底知れない過去の遺い恨こんと怨おん念ねん、憎ぞう悪おの渦うずに巻き込まれ、より過か酷こくな渦の中心へむかって流れ落ちていくように思える。

  　――この憎しみを越えていければ。

  　そう願う。しかしそれは勝者の勝手な理屈だ。もしもリオが踏まれていたなら、ユーキだって憎しみに駆られて行動したことは間違いない。現に、かつて目の前で両親を惨ざん殺さつした美み歌か子こを、ユーキはいまでも魂たましいの芯しんまで憎んでいる。この憎しみをいつか捨て去れるとは思えない。

  　――憎ぞう悪おは消えない。だから戦いくさも終わらない。

  　――誰かひとりが勝者になるまで、憎悪の連れん鎖さはつづくだろう。

  　――暴力装置がひとつに統合されるその日まで。

  　白しら河かわの町を歩き抜けながら、ユーキはそんなことを思った。果たしていつになることやら、自分が生きているうちにそれが為なされるのか、はなはだ心こころ許もとない。

  

  　ほどなくして一行は白河コロニー旧市庁舎前へ辿たどりついた。本日の啓けい十じゆうの目的地だ。

  　市庁舎の周囲は市街地迷彩の軍服に身を包んだ八はち王おう子じコロニーの兵員たちが占せん拠きよしていた。新しん宿じゆくにおける決戦の勝敗が決した直後、百ひやく武たけ沙さ也や加か率ひきいる八王子騎兵たちは快速を飛ばして靖やす国くに通りを東進し、略りやく奪だつなどには目もくれずにまたたくまに白河市庁舎を攻め落としてしまった。それからずっと、八王子兵は市庁舎を占拠したまま動かない。調ちよう布ふ新しん町まちの兵員を率いた高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろうは「白河コロニーが保有する財貨と人間」を略奪したが、百武沙也加が略奪したのは「白河コロニーの統治機構」であった。白河コロニーを運営するために必要な人員と書類はこの市庁舎に集約されている。いうなれば、八王子コロニーが略奪したのは「今後の白河コロニーを効率的に運営するために必要な人的物的資材」であった。

  　暴力による略りやく取しゆは、基本的に早い者勝ちである。先に略奪したものが所有権を得る。だから八王子コロニーは調布新町が略奪した白河市街地の財貨を要求することはない。調布新町も、八王子が略取したものに文句をつけることは出来ない。奪ったものが白河市庁舎であろうとも、だ。それが暗あん黙もくの了りよう解かいだ。

  　だがしかしこれは――あまりに狡こう猾かつすぎる。

  　啓十はそう思う。

  　八王子コロニー市長、百武岩いわ友ともは白河戦の前からここまで考えて采さい配はいしていたのかと思うと慄りつ然ぜんとする。あのとき、啓十を含めた武む蔵さし野の勢の大半が「いかにして白河に勝つか」ばかりを考えていた。勝ったあとのコロニー運営のことまで思慮を回したものなど存在しない。百武岩友に附せられた「奸かん雄ゆう」の名が伊だ達てでないことを、いま啓十は思い知っている。

  　今日ここを訪れたのはもちろん話し合いのためだ。なんらかの進展がなければ、このままずるずると白河の保有していた利権を八王子コロニーに収奪される。武蔵野勢内部の力の均きん衡こうのためにも、八王子だけが突とつ出しゆつすることは望ましくない。だから交こう渉しよう力の全てを駆使して現状を打開しなければならない。気の重さを足取りに映して、啓十は役場の人間だけを連れ、八王子兵が守備する白河市庁舎へと入っていった――

  

  「大変そうだな、とっつぁん。すげーイヤそうに入っていったぜ」

  　啓けい十じゆうの背中を見送ってから、タマはユーキを振りむきへらへら笑った。

  　役場の人たちはこれからが仕事だが、タマとユーキの護衛仕事はこれにて終了、あとは自由時間だ。肩の荷を下ろして、タマはせいせいしたように伸びをした。

  「とっつぁんとか言うな。町長って言え」

  　ユーキの小言に、ぐおお、とタマのお腹が返事した。

  　ユーキの両肩ががっくりと落ちる。

  「お前のお腹、なんでいつも鳴ってるんだ？」

  　タマは傲ごう岸がんな笑えみを頬に刻むと、

  「中身がからっぽだからだ。早く次のを入れてやらないと、もっとでかい声で泣くことになる」

  「なに自信満々で言ってるんだ。脅おどしかそれは。宿で晩ご飯が食べられるはずだからそれまで待とう」

  　ぐおお、ぐおお。タマのお腹が不満そうに抗議の声をあげた。

  「お腹で返事するな。恥ずかしいなあ。いまは我慢するしかないだろ」

  　ぐぅ～。ぐぐぐぅ～～。

  「うるさい、黙れ、悲しげな音を聞かせたって無駄だ」

  　ぐるるぉ～ん。ぐるるるぉぉ～～んんんぅ。

  「音色、自由自在だな。犬の遠吠えみたいだ」

  　ぷうう。ぷぷぷう～。

  「ん？　なんか音がかわいくなった……っておならじゃないか！　おならで返事するなっ！」

  　ぷすぅ―――――…………

  「すかすなっ！　うわっ、お米が腐った匂いがするっ！」

  　ちゅん、ちゅん。

  「雀すずめが寄ってきたっ」

  　ぷっすぅぅ～～～…………

  　ちゅん、ちゅ……

  「うわあ、雀が落ちたっ！　やめろ、お願いだからやめてくれ、わかった、わかったから、おやつでも食べよう、な？　だから静かにしてくれ、頼む、な？」

  　ユーキの嘆たん願がんを聞き入れ、タマはお腹の虫を鎮しずめて、だらしない尻の穴をしっかり閉め、足下に転がる気絶した雀たちを見下ろす。

  「こいつらには悪いことをした。もうしばらく安あん静せいにしていれば意識を取り戻すはずだ」

  　ユーキはやれやれと額ひたいの汗をぬぐいながらも真剣な表情で、

  「すごいすかしっ屁ぺだな。寄ってきた雀を落とすなんて……」

  　口の端を吊り上げ、タマは不敵な笑みを浮かべて、

  「きれいな花には棘とげがある、ってな」

  「そのたとえの使い方は間違ってると思うが……でもお前のおなら、袋に詰めておけば武器として使えるんじゃないか？　敵に投げつけたら、催さい眠みんガスみたいな効果を発揮して……」

  「おれのおならを持ち歩いてる軍隊かあ。見たくねえなあ」

  「うん、わたしもお前のおならなんか持ち歩きたくない。袋から洩もれたとき困るし……ってなんの話だ。そうだ、おやつを食べるんだ。なにかないかな……」

  　ユーキは周囲を見回してみた。

  　隅すみ田だ川がわ沿いの遊歩道に、いくつかみすぼらしい屋台が出ていた。戦いくさ虱しらみの残党が武む蔵さし野の勢の兵隊相手に商あきなっているようだ。タマと連れだっていくつかを見て歩き、よさそうな蕎そ麦ばの屋台の前で足を止めた。

  「お、とろろ蕎麦。おいしそう」

  「いいねえ。これにしようぜ」

  　食べることに決めて店の主人と交こう渉しように入る。戦前に白しら河かわで流通していた硬貨はもはや信用が失しつ墜ついしてしまって主人は受け取ってくれない。だから小麦粉や白米、干ほし肉じし、貴き石せきや稀き少しような貝かい殻がらで取引が為なされる。ユーキは干肉、タマは貴石の欠片かけらで支払って、湯気の立つとろろ蕎麦を受け取った。

  「あっちのベンチで食べよう。わたし、隅田川ってはじめて見るんだ」

  　川の流れに沿った遊歩道は、世界汚染以前に設置されたものを補修しながらそのまま受け継いだものだ。川べりは苔こけむしたコンクリートブロックで護岸されていて、鉄製の手すりが川と遊歩道を隔へだてている。歩道の石敷きはよく整備されていて、もはや点灯されることもない錆さび付いた街灯が一定の間かん隔かくをあけて立ち並び、その近くに石造りの休きゆう憩けい場所がぽつりぽつりと設置されていた。

  　タマとユーキは白い磨き石のテーブルにむかい合って座った。

  　いただきます、を言って箸はしを動かす。ほとんど同時にふたりの顔がほころんだ。

  「うまいな」

  「うん。おいしい」

  　ずるずる、ずるずる。ふたりして黙々と蕎麦をすする。とてもおいしくて、ユーキは豪快な音を立てて蕎麦をかき込む。

  「お前、色気ねえなあ」

  「蕎麦はずるずる食べるものだ。それにとろろも入ってるし。音が大きくなる」

  　口のなかを蕎麦でいっぱいにしながらユーキは応える。タマも人のことは言えず、ずおお、ずおお、と威勢の良い音を立てておいしくいただく。

  「うまいなあ」

  　何度目かの同じ台詞せりふを呟つぶやいて、タマはなんの気なしに白しら河かわの風景を見やった。

  　日はすっかり傾いていて、空は夕景に染まろうとしていた。

  　世界汚染以前はお世せ辞じにも水質が良いとは言えなかった隅すみ田だ川がわも、現在では川底を透すかすほどに清く澄んだ白河となってタマの目の前を横切っていた。

  　空の小豆あずき色と川の銀色があやなす水みな面もを鴨かもたちが行き交い、時折かわいらしいお尻を空へむけてくちばしを水のなかへ突っ込む。川魚が跳ねて、立ち上がったしぶきがわずかな波紋を水面にひろげる。

  　暮れていく空を横切り、鳥の群れがいずこへか帰っていく。西を見れば、夕日を背に負おった廃はい墟きよが影絵のすがたとなり、生気の失うせたその輪りん郭かくで空の裾すそを切り取っていた。

  　もごもごと口を動かしながら、箸はしを持つ手を休めて、タマはこれから夜の底へ落ちていこうとする夕景を見ていた。

  　穏やかな気持ちだった。

  　静かで安らいでいて、居い心ごこ地ちがよかった。

  　蕎そ麦ばがおいしいこともあるし、眺めがよいこともある。道中の緊張から解放されて、あとは休むだけ、といった安心感も作用しているかもしれない。

  　でも、いま自分が安らいでいる理由はそれだけではない。そのことに、タマ自身も気づいている。

  　石のテーブルのむかいに目をやった。

  　相変わらずユーキは夢中で箸を動かし、口いっぱいにとろろ蕎麦を含んでいる。もぐもぐと口を動かして、おいしそうに食べている。

  　こうやってユーキと一緒に過ごす時間が、タマにとってとても心地よい。久しく感じることのなかった安らぎをはっきりと感じ取ることが出来る。

  　タマの胸の奥底から立ちのぼってくるのは、なつかしさだった。ときの流れとともに遠い彼方かなたへ去ってしまって、二度と戻らないはずの感情だった。

  

  　遥かな昔、原げん罪ざいウイルスによって世界が穢けがされてしまう前――

  　高層ビル群が立ち並び、おびただしい数の自動車がアスファルト上を行き交い、排気ガスに曇った大気を吸い込みながら着飾った人間たちが息苦しそうに歩いていた、かつての時代。

  

  　両親が離婚したのは霧きり崎さきキリヒトことタマがまだ六歳のときだ。

  　実の母親の顔は覚えていない。父親はタマが八歳のときに再婚して新しい大きな家に引っ越した。継まま母ははとタマは折り合いが悪く、ろくに会話もしなかった。父親はその六年後に家を出ていってしまい、タマは誰とも血の繋つながりのない大きな家で暮らすことになった。

  　中学校ではいじめられっ子だった。

  　うまく同級生と付き合うことが出来ず、勉強も運動も全然出来なくて、生徒からも先生からも馬鹿にされていた。毎朝、黒板にタマの悪口が書いてあった。ばいきん扱いされて、廊ろう下かを歩いていると後ろから蹴られた。授業中に背中をつねられたり、休み時間にトイレに連れていかれて頭から汚お水すいをかけられたりした。やがてタマは不登校になり、毎日、毎日、地下室に閉じ籠こもって、ゲーム機とパソコンと漫画に埋うずもれて暮らすようになった。おなさけで中学の卒業証書をもらい、地元ではきわめて評判の悪い私立高校に入学が決まったが、結局は中学時代と同じ引き籠りになって、日の差し込まない地下室で自分ひとりの世界に閉じ籠って生活していた。

  　そんな日々、たったひとりだけ、タマに優しさをくれた人がいた。

  　矢や田だ真ま理り。

  　タマと違って容よう姿し端たん麗れい、才さい気き煥かん発ぱつ、一流大学に通い最先端バイオインフォマティクスを研究する義理の姉だった。

  　竹を割ったようなさばさばした性格をしていて、いつもずけずけとタマの地下室へと足を踏み入れ、出来の悪い義理の弟の生活態度に文句をつけながら、部屋を片付けてくれたり、食事を作ってくれたり、一緒にゲームをしてくれたりした。

  　タマはいつも減らず口と生意気な態度で、この出来の良すぎる義姉に接した。「お姉ちゃんと呼べ」という真理の言葉を無視して「マリ」と呼び捨てにし、彼女の親切に意地悪で応え、せっかく作ってくれた食事に文句をつけたりした。そうするとマリは怒って、ケンカになった。タマはマリとケンカするのが好きで、わざとそうなるように接していた。

  　はっきり言って、タマはマリのことが大好きだった。

  　こころの底から彼女に甘えていた。誰からも見放され愛あい想そを尽かされていたタマにとって、たったひとり、自分を振り返ってくれる大切な人だった。マリと一緒に過ごす時間にだけ人間のぬくもりを感じていた。マリを通して、地下室の外の世界と繋つながっていた。

  　そして、鞄かばんを背負った鳩はとの群れが東京の空を飛んだ。

  　鞄から撒まかれた人造ウイルス「オリジナル・シン」は、世界の生態系をわずか三日間で破壊し尽くした。

  『選んで、キリヒト。このまま死ぬか、バケモノになって生き残るか』

  　地下室を訪れたマリは血を吐きながら、研究室の同どう僚りよう、澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけと共に作成した不老不死ウイルスをタマへ差し出してそう言った。

  　タマはマリへウイルスを飲ませようとした。自分など生き残ってもなんの役にも立たないが、マリは頭がいいし誰からも好かれるから生き残るべきだと言った。

  　するとマリは、キリヒトが飲むならわたしも飲む、と応えた。リュックの奥にもうひとり分のウイルスが入っている、と。その言葉を信じてタマは不老不死ウイルスを摂せつ取しゆしたのだ。

  　しかし、どれほど探してもリュックの奥にもうひとり分のウイルスなどなかった。泣きながらリュックの裏地をひっくり返してなかのものをぶちまけ、マリの分のウイルスを探したが見つからなかった。

  『また会うよ。鉄橋で会う』

  　意味のわからない言葉を最期に、優しかった義姉は息を引き取った。死に際ぎわにしか姉ちゃんと呼んでやることが出来なかった。冷たい義姉の遺い骸がいを背に負おって地下室を出て、大嫌いだった継まま母ははと並べて居間へ寝かせ、我が家へ火をつけて荼だ毘びに附ふした。優秀だった義姉を犠ぎ牲せいにして生き延びた無能な自分を責めながら、老いることのない肉体を抱え、腐った世界を這はいずり回った。それから六〇年後、桜の舞い散る二ふた子こ玉たま川がわの鉄橋で、久く坂さかユーキと出会った。

  　ユーキは不思議に、マリと同じ匂いがする。

  　なにげない言葉の端っこに、ふと見せる大人びた表情に、ケンカしたときの膨ふくれっ面つらに、まれに見せる微笑ほほえみのむこうに――あの地下室にあった、なつかしいなにかがにじんでいる。

  　その匂いが、タマの破れたこころへじんわりと沁しみている。

  　タマは三〇年前に名前を捨ててからこれまで、あらゆるものから逃げつづけ、身を隠し、なにものにも関わることなく、孤独に生きてきた。そうしなければならない理由があった。死ねない身体を抱えて、ときの流れから外れ、永えい遠えんをさまようことを自みずからに課した。ずっとそうやって生きてきた。その生き方に疑問を抱くこともなかった。

  　

  　けれど――もう自分を許してもいいのではないか。

  　

  　そんな思いが、このところ時折、タマの胸を爆はぜる。

  　思いの源みなもとは、ユーキだ。

  　こうやってユーキと一緒に過ごす時間が、タマのこころへ人間らしい気持ちを呼び起こしている。矢や田だ真ま理りが投げかけてくれたものと同種の感情が、いま、ユーキを通じて、タマへ染しみ渡っている。

  

  「なんだ、どうした？」

  　箸はしを動かす手を止めて、ユーキはむかいのタマを見た。彼にしては珍しく、食べ物を前にしているのに口が止まり、若じやつ干かん真ま面じ目め気味な表情で目線がテーブルへ落ちっぱなしだった。

  　タマはハッと我われに返り、一瞬ユーキを見やると、へらっと笑った。

  「なんか黄昏たそがれてた」

  　おどけたようにそう言う。へえ、とユーキは喉のどで相づちを打った。

  「お前でも黄昏れるんだな」

  「馬鹿野郎、おれはこれでも繊細なんだ。隙すきがあれば黄昏れるぞ。夕焼けを眺めながらため息とか、平気でつく」

  「似合わないことやめろ。どうせカレーが食べたいとか焼き肉食べたいとか、食べ物のことしか考えないくせに」

  「失敬なやつだなー。お前いま、おれの乙女おとめ心を踏みにじったぞ」

  　タマはへらへら笑いながら残った蕎そ麦ばを口へ運んだ。なにが乙女心だ、とユーキも鼻を鳴らして両手でお椀わんを持ち、出だ汁しをいただく。

  

  　ごちそうさまを言って食器を屋台へ返そうとしたそのとき、不意に横合いから華きや奢しやな人影がユーキの視界へ無ぶ骨こつに割って入ってきた。

  「ま、まあ。ぐ、偶然でございますこと。まさか、このような場所であなは、いえ、あなた、にお会いするとは、おおお思ってもおりませんでしたわ。ほほほ本当よ。うううそなんてついておりませんことよ」

  　何度も練習したような台詞せりふを何度も噛かみながら毅き然ぜんと言い放つと、赤い乗馬服と白いズボンを合わせた百ひやく武たけ沙さ也や加かは無理矢理に凜りんと胸を張って、ベンチに座ったままのタマを見下ろした。

  「おぉ、お嬢ちゃんも来てたのかー。偶然だなー、まあ座れよ」

  　タマはにっかり笑って腰を動かし、鷹おう揚ように自分の傍かたわらを顎あごで示す。

  　ボッ。そんな擬ぎ音おんが耳に響いてもおかしくないほどに沙也加の頬が真しん紅くに染まった。

  　あわ、とうれしげに唇がひらく。しかし即座にその口を引き締めると、沙也加は無理矢理な様子でつん、と顎あごを斜め上に跳ね上げて、

  「な、なんですの？　ようべえ、いえ、傭よう兵へいの分ぶん際ざいで沙也加にむかってそのような土、いえ、口を利きくなんて……身みの程ほど知らずもほどほどになさい」

  　沙也加は八はち王おう子じコロニー市長、百武岩いわ友とものひとり娘、いわゆる「お姫ひめ様さま」だ。やんごとない身分にもかかわらず、なぜか頻ひん繁ぱんに調ちよう布ふ新しん町まちへやってきては長屋へ顔を出したり、久く坂さか家けの宴会に参加したり、そのたびにいつもタマの傍らに腰掛けたりすることで知られている。

  「で、ですがあなたの教育程度では無ぶ礼れいな口ぶりも致し方ないことも沙也加にははかり、いえ、わかりましてよ。だ、だからそのベンキ、いえ、ベンチにす、座ってあ、あげますことよ」

  　完全に崩壊してしまった台詞をとにかく言い放つと、沙也加は毅き然ぜんと顔を上げ、隅すみ田だ川がわの対岸へむかって声を張りあげた。

  「下しも々じものものと交流します……雨あま宮みやっ!!」

  「ははぁ、姫様っ!!」

  　暮れなずむ対岸に、ひとりの小柄な老人がぽつねんと控えていた。

  　白しら髪が頭あたまに瓶びん底ぞこ眼鏡めがね、品の良い口ひげに、麗れい々れいしい燕えん尾び服――

  　そのすがたを視認して、タマとユーキの髪の毛がふたり同時にぞっと逆立つ。

  「執しつ事じ雨宮っ!!」

  　同じ叫びがふたりの口からあがった。

  「行きますぞ、姫ひめ様さま――――っ」

  　雨あま宮みやの高らかな咆ほう吼こうが対岸から届いた。

  　即座に燕えん尾び服ふくがちぎれ飛び、その下から金こう剛ごう石せきのごとき筋肉の装甲が現れる。

  　雨宮は背筋を反らして天空を仰ぎ、両手のひらを上方へむけると、その指先を鉤かぎ状じようにひん曲げ、きしゃああ、と威い嚇かくの唸うなりを発した。

  　ぎん、と瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの奥の瞳が光ったと同時に、雨宮の靴底のアスファルトが圧壊した。

  　転瞬――執しつ事じ雨宮は空を飛んだ。

  　ひゅお――ん……

  　そんな擬ぎ音おんを曳ひきながら隅すみ田だ川がわを飛び越え、中空高く舞い上がった雨宮がタマめがけて飛来してくる。

  　茜あかね色の空を背景に、曲射砲から放たれた砲弾さながら、この小柄な老人は両手を自分の頭上へ掲かかげ、指先を鉤型にひん曲げて、見事な放物線を描き出しながらまっしぐらにタマのもとへ降下してくる。

  「姫様―――――――――――――っ!!」

  　真っ白な口ひげのしたから放たれる、高らかな雄お叫たけび。

  　――心臓を抉えぐられる！

  　タマの直感が警けい笛しようをあげた。

  　忘れもしない、白しら河かわ戦におけるこの妖怪の戦いぶり――

  　敵兵の心臓を素す手でで抉り取り、持ち主の目の前で景気よく握りつぶしては、白しら髪が頭あたまを返り血に染め上げ、わけのわからない自作のポエムを誇らしげに朗ろう読どくしていた。逃げ惑う哀れな白河兵の背中へ飛びかかり、背面から心臓を精せい妙みように抜き取ったあと、わざわざ敵兵の肩に手をかけてこちらをむかせ、勇ましい「ふんぬう」の掛け声とともに指の隙すき間まから血肉をだだ洩もれにしつつ握りつぶしていた。なにゆえそこまでして持ち主の目の前で心臓を握りつぶさねばならないのか、意味がわからない。その意味のわからなさがますます怖い。いまや調ちよう布ふ新しん町まちの大人たちは「早く寝ないと執事雨宮が呼びに来るよ」と夜よ更ふかしする子供を脅おどしつける始末。その甲か斐いもあって現在、雨宮を遠目に見ただけで泣きわめき失しつ禁きんしてしまう子供が町内に続出しているという。

  「タマっ」

  　危険を察知し、思わずユーキは叫んでいた。反射的にタマは腰に差したふたつの短剣の柄つかを握りしめた。妖怪執事は瓶底眼鏡を光らせながら轟ごう然ぜんと川かわ面もを飛び越え、濃厚な妖気をまとったまま、まっしぐらに降下してくる。

  　――ジジイノ眼球ヲ抉リ取レ！

  　タマの胸のうちからキリヒトが命ずる。言われなくてもタマはわかっている。雨宮の肉体には短剣など通用しない。刃が突き立つ可能性があるのは瓶底眼鏡の奥の眼球くらいだ。タマはギンと双そう眸ぼうを鋭く光らせ、決意を込めて鮮血の執しつ事じを迎え撃つ。

  「来い、妖怪っ!!」

  「姫ひめ様さま―――――――――っ!!」

  　ぐしゃあ。

  　重く鈍にぶい音とともに、川を飛び越えた雨あま宮みやは頭から遊歩道の石敷きに激突した。

  　異常な角度に老人の首がねじ曲がる。敷石が割れる。明らかな着地失敗――いやそもそもまともに着地する気があったのかすら疑わしい。タマはベンチから転がり降りると剣帯から短剣を引き抜く。妖怪は即座に起き上がると天空を仰ぎ見て、

  「ひぃぃぃぃぃめぇぇぇぇぇさぁぁぁぁぁぁまぁぁぁぁぁぁっ!!」

  　世界を震わせんばかりの咆ほう吼こう。

  　そしておもむろに胸ポケットに手を突っ込み、皺しわひとつないハンカチを取り出すと、鬼き神じんのごとき表情で石のベンチへ丁てい寧ねいに敷いた。

  　ぐしゃあああああ。

  　さらに重く鈍い音が響く。今度のは五ご体たい投とう地ちした雨宮がおのれの額ひたいを石敷きへ思い切り打ち付けた音だ。破は砕さいしていた遊歩道の路面がさらにすり鉢ばち状に陥かん没ぼつする。砕け散った眼鏡めがねのレンズがきらきらと飛散する。

  「こぉちぃらぁへぇぇぇぇ――――――――――――――――――――――っ!!」

  　雨宮の叫びを受け、取り澄ました表情の沙さ也や加かはしずしずと敷かれたハンカチに腰を下ろし、戦闘体勢を整えたタマを振りむく。

  「かかか、勘違いなさらないで。沙也加はああああなたのような尾び骨こつ、いえ、無ぶ骨こつな傭よう兵へいになど興味ございません。で、でも、ぐ、偶然ここで出会ったから、だから少しばかり、お茶などいただいても構いませんことよ……」

  　言葉尻は赤面のむこうへ消えた。沙也加は唇を噛かみしめてうつむいてしまう。

  　どうやら雨宮が隅すみ田だ川がわを飛び越えたのは、ベンチにハンカチを敷くためであったようだ。

  　それを悟り、タマはやれやれと額の汗をぬぐいながら短剣を収め、もじもじする沙也加と平ひれ伏ふしたまま動かない妖怪を交互に見やったあと、胸の前で両手を組んでひきつった笑みをユーキへむけた。

  「ようし、突っ込むぞー。でも、どこから突っ込めばいいかなあ」

  「……うん。とりあえずわたしは、なぜ雨宮氏が対岸にいたのかが気になった」

  「だなあ。あそこにいた意味ねえよなあ」

  「それに、呼ばれたあと、燕えん尾び服ふくがちぎれ飛んでた」

  「なんでハンカチ敷くために川飛び越えるんだろう」

  「着地失敗するし」

  「土ど下げ座ざで歩道壊すし」

  「眼鏡めがね割るし」

  　そこまで一方的に突っ込んだところで、伏せたままだった雨あま宮みやの顔がおもむろにタマへむかい上がった。どことなく怒りをにじませる表情だ。抗議したいらしい。レンズが割れてしまった瓶びん底ぞこ眼鏡を光らせながら、

  「姫ひめ様さまに仇あだなすものは、この雨宮が許しませぬっ」

  「仇なしてねえよ」

  「姫様のためならばこの雨宮、隅すみ田だ川がわなど飛び越えまするっ」

  「いや、うん、どうしようかなあ。背中にスイッチとかないかなあ。必要なときだけスイッチ入れて、いらないときは切っておけると便利だよなあ」

  　ここでおもむろに沙さ也や加かは雨宮を見下ろし、命令を発した。

  「雨宮っ、例のものをっ」

  「ははぁっ、姫様っ」

  　雨宮は元気良く答えると、ぐしゃあ、と再び靴底の石敷きを圧壊させて跳躍し、隅田川をひとっ飛びで対岸へ渡った。そしてなにやらむこう岸で風ふ呂ろ敷しき包みを背負うと、遠くから「姫様――――っ」と叫んだのち、ぐしゃあ、と本日三度目の高らかな跳躍、こちら側へ飛来してきて頭から遊歩道に激突、勢いのままにごろごろ横おう転てんすると、しゅた、っとかっこよく立ち上がり、指を鉤かぎ状じように折り曲げ、天空を見上げ、歯は茎ぐきを剥むき出しにして、

  「ひぃぃぃぃぃめぇぇぇぇぇぇさぁぁぁぁぁまぁぁぁぁぁ―――――――――――――っ!!」

  「暑苦しい――――――っ！」

  　呆あきれ顔のタマに構うことなく、雨宮はいそいそと背中に負おっていた風呂敷を解く。なかからあらわれたのはいくつかのランチボックスだった。タマとユーキはひそひそと小声でやりとりする。

  （あの風呂敷、最初から持ってこいよ……）

  （三回飛びたかっただけじゃないか……？）

  （背中に背負ったまま横転してたから、あの中身ぐしゃぐしゃだぞ……）

  　タマの予想通り、雨宮がランチボックスの蓋ふたをあけると、ぐしゃぐしゃになった唐から揚あげと玉子焼きとウインナーとドライカレーが衆しゆう目もくにさらけ出された。

  　さあっ、と沙也加の表情が青ざめる。

  　割れたレンズのむこう、雨宮の瞳が大きく見ひらかれた。

  「あ、雨宮っ!!」

  「ひ、姫様っ!!」

  　主従はお互いに切せつ羽ぱ詰まった声音で呼び合った。そして次の一刹せつ那な、雨宮はおもむろにその場に正座をすると、改まった調子で高らかに、

  「姫様や　ああ姫様や　姫様や」

  　その場で思いついた辞じ世せいの句を朗ろう々ろうと詠よみ上げ、気合い一いつ閃せん、「ふんぬぅっ」の掛け声とともに、鉤かぎ状じように折り曲げたおのれの指を、あろうことかおのれの胸の真ん中へ突き立てた。

  「ひぃぃぃめぇぇぇさぁぁまぁぁっ」

  　うめきながら、すさまじいことに、おのれの心臓を体外へ抉えぐり出そうとしている。雨あま宮みやは沙さ也や加かの弁当をぐちゃぐちゃにしてしまった責任を取るため、自みずからの心臓を摘てき出しゆつしておのれの眼前で握りつぶし、凄せい絶ぜつに果てるつもりだ。

  　――それ、見たいっ！

  　タマの脳のう裏りに、そんな無責任な言葉がひらめいた。人道的にはすぐにでも止とめるべきだが、しかし、見たい。雨宮がやろうとしていることは自殺の仕方としては最も豪快な部類に入るだろう。果たして人間にそんな自殺が決行できるのか、めちゃくちゃ見たい。

  「ひぃぃぃ、めぇぇぇ、さぁぁぁ、むあぁぁぁっ!!」

  　タマの密ひそやかな欲求に応えるべく、雨宮は悲壮な叫びをあげながらぐいぐいとおのれの手刀をおのれの胸へ食い込ませていく。

  　しかし雨宮の肉体は金こん剛ごう石せきに等しい。いくら妖怪の馬鹿力を以もつてしても、そう簡単におのれの筋肉繊せん維いを断ち切れはしない。失態を死んで償つぐなおうとする意志の力と、鋼はがねの肉体が生まれもったあくなき生存への意志。最強の鉾ほこと最強の盾たてが雨宮上にて激突している。

  「いけ、がんばれ雨宮っ！」

  　思わずタマは手に汗握りながら応援してしまった。この場合のがんばれはもちろん「おれを楽しませる方向でがんばれ」の意味だ。一方の沙さ也や加かは両手を口に当てたまま、無残な弁当箱の中身に気を取られていて自決しようとする従者に気づいていない。

  「うん、いや、止とめようよ、な？」

  　さすがに見かねたユーキは雨宮の首の後ろに片手を置いて、練れん氣きを射しや出しゆつした。

  「ぐぬっ……」

  　鈍にぶい爆裂音のあと、雨宮の瞳がぐるりと裏返り、おのれの胸部へ第一関節までめり込んでいた指先から力が抜けた。

  「あぁ、馬鹿、いいとこだったのに！」

  　残念そうなタマを尻目に、意識を断ち切られた雨宮の身体がよこざまに崩れ落ちる。この妖怪をも一撃で失神へと導みちびく、見事なユーキの当て身だった。

  「沙也加の……お弁当が……」

  　傍かたわらの騒ぎなど気に留めることもなく、沙也加は相も変わらず茫ぼう然ぜん自じ失しつ、雨宮の安あん易いな横おう転てんがもたらした惨さん禍かを見下ろしている。

  「一生懸けん命めい……作ったのに……」

  　そう呟つぶやき、沙也加のまなじりから光るものが流れた。噛かみしめた唇のむこうから、わずかな嗚お咽えつさえ洩もれる。

  　タマの首が傾いた。

  「なんだ嬢ちゃん、泣くほど腹減ってんのか。弁当、ぐちゃぐちゃだけど食えないってほどでもないだろ。食える、食える」

  　タマは怪け訝げんな顔でそう言う。

  　沙さ也や加かは赤く濡れた瞳をキッとタマへむけ、怒りを抑えた声で、

  「さ、沙也加のお弁当ではありませぬっ！　これは……その……他の方のために、沙也加がこしらえたお弁当です……」

  「へ？　あぁ、お偉えら方がたむけの弁当ってことか？　そりゃ、これじゃ出せないなあ」

  「ひぐっ……えぐっ……」

  　タマの言葉を受け、ついに沙也加は端たん整せいな顔をひどく歪ゆがめて、明らかな嗚お咽えつを洩もらしはじめた。

  　この気の強い娘が人前でこれほど泣くとは、きっとかなりショックだったのだろう。

  「はじめて作ったのに……ひぐっ……一生懸けん命めい……うぐっ……」

  　どうしたものか、とタマはユーキへ顔をむけた。

  　ユーキは眉根を寄せて、タマの耳元へ口を近づけてささやく。

  （お前が食べてやれ。それで解決するから）

  （……おれが？　でもこれ、偉い人用だろ？）

  （いいから。食べる、って言え）

  　ユーキの表情は真剣だった。なんだか気け圧おされてしまって、タマは言われた通り、沙也加へ顔をむけて、

  「なんだかなあ。捨てるわけにもいかないだろうし、おれ、偉い人じゃないけど、それ食ってやろうか」

  　なにげない口調で言ってみた。

  　泣き腫はらした沙也加の真っ赤な目が、大きく見ひらかれてタマへむけられる。ぴたり、と嗚咽が止まって、信じられないような顔つきで、

  「……食べて……くださるの？」

  「くださるっていうか、別に、おれ、いつも腹ぺこだし。その弁当、ぐしゃぐしゃだけど食えないわけじゃないから、もったいないし」

  　言葉を受けて、歪んでいた沙也加の表情が徐々に柔らかく解きほぐれていった。瞳の代わりに今度は頬が真っ赤になり、あわわ、と口がひらいて、慌あわてて表情を引き締めようとするけれどうまくいかず、タマに顔が見えないようにうつむいてしまった。

  　言葉が、うつむいたまま届けられる。

  「でしたら……よくってよ。本意ではありませんが……止めはしませんわ。あなたの好きになさい」

  「あ、そう？　んじゃ、いただきまーす。ユーキも食えよ」

  　タマは風ふ呂ろ敷しきからランチボックスを取り出すと石造りのテーブルに並べ、ベンチに腰を下ろして、むかいのユーキへ声をかけた。

  　ユーキの首が左右に振られる。

  「いや、わたしはもうお腹いっぱいだ。お前が全部いただくといい」

  　沙さ也や加かの顔が上がって、ユーキへむけられた。その唇から、かぼそい言葉が洩もれる。

  「久く坂さかどのも……よろしかったら……」

  「いえ、お気遣いなく。高貴の方の胸のうちは忖そん度たくすべきと心得ますゆえ」

  　ややもすると冷たい調子で、ユーキはきっぱりと辞退した。

  　ユーキの言葉が秘める意味を察し、沙也加はどこか悔くやしげに、けれど同時にほっとしたような面おも持もちで、タマの傍かたわらのベンチに腰を下ろした。

  　短いながらも火花が散るような少女たちのやりとりになどまったく無む頓とん着ちやくな様子で、タマは三つのランチボックスの蓋ふたをひらいて、雨あま宮みやの横おう転てんが弁当に及ぼした影響を感かん慨がい深げに眺めた。色とりどりのおかずたちがぐしゃぐしゃな配置になってだらしなく容器内に散乱している。

  「おれ、卵好き」

  　タマの箸はしが玉子焼きをめがけて動く。

  　沙也加の瞳が大きく見ひらかれ、喉のどの奥が緊張のあまりにごくんと鳴る。

  「あ、た、玉子焼きはあんまり……どちらかというと、トンカツの方が出来が良いやも……」

  　乙女おとめのつぶやきを思い切り聞き流し、タマは玉子焼きを口へ運んだ。

  　もぐもぐ、ごくん。タマの喉が動く。まなじりを張り裂けんばかりに押しひらいて、沙也加はタマの様子を見やる。

  「うわ、うめ――っ」

  　タマの顔がうれしそうにほころぶ。偽いつわりのない感想だった。卵は新鮮で出だ汁しの具合もよく、口のなかで甘やかに溶けていった。

  　沙也加の表情がぱあっと明るく輝き、

  「そ、そうですの？　そ、それはまあ、あなたのような下しも々じものものは、いただいたことのないお料理だと思いますけれど……つ、次はトンカツなどいかが？」

  「玉子焼き、もっとないのか？　うまいなこれ、もっと食いたいなあ」

  「た、玉子焼きはひとつしか……前もって言ってくださればたくさん作れたのに……で、ですがあなたのような下々のものが前もって言おうとも、沙也加がその通りにするとは限りませんけれども……」

  　タマの無頓着な箸は、次にドライカレーへむけて伸びていった。沙也加は慌あわてたように、

  「あの、トンカツの方が……それはまだ、修行中……」

  　なにもかも無視し、タマはランチボックスを片手で持ち上げて豪快にドライカレーをかき込む。ひと息に食べ尽くして、再び晴れやかな笑みを浮かべ、

  「うめ―――っ！　これ、ほんとにお嬢ちゃんが作ったのか？　すげーな。うまいぞ。いま、これ、おれのなかのドライカレーランキング第三位にのし上がった」

  「ほ、本当に？　あの、お世せ辞じなどではなく？　さ、沙さ也や加かのような貴とうとい身分のものには、あ、あなたのような下しも々じものもののお世辞など、つ、通じませんことよ？」

  「いやいや、マジでうまい、マジで。もう、全然食える、箸はし止まらない」

  　言葉通り、タマの箸は止まらない。次々におかずを取り上げては口のなかに放り込み、そのたびにうまいうまいを連発する。

  　もはや沙也加の表情は上気する一方だ。タマの大おお仰ぎような反応を眺めて、頬を染め、うれし涙さえまなじりににじませて、

  「さ、沙也加もお料理ははじめて作ったのです。先生について、包ほう丁ちようの使い方を習って、一生懸けん命めい……で、ですけど、それはたしなみとして必要だったからやったまでのこと、べ、べつにあなたにお弁当を作るためなどでは決して……」

  「うわ、トンカツうめ――っ!!　死ぬ、うまくて死ぬっ、うま死ぬっ！」

  「そ、そうでしょう!?　沙也加もトンカツは自信があるのですっ！　先生にも褒ほめられましたわっ！　揚あげ具合が絶ぜつ妙みようだと、揚げ物の天才だと、褒められたのですっ！　で、ですけど、別に、揚げたのは自分のためであって、決してあなたのためなどでは……」

  　火が吹き出るほどに顔全体を紅こう潮ちようさせた沙也加は、うつむいたまま胸の前で両手の人差し指の先を合わせ、うれしげに、恥ずかしげに、ぐりぐり、ぐりぐりと動かす。

  　一方、テーブルを挟んだふたりのむかい側で、ユーキの表情は醒さめきっていた。一言も言葉を発することもなく、凝ぎよう固こした遠い眼まな差ざしで、沙也加の弁当をかき込むタマを冷然と見やっている。

  　まずユーキの様子に気づいたのは沙也加だった。

  　おもむろに立ち上がった沙也加の表情には、どこか勝ち誇ったものがにじんでいる。

  「よろしければ久く坂さかどのもいかが？　沙也加のトンカツがまだ残っておりましてよ？」

  　ユーキの桜色の唇がわずかにひらき、感情のない言葉が洩もれ出た。

  「結構。わたしのような下々のものには、百ひやく武たけどののトンカツは分不相応と心得ます」

  「ほ――っほっほっは。トンカツに相応も不相応もございませんわ。沙也加はいっこうに構いませぬ、どうぞ召めし上がれ」

  「結構、と申し上げたはず」

  「あらあら。なにを尻込みしておられますの？　たかがトンカツではありませぬか、命を取られるわけでもございませんのに」

  「…………」

  「ところで久坂どのは、沙也加のようにお料理などなさいませぬの？」

  　むっす――……

  　沙也加の問いへの返答は、そんな擬ぎ音おんが聞こえてきそうなユーキの沈黙だった。

  　沙さ也や加かは左手の甲を顎あごのしたに添え、揃えた指先をぴんと反らして、高らかに笑う。

  「ほ―――ほっほっほ、ほ――ほっほっほ。久く坂さかどの、お料理が出来ないくらい、気になさることはありませんわっ。なにしろ久坂どのは練れん氣きの達人、八はち王おう子じコロニーでは『調ちよう布ふ新しん町まちの張ちよう飛ひ翼よく徳とく』と呼ばれて恐れられているのですからっ。張飛っ。張飛っ。張飛がお料理など、なさるわけありませんものねえっ」

  　ぶちぶちぶちぃっ。

  　ユーキのこめかみの奥から、そんな音が届いた。

  　その渾あだ名なはユーキも聞いたことがある。うれしい……わけがない。ジャンヌ・ダルクとか巴ともえ御ご前ぜんとかならまだしも、なぜよりによって張飛。その渾名を広めたのが沙也加ではないかとユーキは疑いを抱いた。

  「……どんな渾名でも気にいたしませんが……わたしに料理が出来ない、という決めつけはいかがなものかと」

  　感情を抑えつけ、かろうじてそんな言葉を絞り出す。それに反応したのはタマだった。口のなかにものを入れたまま、無神経な問いかけを発する。

  「へ？　お前、料理出来んの？」

  　ユーキの瞳の奥に怒りの炎が宿った。翡ひ翠すい色の虹こう彩さいが、爛らん、と煮え立つ。

  「出来る。出来るさ。お前が知らないだけだ」

  「うそつけー。お前が台所にいるとこなんて見たことねえよ。あ、ひょっとしてあれかあ、お嬢ちゃんの料理がうまいもんだから頭に来てんのか。うえ――、くだらね――、バカじゃねえのお前？　いいじゃん別に、お前、料理出来ないけど、ひとりで一〇〇〇人くらい余よ裕ゆうで殺せるだろ？　張飛だし。それがお前の料理ってことにしとけ、戦場がお前の台所だよ、うんうん」

  　無神経きわまりないタマの言葉がユーキの脊せき椎ついを峻しゆん烈れつに灼やいた。

  　ごごごごご……と不気味な擬ぎ音おんを発しながら、不可視の炎がユーキの背中から立ちのぼる。

  　口の端から牙きば、いや、八や重え歯ばを剥むき出しにして、

  「私ダッテ、料理クライ、出来ルッッ」

  「誰だよお前。こえーよ」

  「出来ルト言ッテイルッッ!!」

  「わかった、わかったからその声やめろ、どっから声出してんだお前」

  「八はつ宝ぽう菜さいトカッ!!　青椒牛肉絲チンジヤオロウスウトカッ!!　おいシク作レルッッ!!」

  「ああ、そうか、わかった、わかった、おれが悪かったよ、うん。またなんでよりによって難しげな料理を選択するのかわからんが、頼むから普通の声で話してくれ、な？」

  　ユーキは口を真ま一いち文もん字じに引き結び、腕で目元をごしごしぬぐってから、真っ赤に煮えたぎった瞳でタマを睨にらみつけた。

  　沙也加はびんびんにおっ立てた聞き耳を髪の隙すき間まからのぞかせながら、

  「八はつ宝ぽう菜さいに青椒牛肉絲チンジヤオロウスウ？　まあ、久く坂さかどのにそのようなお料理が出来るなんて。うらやましいですわぁ～。きっとすばらしいお手前なのでしょうねぇ～」

  　イヤミ全開の口調でそう言う。

  　ユーキは、ギンと沙さ也や加かを正面から睨ねめ付けると、両肩を怒らせて、

  「北京ペキンダックも作れます」

  　勢いのまま無造作に、さらなる墓ぼ穴けつをひろげる。

  　ほ――ほっほっほ、と沙也加の哄こう笑しようが隅すみ田だ川がわへ流れた。

  「まあまあまあまあ！　それはすばらしいですわっ。いつの日か久坂どのの料理を沙也加も口にしてみたいものです。しかしながらタマどのはいまだ、それを召めされたことはございませんのね？」

  「ないなあ。ユーキの料理なんて想像もつかねえ。まあでも、そんなのなんでもいいじゃん。うわ、ウインナーうめー」

  　少女ふたりの争いを横目に見つつ、タマは適当な合いの手を入れながら、箸はしを休めることなく沙也加の弁当をがつがつと腹のなかへ収めていった――

  

  「勢いで言っただけだ。わたしは料理なんてしたことない」

  　沙也加たちと別れたのち、ふてくされた口調でそう言いながら、ユーキはすっかり暗くなった隅田川沿いの遊歩道を宿へむかって歩いていく。

  　その傍かたわら、満腹のタマがちんたらちんたら歩調を合わせながら、

  「くだらねーなー。バカだよなー」

  　すっかりひらき直った様子で、ユーキはつづける。

  「八宝菜も青椒牛肉絲も北京ダックも、作るどころか食べたこともない。むかし、リオが読んでた料理本で見かけただけだ」

  「わかったよ、別になんも突っ込んでないだろ。作れとも言ってねーし」

  「……うん。でも、なんだか百ひやく武たけさんの様子を見てたら、今度会ったときに話を蒸むし返されそうな気がしたんだ。わたしの勘だけど、みんなが集まってるときとかにいきなり押しかけてきて、わたしに料理を作らせようとしたりしないか……心配なんだ。そのときになって、『あれはウソでした』なんて言いたくないし……」

  「お前、くだらねー心配してんなー。うわー、人間がちっちぇー。くだらねー」

  「う、うるさい。くだらなくても、わたしには深刻なんだ。実際、わたし、料理出来ないし」

  　言葉尻はしおれて消えた。ユーキはうつむいて、翡ひ翠すい色の瞳を長いまつげで翳かげらせる。

  　タマは呆あきれた様子で鼻を鳴らすと川かわ面もへと目をやった。現在の白しら河かわでは権力の空白期間に乗じて夜や盗とうがひんぱんに出しゆつ没ぼつしているという。その警戒のためか、夜の川岸沿いに常夜の篝かがり火びが据すえられていて、整然とした灯ともしびの列が川かわ面もへ映り込んでいる。巡じゆん回かい警備する武む蔵さし野の勢の兵員と時折すれ違うくらいで、人の行き来はまばらだ。下流から吹いてきた風はもう冷たさの方が勝まさっていた。

  　歩きながら、ユーキはきりっと胸を張って、宵よい闇やみへむかい毅き然ぜんと言った。

  「だから、そうなっても大丈夫なように、リオに料理を習おうと思うんだ。八はつ宝ぽう菜さいと、青椒牛肉絲チンジヤオロウスウと、北京ペキンダックが作れるように」

  「まあ……やりたいってんなら別に止めないけど……しかしなんでよりによって初心者がそんな難しげなもんに挑いどむかねえ」

  「そりゃあ、最初はうまくいかないだろうけど……でも練習をつづければ……」

  「お前はたぶんアレだな。その異常な負けず嫌いが災わざわいして、自分が掘った墓ぼ穴けつに落ちて生き埋うめになるタイプだ」

  　むう、とユーキの両頬が膨ふくらむ。

  「そんなの、やってみなきゃわからないだろ」

  「まあねえ。やってみなきゃねえ」

  「なんだその興味なさそうな言い方は。もとはといえばお前がわたしをバカにしたからあんなウソをつく羽は目めになったんだ。お前も手伝え。わたしの北京ダックを試食して、率直な感想を言え」

  「面白そうだけどなあ。からかい半分で手伝ってみたいのはやまやまなんだが」

  「問題でもあるのか」

  「問題っていうか……お前の料理を試食、って聞いた途端、おれの異常進化した生存本能がものすげえ勢いで警報鳴らしはじめたんだよ。かなり久しぶりなくらいな勢いで『ウーウー、ピーポーピーポー、こちら生存本能、こちら生存本能、やめろやめろ絶対にやめろ真ま面じ目めに断れ真剣に断れ土ど下げ座ざして断れ額ひたいを地面に擦こすりつけて断れ甘く見てると死ぬぞ死ぬ死ぬ本当に死ぬから、こちら生存本能、こちら生存本能、ウーウー、ピーポーピーポー』って、おれの内側でものすげえ鳴り響いてる」

  「……失礼なやつだなあ……冗じよう談だんにしても失礼だなあ……」

  「あぁ……冗談ならいいんだが……残念ながらほんとなんだよ。ちなみにこのおれ専用警報、性能には自信がある。長年使い込んできたから、本当に危険なときしか鳴らないし。こないだ新しん宿じゆくで戦ったときもこれほどまでには鳴り響いてないんだが……」

  　ユーキはむっつりと黙り込んだ。

  　頬を膨らませたまま、うつむいて、いきなり早足で歩きはじめる。

  　ユーキにしては珍しい反応だった。タマは歩調を早めてユーキの傍かたわらに並んだ。

  「んだよー。そういうリアクションやめろよー」

  　軽口を叩いてみるが、うつむき気味のユーキは髪で自分の表情を隠したまま、なにも言わずにどかどかと早足をやめない。ぎゅっと噛かみしめた唇が髪の隙すき間まに見て取れた。

  「怒んなよー。ウソだよ、冗じよう談だんだからよー」

  　タマは言い訳をするが、ユーキは肩を怒らせ、身体を前へのめらせて、ぴんと伸ばした長い両足を勢い良く機械人形みたいに交互に前へ送るのみ。そうしながら時折、腕でごしごし、何度も何度も目元をぬぐう。

  　あちゃー。とタマは胸のうちで呟つぶやいた。

  　どうも本格的にユーキを傷つけてしまったらしい。

  　そのことに気づくと、なんだか本当にすまない気持ちになってきて、タマはユーキの早足に歩調を合わせながら取りつくろいはじめた。

  「冗談だよ冗談、ギャグ、ギャグ。試食が戦いくさより怖いわけないだろー」

  「…………」

  「うわあ、食いたいなー、北京ペキンダック。うまいよなー、あれ。食ったことないけど。でも絶対うまいよ。うまい、うまい」

  「…………」

  「試食するよ。食べる、食べる」

  「……別にいい。食べると死ぬし」

  「なんだ、本気にしてんのか。馬鹿だなー。おれの言うことなんかいちいち真まに受けてどうすんだよ」

  「……だって」

  「冗談に決まってるだろ。そのくらいわかれよ」

  「…………」

  「悪かった、おれが悪かったから。泣くことねーだろーが」

  「……泣いてない」

  「あぁ、そうだな、お前はこのくらいじゃ泣かないよな。悪かったからさ、機き嫌げん直せよ、な？」

  　ユーキの足が止まった。しかし相変わらず髪の毛で表情を隠したまま、

  「……試食するか？　ほんとに？」

  「する、する。平気、平気」

  「…………」

  「いや、ていうか、喜んで食べる。おれ、いつも腹ぺこなのが取とり柄えだし。ただでメシ食えてうれしいなー。試食、楽しみだなー」

  　ユーキは二度ほどごしごしと腕で顔をぬぐい、真っ赤な瞳でタマを見上げ、

  「……引っかかった」

  「え？」

  「わたしがあのくらいで泣くわけないだろう？　うそ泣きに決まってるじゃないか」

  　目元を赤く腫はらしたままそう言って、ユーキは勝ち気に舌をぺろりと出した。

  　いつものタマであれば「どう見ても泣いてたじゃねえか、なんだそのあからさまなごまかし方は、人を騙だます気なら入念に計画を練ねってから失敗したなら舌を噛かみちぎる覚悟でやれ」などと目くじらを立てて怒鳴りつけるところだが、いまは無難な反応を返すだけにとどめようと決め、てひゃあ、と晴れやかに笑って後頭部に片手を当て、

  「うわあ、なーんだあ。そうかあ。うそ泣きだったのかあ。うわあ。騙されたあ」

  「どうだ、参まいったか。わたしの演技もなかなかのものだろう？」

  「全然、気がつかなかったあ。ほんとに泣いてるようにしか見えなかったあ」

  「ふふーん。男に二に言ごんはないよな？　わたしの料理を試食して、率直な感想を言うんだぞ？　わかったな？」

  「すっかり騙されてしまったから、仕方ないなあ。わかったわかった、おれの負けだあ」

  　わざとらしいこときわまりないタマの語調だが、ユーキは満足そうに微笑ほほえむと、両手を腰の後ろに回して身を屈かがめ、いたずらな表情でタマを見上げて、

  「宿まで競争！」

  　元気良くそう言い、おもむろに身を翻ひるがえし、遊歩道を一直線に駆け去っていく。

  「こらー。どこまで人をからかえば気が済むんだあ。待て待てー」

  　わざとらしい語調を維持したまま、タマもアホの子のように片手をぶんぶん振り回しながらユーキの背中を追いかける。

  　端はたから見たなら完全無欠のバカップルだが、おそろしいことにふたりともそんな自覚はなく、どこまでもたのしげに駆け去っていく。即席バカップルがいなくなった遊歩道には、ただ寒々しい夜風だけがいつまでも吹きすさんでいた――



  


  四．

  

  　タマとユーキが今夜泊まる旅館はあらかじめ白しら河かわに派は遣けんされていた調ちよう布ふ新しん町まちの職員が手配済みのものだった。

  　世界汚染以前から営業していた和風旅館を電気・ガス・水道のない現在でも使えるように改修した平屋建てで、造りもしっかりしていて、板張りの天てん井じようも内壁も廊ろう下かも手入れが行き届いており、数名の仲なか居いさんが常時働いている本格的な宿だった。

  「いいねえ。うまそうだねえ」

  　座ざ布ぶ団とんに腰掛けて畳たたみ敷きに足を投げ出し、タマは膳ぜんに並べられた夕ゆう餉げをきらきらした目で眺めた。

  　その対面、同じく膳を前にして、ユーキは呆あきれ顔でタマを見やる。

  「お前、いい加減食べ過ぎじゃないか？　到着してからずっと食べっぱなしだろう？」

  「余よ裕ゆう、余裕。さっき風呂入ったらまた腹減ってきたし。あ、仲なか居いさん、なんかカレー食べ放題って聞いたんですけど？」

  　給きゆう仕じしていた中年の仲居が愛あい想そよく微笑ほほえみ、カレー食べ放題はランチサービスだと教えてくれた。タマの顔がほころぶ。

  「明日かー、楽しみだな」

  「手加減しろよ。お前が本気で食べるとサービスそのものが破は綻たんするから」

  　軽口を叩いて、ユーキは座ざ布ぶ団とんのうえで足を崩した。

  　宿に到着後、自分の部屋へ案内され、湯ゆ浴あみしてからさっぱりした浴衣ゆかたに着替え、夕食を一緒に食べるためにタマの部屋へやってきた。ひとりで食べるよりその方がいいだろうという仲居さんの気遣いだった。タマももう湯浴みを終え、浴衣に着替えてお腹を鳴らしていた。

  　ふたり仲良く浴衣姿。清潔な畳たたみの匂いと、障しよう子じ戸どのむこうですだく鈴すず虫むし。立ち上がって障子戸をあけてみると縁えん側がわのむこうに隅すみ田だ川がわの水を引いた泉せん石せきがあり、いくつかの灯とう籠ろうにはすでに灯ひが入っていた。吹き込んでくる夜風に池のほとりの百日紅さるすべりが香る。

  「いい風だ。あけっぱなしにしとくか。庭も見れるし」

  「おっけー」

  　ユーキは再び座布団に腰を下ろして箸はしを取り上げた。いただきます、を言って、庭園を眺めながら心づくしをいただく。

  　そこはかとなく旅の風ふ情ぜいが漂ただよう。

  　普段とは違うすがたをお互い対面に見やる。ユーキの長い黒髪はまだしっとり濡れそぼっていて、客室の隅に据すえられた行あん灯どんの光にさらされ、淡い琥こ珀はく色が表面を流れていく。

  　タマは無言で料理にがっつく。つい先ほど、とろろ蕎そ麦ばと沙さ也や加かの弁当を食べたことなど忘れたかのようにまたたくまに膳ぜんをきれいにすると、食い足りない様子でユーキの膳を眺める。

  　と、頃合を見計らっていたのか、仲居が部屋へ入ってきた。

  「うお、日本酒。いいねえ」

  　タマの破は顔がんが冷酒へ注がれる。ユーキは呆あきれ顔で、

  「好きだなあ。そんなにおいしいのか？」

  「お前も飲む？」

  「いらない。酔っぱらい嫌いだし」

  　ユーキはすげなく断り、部屋を出てゆく仲居の背中を見送った。

  「たはー。うめー」

  　さっそくおちょこに口をつけ、タマは天てん井じようめがけて感嘆符を投げかける。

  　ごちそうさま、を言ってから、ユーキは醒さめた眼まな差ざしを庭へと流しつつ、

  「わからないなあ。お酒ってそんなにおいしいか？」

  「お前、酒飲んだことあんの？」

  「ない。くさいから」

  「飲まず嫌いってやつだな。調ちよう布ふ新しん町まちって、一〇代は酒禁止、ってわけじゃないんだろ？」

  「うん。特に規制はない。わたしと同い年の子はもう大人と一緒に飲んでる」

  「ならいいじゃん。お前、わりといける口かもよ」

  　タマはいつものようにへらへらしながら、いい加減なことを言いつつユーキへむかって片手に握ったとっくりを掲かかげる。

  「う――ん……じゃあ、ちょっとだけ」

  　なんの気なしにユーキも膳ぜんに伏せてあった自分のおちょこを取り上げた。

  「おぉ、いいねえ。アルコールデビューってか」

  　タマがうれしそうに冷酒を注ぐ。ユーキは顔をしかめて、

  「少しでいい、少しで」

  「あいあい」

  　言われたことを無視してなみなみと注ぐと、タマは自分のおちょこにもなみなみと注いで、片手で顔の前へ掲げ持ち、

  「かんぱーい」

  「乾杯」

  　ユーキはひと息に飲み干し、おちょこを戻した。タマがにやけながら、

  「どうだ、感想は？」

  「水みたいだ。味がしない」

  「おぉ。いけるねえ。ま、水だと思って飲んでりゃいいよ。そのうち楽しくなってくる」

  「ふ――ん。これがお酒かあ。まずくはないけど、おいしくもないなあ。なんでみんな、あんなにおいしそうに飲むんだろう」

  　感想をこぼしながら、タマが差し出したとっくりから二杯目を受け取って、再びユーキはひと息に飲み干す。タマは楽しげに、部屋の外へむかって声を張りあげる。

  「すんませ――ん。冷やと熱あつ燗かん、出来るだけたくさん持ってきてくださーい」

  　はいはーい、と廊ろう下かにいた仲なか居いが元気良く応えた。

  

  「だーかーらあっ。うるさいっ。人の話を聞けっ。お前はいつもいつもいつもいつも、人の話を聞かないっ。だーかーらあっ。いーつーまーでーもー。い――つ――ま――で――も――っ。人としての成長がないっ。成長が、ないっ。成長があっ。ないんだあっ」

  　まくしたてると、一いつ升しよう瓶びんを鷲わしづかみにしたユーキはおもむろに天てん井じようを見上げ、ごぼぼぼぼと音を立てて瓶の中身を胃の腑ふの底へ直接送り込んだ。見み惚ほれるほどに男らしいラッパ飲みである。

  　どがあっ。そんな音を立て、一いつ升しよう瓶びんを畳たたみに戻す。

  　ぶふ――っ、と息を吐き出し、片腕でぐいっと口元をぬぐって、怯おびえるタマへ翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうを容よう赦しやなく突き立てる。桜色の唇がキシャアア、とひらき、

  「聞いてるのかお前はっ!!」

  「聞いてるっ、聞いてるからっ」

  「飲めっ、馬鹿っ!!」

  「わ、わかった、飲むから頼む、少し水でも飲め、な……？」

  「わたしはっ。　落ち着いてっ。いるならっ!!」

  「い、いるなら？」

  「飲めっっ!!」

  　口の端から牙きばをちらつかせながら、ユーキは畳に片膝ひざを立てて一升瓶を差し出してくる。及および腰ごしでそれを受け取ったタマだが、中身が空からであることに気がついた。

  「あ、もうないな。よし、今日はこのへんで……」

  「すみませ―――んっ。一升瓶もう一本――っ」

  　廊ろう下かへ向かっての盛大な呼びかけを受けて、タマはこてん、とその場にひっくり返ってしまった。ユーキの酒乱ぶりは予想を遥かに越えるものだ。軽けい率そつに酒をすすめてしまったおのれの浅はかさを恨うらみつつ、タマはこの生き地獄からの撤てつ退たい方法を探っていた。

  　運ばれてきた一升瓶を胸に抱きかかえると、ユーキはしゃっくりしながらタマを正面から睨ねめ付ける。

  「なんだあ。なにか文句あるのかあ」

  「いや、ない、ない。でも、このへんでそろそろおひらき……」

  「べんぼおっ」

  「べ、べんぼお？」

  「弁当っ。お弁当……なんだお前、あれは。にやにやして……え？　なんだあ。お弁当お弁当、お姫ひめ様さまのお弁当、うれしいなあってか？　え、こら？」

  「な、なんだよ。いきなりなんの話だ」

  「はっ。とぼけてんじゃないよ。なんだあ、お前、うれしいんならうれしいって言えよ。すっとぼけちゃって……男らしくないったらありゃしない」

  「だから、なんの話だよ。弁当って、沙さ也や加かが偉い人に作ったやつのことか？　確かにおれが食ったけど、なんでそんな話がいま出てくるんだよ」

  「はっ。最低だ。そんなとぼけ方して、往おう生じよう際ぎわの悪い……本当は気づいてるくせに。お前、最低な男だな。最低、最悪、かっこわるい」

  「お前、酔っぱらうにもほどがあるぞ。マジで言ってることがわかんねえ」

  「だいたいお前は秘密が多すぎるんだ。いっつもはぐらかすばっかりで、わたしがなに尋たずねたってまともに答えようとしない。なんだそれ。おれさまは、とってもとってもミステリアスでござい、ってか？　はっ。かっこわるい」

  「なんだそりゃ。お前、言いがかりにもほどがあるぞ。おれ、別に、なにも隠してねえし」

  「はあ？　えぇ？　なんだってえ？　隠し事がないぃ？」

  「ねえよ。なんだよ。おれがいつなにを隠したってんだよ」

  「へえ。じゃあ、わたしの質問になんでも答えるのかあ？　隠し事なんかないんだよなあ？」

  　木にすがりつくコアラさながら、一いつ升しよう瓶びんにすがりついたユーキは意地悪な笑みを浮かべる。

  「別に、おれいつも答えてるじゃん。なんだよ、おれにインタビューかよ。別にいいけど、終わったらおひらきだからな。もうそれ以上飲むなよ」

  「飲まない、飲まない」

  　そう言いながら、ぐびびびびー、とユーキは一升瓶をラッパ飲みする。

  「飲んでるじゃねえか。いいけどさ。いや、よくねえよ。でも、んじゃ、ほれ、さっさと質問カモーン。こいこい、来やがれ、なんでも答えてやるぞ、おらおら、かかってこい」

  「そうかあ。それじゃあ、なにから聞こうかなあ」

  　ユーキはにやけながら天てん井じようを見上げ、「あれにしようか、これにしようか……」と不気味に呟つぶやきながら考えを巡めぐらせはじめた。

  　タマは身構える。

  　思い切り啖たん呵かを切ったはいいものの、ユーキの邪じや推すい通り、実は聞かれたくないことはたくさんある。息を呑のみ、目を凝こらして、ユーキの口元を注視した。

  　独り言が終わり、まっすぐに上方へむけられていたユーキの目線がタマへと戻った。挑いどみかかるような表情が浮かび、つやめいた桜色の唇がひらく。

  　そこから放たれた言葉は――

  「ｚｚｚｚｚ……」

  　がく――ん……と盛大にうなだれたのち、歯は茎ぐきを剥むき出しにした阿あ修しゆ羅らのごときタマの形ぎよう相そうが起き上がる。

  「人を緊張させといて寝てんじゃねえっ!!　起きろっ!!」

  「……うにゃっ!?　あれ……寝てた？」

  「質問するんだろうがっ。　聞きたいこと忘れたならそれはそれでオッケーだぞっ」

  「え……？　誰だお前!?」

  「おれを忘れんなっ」

  「ｚｚｚｚ…………」

  「また寝やがった……！」

  「ｚｚｚｚ……はい、タマ、あーんして、あーん……ｚｚｚ……ぞうきん……おいしい？　……ｚｚｚ……」

  「なんだその夢っ!?」

  「ｚｚｚ……そのぞうきん……わたしの手作り……ｚｚｚ……」

  「うれしくねぇ～～」

  「……うにゃっ!?　む、むぅ――ん……ここは……？」

  「起きたか、酔っぱらい。やりたい放題にボケやがって……寝るなら自分の部屋で寝ろよ」

  「うにゃっ。そうだ、質問をするんだったあ。あやうく忘れるところだったあ」

  「ちっ。覚えてやがった」

  「先生、しつもん、しつもーん」

  　赤ら顔のユーキは座ざ布ぶ団とんに正座すると小学生みたいに片手をぶんぶん振り上げる。

  　酔っぱらいに逆らってはならない。人生の鉄則に従い、タマはユーキのノリに付き合う。

  「はい、アホの久く坂さかくん。質問どうぞー」

  「先生と澁しぶ澤さわ美み歌か子こは、付き合ってたんですかあ？」

  　ぐしゃあ。

  　そんな擬ぎ音おんとともにタマは前のめりに崩れ落ちると、顔面を畳たたみに擦こすりつけながら、お尻を高々と天てん井じようへむけ、手足の先端をぴくぴくと痙けい攣れんさせた。

  　ユーキはタマの様子になど構うことなく、アホの子のように唇を突き出し、

  「美歌子とチューとかしてたんですかあ？　チュチュチュチューって、してたんですかあ？」

  　一いつ介かいのゲスと化して執しつ拗ように追究する。

  　タマは畳へ顔を擦りつけたまま、投げやりな声だけ酔っぱらいへ投げつける。

  「次の質問、どうぞー」

  「どうしてごまかすんですかあ。なんでも答えるって言ったじゃないですかあ」

  「先生、人の気持ちがわからない子は嫌いだなあ。いくらアホとはいえ、久坂くんはそんな子じゃないよねえ」

  「やっぱり恋人だったんだあ。だからそんなリアクションなんだあ。ふーん。へえ――」

  　タマは起き上がって居住まいを正した。相手は酔っぱらいだ、好きに言わせておけばいい、とおのれへ言い聞かせる。

  「なんとでも勝手に思っててください。はい、次の質問ありませんかー。ないならこのへんでおひらき……」

  「せんせー。せんせー」

  「はい、アホの久坂くん」

  「百ひやく武たけさんの弁当は、おいしかったですかあ？」

  「またそれかよ。うまかったよ、普通に。なんでそんな絡むんだよ」

  「どれが一番おいしかったですかあ。あと、一番まずかったのはなんですかあ」

  「なんでそんな気にしてんだよ。うまかったのは……トンカツかなあ。まずい、ってのは別になかったけど……」

  　タマの答えを受けてユーキは泣きそうな顔になり、

  「一番、ダメなおかずはなんだった？　一番、おいしくなかったやつ……」

  「どれもうまかったよ。ダメっていうか、そんなに冴さえない感じだったのは、そうだなあ、ほうれん草のおひたしは、そんなでもなかったかなあ」

  「ほうれん草のおひたし、かあ。覚えたぞ。ほうれん草のおひたしは、百ひやく武たけさんは上じよう手ずじゃないのかあ」

  「それを聞いてどうするつもりか知らんけど、あんまりアホなことするなよ。いいけどさ。質問は終わりか？　んじゃこのへんで……」

  「せんせー」

  「はい、アホの久く坂さかさん」

  「むかしの神かみ追おいって、どんなところでしたあ？」

  　タマの首が、かっくん、と再び前へ折れた。それから、呆あきれ顔が上がる。

  「お前、酔っぱらいのくせにいきなりシリアスな質問するなよなあ……」

  「いいじゃないか、教えてくれよう。調ちよう布ふ新しん町まちとはやっぱり全然違うのか？　違うとしたらどんなところが違う？　ずっと聞きたかったんだ、けどお前はいっつもごまかすし……」

  「むかしの神追ねえ……どんなとこ、っつってもなあ。いまじゃいろいろ尾ひれがついて、伝説みたいになっちまってるみたいだけど、別に、ただのよくあるでかい町だったぞ。まあ、集まってた連中が優秀だったのは認めるけど……」

  「うん、うん」

  「まあでもいかんせん、親分が馬鹿だったからなあ」

  　タマは自じ嘲ちよう気味に、へらあ、と笑った。ユーキは前のめりになって、

  「うん、馬鹿なのは認める。お前は、本当に、すごい馬鹿だ。感心するくらい馬鹿だ」

  「うわあ、やったー。久坂さんに褒ほめられたあ」

  「でも納得いかないんだ。そんなに馬鹿なのに、どうしてお前みたいなのがリーダーだったんだ？　澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけとか、美み歌か子ことか、白しら谷たに三さん座ざとか、頭が良くてまともそうな人じゃなくて、どうしてお前なんだ？」

  　ユーキの首が思い切り右側へ傾く。

  　へっ、とタマは鼻で笑った。床に転がっていたとっくりを掴つかんで、残っていたものを喉のどの奥に流し込み、自分を嘲あざけるように、

  「一番上に立つやつってのは、頭がいいやつじゃないんだ。二番目なら頭のいいやつが必要だけど、一番上はそれだけじゃいけない。もっと違うもんが必要になる」

  「なにが……？」

  「なんだと思う？」

  　タマは軽い遊びのように、ユーキに問いかけた。

  　ユーキは首をひねって、酩めい酊ていした頭で質問の答えを考えてみる。

  　統とう率そつ者に必要な資質――？

  「思いやり……かなあ。共同体に住む人や、配下の人たちへの優しさ」

  「あってもいいけどな。でも、それがあれば充分ってわけじゃない」

  「じゃあ、厳しさ……？　悪いことをした人間はきっちり罰ばつして規律を示せる、厳しさ」

  　へっ、とタマは鼻で笑って、ユーキから一いつ升しよう瓶びんをひったくると、天てん井じようを仰いで一気に飲んだ。

  　ぐいっ、と口元をぬぐって、諦あきらめたような笑みと一緒に肩をすくめてみせる。タマはユーキの質問に付き合うことを決めた様子だ。

  「必要だけど充分じゃない。あと、先に言っておくけど、もちろんおれもその資質は充分とはいえなかった。他の連中よりそこだけ少しはマシだった、って程度だ」

  　タマが真ま面じ目めになったことがユーキにもわかった。いつもはへらへらしていて真面目な話など絶対にしようとしないが、いまはそうではない。めったにない機会だ。

  　自分が酔っぱらっている自覚はあるが、ユーキは懸けん命めいに頭を醒ませて、タマが出した問題について考えを巡めぐらせた。

  「わからない。ヒントをくれ。たとえば、歴史上の人物で、誰がその資質をたくさん持ってた？」

  「アレキサンダー大王。ユリウス・カエサル。ナポレオン」

  　タマの即答だった。いずれ劣おとらぬ大人物たちだが、その共通点と言われるとユーキには判断しかねる。

  「大遠征も、ルビコン越えも、アルプス越えも、彼らのその資質なしには為なし得なかった。為したことの大きさが、その資質の大きさに直結している。これがヒントだ」

  　ユーキは考える。うかがうように、自信なさげに、浮かんだ答えを言ってみる。

  「決断力……？　遠征をつづける決断、ルビコン川を渡る決断、アルプスを越える決断……その決断がなかったら、彼らの偉業は達成出来なかった」

  「必要だけどな。それだけじゃない」

  「……わからない。降参だ。答えを教えて」

  　タマはへらっと笑って、目線を横へ流した。

  

  「自分の理想を叶かなえるために仲間を死なせる力だ。付き従う兵隊を嬉き々きとして死地へ赴おもむかせる力。幾十万の人間に、率そつ先せんしておのれの命を差し出させる力。まずはじめにそれがなければ、なにも出来ない。その力が幹みきになって、枝葉の実りをもたらす」

  

  「……仲間を……死なせる？」

  「そういう人間が一番強いんだよ。いまみたいな社会が混乱した状況だと、てっぺんに立つやつは、まずケンカが強くなきゃいけない。ケンカに勝つには数が多い方が有利だろ？　だからひとりでも多くの部下がいるやつが強いし、部下が親分に心しん酔すいしてればしてるほどケンカのときには有利だ。裏切らないし、危ないときも逃げないで踏みとどまるし、親分にいいところを見せようとしてがんばるからな。そしてその究極が、自分の生命を統率者に捧ささげる行為だ。それをやってのける連中が集まった軍団は、まず負けることはない。負けないから大きくなる。強く大きな軍団が背後にいれば、成なし得ることも大きくなる」

  　ユーキは頷うなずいた。酩めい酊ていしているため自制心を著いちじるしく欠いた状態だが、思考を駆り立てればなんとかタマの話についていける。いま、とても貴き重ちような話が聞けていることを自分に確認して、耳を澄まし、タマの言葉を頭ず蓋がいの側そく壁へきに刻みつける。

  　タマはまた酒をあおって、あらぬ方向へ目を送りながら、独り言のような言葉をつづける。

  「優れた統とう率そつ者ほど、この力は巨大になる。アレキサンダーはおのれの夢のためだけに数万の将兵にインダス川を越えさせた。カエサルはなぜルビコンを越えることが出来たのか。ガリア戦を戦い抜き、鉄の結けつ束そくを勝ち得た軍団が彼の背後にいたからだ。五月のアルプスを越えるナポレオンの背後には、革命の意志に満ちあふれる若い兵員たちがいた。西欧の格言に『神は常に強力な軍団に味方する』ってのがあったらしいが、まさにその通り。でかいことを成なし遂とげるには、なによりもまず、自分の命を惜しみなく統率者へ捧ささげる強力な軍団が必要になるんだ」

  　失った自分へ語っているみたいな、どこか遠い口ぶりだった。

  　ユーキはタマの横顔を注視した。そしてこころのうちで呟つぶやく。

  

  　――そんな軍団が、かつてお前にも付き従っていたんだな。

  　――レヴィアタンの旗を翻ひるがえし、兵へい站たんもないまま、地の果てを目指した三〇〇〇の仲間たちが。

  　――そうだろ？　霧きり崎さきキリヒト。

  

  　ユーキの目線の先で、タマは短く吐き捨てた。

  「優れた統率者は、自分の理想のために仲間たちを生いけ贄にえに出来る。その覚悟が持てないなら、はじめから人の上に立つべきじゃない」

  　答える言葉がユーキにはなかった。軽々しく相づちも打てない。

  

  　自分の理想のために仲間を生け贄に出来る――

  

  　なんて残ざん酷こくな力だろう。けれど、兵員を統率するものにはそれが必要になるという事実はなんとなく理解出来た。

  　いま、ユーキの脳のう裏りには、夏の白しら河かわ戦での出来事がよぎっていた。

  　あの戦いのさなか――ユーキがいた第一列は最前線で孤立してしまい、退路を断たれたまま白しら河かわ軍の苛か烈れつな波状攻撃にさらされた。指揮を執とるはずの高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろうは錯さく乱らんしたあげくに死んだふりを決め込み、急きゆう遽きよユーキが兵員を統とう率そつすることになってしまった。

  　そのとき、ユーキが第一列の兵員に出した指示は「勇んで死ぬ必要はない。生き延びることを考えてくれ」というものだった。その指示を受けた兵員はおのれの生存を優先し、敵に対してはっきりと及および腰ごしになってしまった。斬るつもりもないまま突き出された剣は、ただのお飾りでしかない。白河兵はかさにかかって一方的に第一列を攻め立て、牛うし丸まるとユーキの獅し子し奮ふん迅じんの働きによってなんとか撃退はしたものの、かえって死傷者を大勢出す結果になってしまった。

  　そののち、タマが炎の壁を突っ切って、ただひとり第一列の加勢に来てくれた。タマは当たり前の顔でユーキから指揮権を奪うと、布陣する白河軍決戦兵団を睨にらみつけ、疲ひ弊へいしきった兵員たちに檄げきを飛ばした。

  『お前たちは戦士だ。戦士は容よう赦しやしない。戦士は前しか見ない。敵を薙なぎ倒し、踏みにじり、斬り伏せろ。死を恐おそれるな。魂たましいを燃やし尽くせ。あいつらを全員ぶっ殺すしか、おれたちが生き残る道はない』

  　言葉は熾し烈れつだ。第一列の兵隊に「戦って死ね」と言っている。タマはその後もずっと、おのれの背後を振り返っては「絶対に退ひくな」「前のめりに死ね」を繰り返した。部下の命の尊とうとさを鑑かんがみない酷こく薄はくな檄、と評することは簡単だが、しかし結果的に、死にものぐるいになった第一列の兵員に白河兵は恐れをなした。目をぎらつかせ、退く意志を持たず、死をも恐れずひたすらに前へ前へ突き進んでくる戦士たち。先に腰が引けたのは、今度は白河兵の方だった。そして結果的に、タマが指揮を執った第一列の死傷者は刮かつ目もくするほど少ないものだった。タマが「死ね」と指示した結果、大勢が生き残っていた。ユーキが「生き延びろ」と言った結果、大勢が死んでしまったというのに。

  　ユーキの後悔はいまも尽きない。

  　もしもあらかじめ、兵員を率ひきいるすべを知っていたなら。タマみたいに、後ろを振りむいて「前のめりに死ね」と言えていたなら――助かっていた命がたくさんあったはずなのだ。自分の中途半はん端ぱな指揮のために死んでいった第一列の兵員のことを思うと、ユーキの胸はやむことなく痛んだ。

  　だから、タマが言う「生いけ贄にえ」というのはつまり、もっと大勢の命を救うための、これからの社会をよくするために必要な犠ぎ牲せい、と捉えることも出来るのではないか。言葉の残ざん酷こくさのなかに、ただそれだけではない、もっと大きな視野が含まれているように思えた。

  「わたしは……このあいだの戦いでたくさんの味方を死なせた。わたしがもっとちゃんと統率出来てれば、死ななくていい命があったはずなんだ」

  　気がつくとユーキはそんな愚ぐ痴ちをこぼしていた。酒の影響か、自制心が薄れていて、言っても仕方がない言葉が勝手にあふれてきた。

  「あのとき、お前が来てくれなかったら、きっと、もっといっぱい死んでた。わたしは……もっと上じよう手ずに人を率ひきいるすべを覚えたい」

  「まあ、場ば数かず踏むしかないけどな。おれだって最初の頃はひでえもんだったし」

  「どうやって慣れた？　なにかうまいやりかたとかないのか？　出来るだけ人を死なせずに、統とう率そつ力りよくを磨きたいんだ。もう町の人を無駄死にさせるのはこりごりだし、わたしのせいで死んでいった人たちのためにも、わたしは優秀な将になりたいんだ。なあ、教えてくれよ。いや、お願いだから教えてください」

  　ユーキは改まった態度で、タマにむかって殊しゆ勝しように頭を下げた。タマは嫌いやそうな表情で鼻からひとつ息を抜くと、

  「優秀な将、ねえ……」

  　呟つぶやいて、天てん井じようへと視線を這はわせる。

  　どうしたものか、とタマはこころのなかで呟つぶやいた。

  　最も簡単なやりかたをこの場で教えてやることは出来る。

  　けれどそれを知るのは、決してユーキ個人の幸せには繋つながらないだろう。他人の命を背せ負おうという事実は、もうそれだけで個人的な幸福の追求を不可能にしてしまうことをタマは知っている。

  　しかしながら――

  　この久く坂さかユーキという少女は、自分自身の幸福だけを追い求める人間でないこともまた知ってしまっている。ユーキは大勢の他人の幸せのために自分を犠ぎ牲せいにする種類の人間だ。だからいまだに、白しら河かわ戦における第一列の死傷者数を気に病やみ、自分を責めつづけている。タマから見たなら、あの場にユーキがいたからこそ、最前列が孤立するという悲ひ惨さんな状況に陥おちいりながらたったあれだけの死傷者数に抑えることが出来、それが勝利に繋がった、という見解なのだが、ユーキは微み塵じんもそんなふうに考えない。自分が至らなかった点だけを顧かえりみて、もっと良くなろうと努力する。だからこんなふうに、もっと上達するために一生懸けん命めいに頭を下げて頼んでくる。

  　はああ、とタマはわざとらしくため息をついた。そして一言、前もって言っておく。

  「いい将になるための近道はあるけどな。でも、はじめに言っておくけど、それを知ったところでお前の幸せにはならねーぞ。それでもいいんだよな？」

  「もちろん。調ちよう布ふ新しん町まちがずっと平和なことが、わたしの幸せだ。わたし個人のことなんてどうでもいい」

  「そう言うだろうと思った。でもなあ……いろいろ大変だぞ。不幸になったからって、あとでおれのせいにするなよ」

  　むっすー、と音を立ててユーキの両頬が膨ふくらんだ。

  「そんなことするもんか。全部自分の責任でやるさ。なにがあってもお前のせいにはしない」

  「あいよ。その言葉、忘れんなよ。で……調布新町を守るために優秀な将軍になりたい、と。そのためにお前がまずなにをすればいいか、って話だな」

  「うん。教えてください」

  「敬語やめろ、気持ちわりい」

  「わかった。さっさと教えろ」

  「いきなり命令かよ。いいけどさ。で、その目的を達成するためにまずお前がいまやるべきことは――自分だけの部隊を持つことだ」

  「わたしだけの――部隊？」

  　タマは真ま面じ目めな様子でひとつ頷うなずいた。それから、ユーキを試ためすように上うわ目めで睨ねめる。

  

  「お前のために命を捨てる覚悟を持った人間の集まりを作れ。底なし沼ぬまだろうが火山の火口だろうが閻えん魔まの口のなかだろうが、お前が指さした方向へ嬉き々きとして突っ込んでいける生きつ粋すいの戦士集団。山肌の傾斜に据すえられた機関銃陣地をめがけて、お前の名を叫びながら駆け上がっていける肉弾の群れ。そういう精神を持った兵隊の集まりが、お前を優れた将軍に担かつぎ上げてくれる。強い将軍ってのは兵隊が作るんだ。お前が本気で調ちよう布ふ新しん町まちを守り抜きたいなら、そういう兵隊が絶対に必要になる。まずはじめに、未来永えい劫ごう絶対にお前を裏切ることのない小規模な部隊を作れ。そいつらが核になり、外がい輪りんへ波及して、これからのお前を助けてくれる」

  

  「……!!」

  　タマの答えを受けて、ユーキの目が大きく見ひらかれた。タマの首が傾く。

  「ん？　なんかリアクション大きいな」

  「いや……同じようなことをこのあいだ町長から言われたんだ。これからわたしに専属の兵士を募つのるから、彼らを率ひきいて武む蔵さし野のの遊撃隊として活動してほしいって。役場の偉い人を通さずにわたしの一いち存ぞんで動く自立した部隊を作る計画らしい。言い方は全然違うけど、お前が言っていることと同じような内容の話だった。白しら河かわ戦のような悲ひ惨さんな戦いを繰り返さないために、どんな状況でもわたしに従う兵隊を揃える必要がある、って……」

  「へえ。その話、受けたのか？」

  「うん……」

  「ふーん。とっつぁん、狸たぬきだな。お前が絶対に調布新町を離れられない状況を作りやがった」

  「な、なんだそのイヤな言い方。わたしは町長の話に納得したから受けたんだ。それが町を守ることに繋つながるなら、喜んでやるよ」

  「まあなあ。やりたいってんなら止めないけどさ。で、その兵隊はもう決まってんのか？」

  「多た摩ま川がわ沿えん岸がん共同体から志願兵を募集して選考中だそうだ。定員五〇人。性別は問わないけど年齢制限があって、一七歳以下であることが条件」

  「お前とタメか年下ってことだよな。にしてもいきなり五〇人か。とっつぁん、奮ふん発ぱつしたねえ。けどそりゃお前は大変だなあ」

  「どんなふうに率ひきいればいいのかなあ。学校の先生みたいなもんかなあ」

  「最初にガツンとやるんだよ。とりあえず初日に一番強そうなやつを選んで、なんくせつけて、みんなの目の前で半殺しにしちまえ。残り全員、一発で言うこと聞くぜ」

  「出来るかそんなこと！　いきなり信頼を失うじゃないか！」

  「馬鹿、それが一番効率がいいんだよ。美み歌か子こなんか半殺しどころかぶっ殺……いや、あいつは特殊すぎるから参考になんねえか」

  「み、美歌子もいまのわたしみたいな経験をしたのか？　お前、そのときのこと知ってるのか？」

  「なに前のめりになってんだお前。あいつとお前じゃ全然性格違うから、聞いても参考にならんぞ。お前があいつのやりかたを真ま似ねたら、誰もお前についてこなくなる。それは保証する」

  「そ、そうか……」

  「ま、あんまり悩むな。失敗しながら自分のやりかたを見つければいいんだよ」

  「うん……そうだな」

  「でも失敗っつっても限度があるけどな。取り返しがつかないくらいな失敗しちまうとあとが大変だから、よく考えてから行動しろよ。馬鹿なお調子者が親分になっちまうと、子分がかわいそうだからな」

  　そう言ってタマは自分を嘲あざけるように鼻で笑った。

  　ユーキはその笑いに沈黙で応えた。

  　タマはまた酒をあおると、いつもみたいな能天気な調子に戻って、

  「以上。シリアスモード、おしまい」

  「……お前は……馬鹿じゃないよ。ちゃんといろいろ考えてるじゃないか」

  　なんとか絞り出したユーキの言葉に、タマはへらへら笑いで答えた。

  「酒は抜けたか？　んじゃ、そろそろ……」

  「待ってくれ。……まだ、どうしてもお前に聞きたいことがあるんだ」

  「なんだよ。んじゃ、その質問で最後な。きりないし。質問事項をよく厳選しろよ」

  「わかった、これで最後にする。だから、真ま面じ目めに答えてくれ」

  「失しつ敬けいなやつだな。おれはいつも真面目だぞ」

  　おどけた調子でタマはそう言った。

  　ユーキは言いよどんでいた。

  　尋たずねて良いことなのかはわからない。もしかするとこれを尋ねることで、タマとの関係が変化してしまうかもしれない。そんな予感がなんとなくした。

  　でも、いまは――酔っぱらっている。

  　そういう言い訳が、あとで出来る。

  　だから、もしも関係が変化してしまいそうになったら、その言い訳を使えばいい。

  　ずるい考えだ、と自分でも思う。

  　でも、ずるくてもいい。

  　どうしてもタマに確認を取りたいことがユーキにはあった。そしてもしも自分の望む答えをタマから得られなかったなら、酔っぱらっていることを言い訳にして、彼に自分の考えていることをひと息にぶつけてしまいたい。

  　酔っぱらっているふりをしながら、ユーキは尋たずねた。

  「お前……ずっと調ちよう布ふ新しん町まちにいるよな？　もう、調布新町の住人なんだよな？　どこにも行かないで、これからもずっと……町にいるんだよな？」

  　言ってから、うかがうような上うわ目め遣づかいでタマを見る。

  　タマは相変わらず、なにも考えていないかのような緩ゆるんだ笑みを浮かべている。ユーキの質問を受けて、なにげない動作で頭の後ろを掻かきつつ、あたかも質問されてはじめてその問題に気づいたような表情で、

  「あ――……そっか。言われて気づいた。言われてみるとそうだなあ。どうするんだろうなあ、おれ」

  　適当な調子でそう言って、ひとごとのようにけらけら笑う。

  　ユーキは咳せき込むように、座ざ布ぶ団とんに座ったまま身体を前へのめらせて、

  「いくあてもないんだろ？　それなら、調布新町にずっといればいいじゃないか。お、お前がいたら、その……リオが喜ぶんだ。一いちノの谷たにさんも、お前がいてくれてずいぶん助かってる、って言うし。斎さい藤とうさんだって、お前と一緒にお酒飲めて楽しそうだし……だから……」

  「まあ、そうだなあ。いい町だよなあ」

  「だろ？　どんな町より住みやすいよ。みんないい人だし」

  「だなあ。そうなんだよ、居い心ごこ地ちよくてさあ。だからずるずる居着いてんだよなあ、おれ」

  「うん、わかる、わかるよ。五年前はわたしだってお前と同じ、流れものだったんだ。住むところも、行くところも、どこにもなかった。でも調布新町はそんなわたしを受け入れてくれた。それだけじゃない。仕事をくれて、住むところをくれて、そのおかげで、わたしはいまとっても幸せに生活出来てる。もちろんわたしが特とく進しん種しゆだからそうしてくれるんだろうけど、でも、必要としてくれて、大事にしてくれて、わたしは幸せだし、だから……だから、お前だって、そんなふうに……ずっと……」

  　ユーキの言葉は頼りなく消えていった。思いを口にしながら、タマの事情は自分と同じではないことに気づいていた。

  　もう一度、タマの様子をうかがった。なんだか苦にがそうな、困ったような笑みがユーキの目の先に浮かんでいた。

  　思わずユーキは、したをむいた。

  「……ごめん。いきなりこんなこと言って……でも……」

  「やっぱお前、酔っぱらってんなあ」

  「……うん」

  　けへえ、と一度、あっけらかんと笑ってから、タマは明るい声で、

  「こりゃもう、明日の朝にはいま言ったことなんて全部忘れちまってんだろうな」

  「……うん。全部忘れる。お前が言ったことも、全部、忘れるよ」

  「そうかあ。おっけー。おれも絶対、明日には全部忘れてるからさ。約束してもいいぜ。必ず全部忘れる」

  「……約束するよ。明日になったら、なんにも覚えてない」

  　生き真ま面じ目めな顔を上げて、ユーキはそう言った。

  　障しよう子じ戸どのむこうの庭にはいまだ鈴すず虫むしの音ねがあった。しばらくふたりして、単調で澄みきった旋せん律りつを聴いた。

  　それから、タマはぽつりぽつり、時折うつむいたり横をむいたりしながら、おどけた調子で話した。

  「お前も知ってると思うけど、おれさあ、年とらねーんだよ。一五歳のときに姉ちゃんの作った薬飲んでからずっと、成長止まってんの。そのうえ、絶対死なねーし。一回だけ、これでやっと死ねるなー、うれしーなー、ってときがあったんだけど、馬鹿なおせっかい女が横からしゃしゃり出てきて頼んでねーのに助けやがって、また生きる羽は目めになったのね。それはどーでもいいんだけど、いや、おれにとっては全然よくねーんだけど、話を戻すと、つまり、おれ、基本的に絶対に死なないのね。だらしなくいつまでもずっとずっと生きてんの。わかる？」

  「うん」

  「そんなおれが町に住み着いちゃうと、いろいろ問題あるのよ。いや、お前らは別に平気かもしれんけど、おれ的に問題あるのね。たとえば、たとえばだぞ、ほんとにおれが調ちよう布ふ新しん町まちに住み着いたとして、だ。最初の何年かはいい。いまと同じく、きっと楽しく過ごせるだろう。みんなと仲良くはしゃいで、酒飲んで、馬鹿なことして、リオが作ったうまいもん食って、へらへらしながら無責任にいい加減に生活出来ると思う。最高。まさにおれの理想の生活。でも、でもな。一〇年も二〇年も経ったら、そう楽しくもねーんだな、これが」

  「…………」

  「たとえば二〇年後、お前は三七歳だろ。リオだって三二歳だ。ふたりとも確実にいまよりおばはんになってて、腹の周りに肉ついて、目尻に皺しわも出来て、肌も乾いて毛穴もひらいてるよな？　でも、おれ、ずっとこのすがたのまんまなんだよ。年とらねーもん。ひとりだけ成長しねーで、へらへらしてんの。で、四〇年、五〇年が経って、お前らはばあさんになって、ふがふが言いながら死んでいくんだ。おれはずっと、この格好のまんま、お前らが死んでいくのを見送ることしか出来ない」

  「…………」

  「……だから、正直、きついんだな。どうせいなくなるんだったらはじめから仲良くならなきゃ良かった、とか思っちまう。誰かを大事に思うことが怖いんだよ。どんなに大事な人でも、どうせいつかいなくなるのに」

  「……タマ……」

  「泣き言だけどさ。あぁ、愚ぐ痴ちだよ、わかってるよ。どうだ、おれ、情けねーだろ。でも、だから、きついんだよ。いつまでも調ちよう布ふ新しん町まちにいて、お前らと仲良くなると、引き返せなくなっちまう。その先には悲しいことしか待ってないのに。だから、どっかで、おれは町を離れなきゃいけないんだ。その方がおれ的に都つ合ごういいの」

  「…………」

  「町を離れる、って言ったって、永久に戻ってこないわけじゃないしさ。あちこち流れ歩きながら、一年か二年に一回くらい、気がむいたら調布新町に寄るし、そのたびに、お前とかリオが老けてく様子を指さしてげらげら笑ってやることも出来るし。その生き方がいいんだよ。そうやって生きるのがおれにむいてるの。わかる？」

  「…………」

  「以上。おしまい。いま言ったことは明日になったら忘れること。そんじゃ、もう寝ようぜ。さっさと部屋戻れよ」

  　いつもみたいな毒にも薬にもならない話を終えたときと同じ調子で、タマはへらへらしながらそう言った。

  　けれどユーキはタマのように振る舞えなかった。

  　タマの打ち明け話は、ユーキの内側へ悲しく響いていた。

  　永えい劫ごうともいえるタマの孤独――

  　そのわずかな片へん鱗りんが、さざなみのように緩ゆるやかに、ユーキのこころの側そく壁へきに何度も何度も打ち寄せていた。

  　――人はいつか死ぬ。

  　ユーキはそんな当たり前のことを胸のうちで呟つぶやいてみた。リオだって、静しずかだって、タケルもシュンも、斎さい藤とうも牛うし丸まるも一いちノの谷たにも、この地上に生きるみんないつかは死んでいく。人は大切な誰かの死を見送ることしか出来ないし、やがて自分も死んで誰かに見送られることになる。悲しくて寂しいけれども、それがこの世界の摂せつ理りだ。

  　でもタマは死ぬことが出来ない。タマに出来るのは大切な誰かが死んでいくのを見送ることだけで、自分は死ねない。彼はそれが辛つらいのだという。どうせいなくなってしまうのなら、はじめから知り合わなければよかった、という。

  　――それは、違う。

  　タマのその考えに、ユーキのこころがそんなふうに反論する。

  　――かけがえのない誰かとの別れが、ただ悲しみしか生まないのなら、生きることそのものがあまりに悲しすぎるじゃないか。

  　どんなにがんばって生きたとしても、どうせみんないつか死ぬのだから、がんばることに意味などない――タマの意見を突き詰めたなら、そんな虚きよ無む的な答えにしか行き着かない。そしてユーキのこころは、それは絶対に違う、とささやいている。

  　しかしタマの言っていることのなにがどう違うのか、どうやってそれをタマに説明をすればいいのか、ユーキにはわからない。

  　――ただ。

  「…………タマ」

  「なんだよ」

  「……タマぁ……」

  「な、なんだ、どうした、おい、なんでそこで泣くんだ」

  　タマの目の前で、ユーキはみっともなく顔を歪ゆがめ、ぽろぽろと涙をこぼしていた。

  　なぜそんなものが流れ出るのか、ユーキにもよくわからない。自分自身の意志を越えたところから、勝手に涙があふれてきていた。

  「わからない、わからないんだ、でも……」

  　止まらない。嗚お咽えつが勝手に洩もれ出てくる。

  「えええん。えええん」

  　ついにユーキは声をあげて泣きはじめた。予想もしない反応に、タマが焦あせる。

  「お前、かなり泣き上じよう戸ごだな。すげえ。忘れるって約束したけど、ここだけ覚えといてあとで笑いものにしてやろう」

  　軽口を叩くが、ユーキは泣きやまない。子供みたいにわんわんと泣く。

  「なんでお前が泣くんだよ。わけわかんねーよ。やめろ、泣きやめ、おれが恥ずかしい」

  「タマぁ。タマぁ」

  「なんだよ。鼻水垂たらすな。ガキかお前は」

  「タマ、おいで、ここにおいで、タマ」

  「なんだその呼び方。猫じゃねえんだから」

  「いいから、おいで、タマ、ここ、ここ」

  　泣きながらユーキは正座して、自分の膝ひざ近くの畳たたみを指さす。まるっきり、猫を呼ぶような仕草だった。

  「おいでタマ、おいでおいで」

  「猫かよ」

  　酔っぱらいには逆らわない方がいい。それを悟り、タマは言われるまま、ユーキの間近へ膝を進めた。

  「タマぁ」

  　短く呟つぶやくと、泣き腫はらしたユーキは両腕をひろげ、タマをぎゅっと抱きしめた。

  「おい」

  「タマ」

  　お互いに畳たたみに膝ひざをついたまま、ユーキはタマの背に回した手に力を込めた。

  　涙が止まらない。

  「タマぁ」

  「おい、待て、苦し……」

  「寂しかったね。ずっとひとりで、よくがんばったね」

  「おい、なに言って……」

  「くじけないで。もうすぐしたら、出会った意味がわかるから」

  　魂たましいの奥底から響いてくるなにかが、ユーキのなかで言葉になって、その桜色の唇から外へむけて放たれていた。あたかも姉が弟にするように、ユーキはタマを抱き留め、その髪を優しく撫なでていた。

  　タマの目が見ひらかれる。

  「マリ……？」

  「傷まみれだね。本当に優しい子」

  　泣きながら微笑ほほえみ、ユーキはタマの髪へ頬をすり寄せた。

  　タマは我われに返り、かろうじて言葉を絞り出す。

  「お、おい、酔っぱらい。お前、なんか普通じゃないぞ、大丈夫か？」

  　ユーキの表情には涙と嗚お咽えつと微笑みが同居している。あたかも聖母が御おん一人ひとり子ごを抱き寄せ、頬ずりをする聖堂画のごとく、ユーキはタマを抱いていた。

  　常ならぬ事態がユーキの内側に発生している。タマはそれに気づいた。

  「お前……!?」

  　タマは焦あせりながら片手をユーキとのあいだに差し込み、しがみつくユーキを押しとどめた。

  　涙を流しながら、ユーキは間近からタマを見つめる。濡れそぼった翡ひ翠すい色の瞳はどこか遠くを陶とう然ぜんと見ている。神がかりじみた表情だ。

  　明らかな忘ぼう我が状態とはうらはらに、はっきりとした言葉がユーキの唇からこぼれた。

  「レヴィアタンの旗をフォックスが運んでくる」

  「……おい」

  「逃げないでキリヒト。もう一度翻ひるがえすの、みんなと掲かかげたあの旗を」

  「……おい！」

  「誓いを忘れないで。近この衛え三兵団は永えい劫ごうにレヴィアタンの旗のもとに」

  　タマの口が唖あ然ぜんとひらいた。なぜ三〇年前に交わしたその誓いをユーキが知っているのか、理解出来ない。

  　ゆっくりとユーキのまぶたが閉じられた。

  　ひらいていた口元も締まる。

  　ぐらり。

  　ユーキの身体が前のめりに崩れた。タマは思わず両手でユーキを抱き留める。

  　タマの胸に顔を埋うずめ、ユーキは一度、大きく吐と息いきをついた。畳たたみに膝ひざをついたまま、上半身を完全にタマに預けきる体勢だ。

  「お前……」

  　タマの両目は依い然ぜんとして見ひらかれたままだ。理解を越えた事態が突然つづけざまに起こり、困惑の極みにある。

  　タマに抱き留められたまま、ユーキの瞳がゆっくりとひらいた。その翡ひ翠すい色には先ほどまでの異様な光は消え失うせている。

  「あれ……？」

  　ユーキは不審そうな声を洩もらした。ぱちくりと瞼まぶたをしばたたいて、自分がタマの胸に頭を預けていることを知った。

  「……え？」

  　顔を上げた。
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  　大きく見ひらかれたタマの眼まな差ざしが、すぐそこにあった。

  「タマ……？」

  　背中に彼の両手が回っていた。自分が強く抱きしめられていることを、ユーキは知った。なぜ自分がいまこんな体勢になっているのか、わからない。

  　ふたりの目が合った。

  　ほとんど同時に、どくん、とふたつの心音が鳴った。

  　身体を押し当てていたため、その響きをお互いに聞いた。

  　ふたりはどちらも動かなかった。

  　押し黙ったまま、タマはユーキの背中に両手を回していた。

  「タマ」

  　呟つぶやいて、ユーキの両手がためらいがちに上がった。

  　その手がおずおずと、タマの背中に回る。

  　音もなく、ユーキの手のひらがタマの背に添えられた。

  　ぎゅっ。

  　細い腕に力が籠こもる。

  　タマの口がひらく。

  「ユーキ」

  　ユーキの背中に回された手にも力が籠る。

  　小さくて柔やわらかい身体が、タマの胸に押しつけられた。

  　唇を閉じたまま、ユーキの背中がわずかに反る。

  　ふたりの心音が共鳴していた。

  　ふたつの生命がとても強い、根こん源げん的な力で、近しい人を引き寄せていた。

  　障しよう子じ戸どのむこう、秋の虫たちは寝静まっていた。庭に据すえられた灯とう籠ろうの灯りの直上に、幾千の星の彩いろどりがあった。夜空の低いところから月明かりがまっすぐに差し込んできて、影絵みたいなふたりの輪りん郭かくを蒼く縁取っていた。

  　押し黙ったまま、ふたり揃って、目線を月明かりが染める庭へとむけた。

  　刹せつ那な――

  　ふたりの視界に、夜の庭のど真ん中に正座して、昔のアニメの美少女ヒロインなみに瞳をおっぴろげた羽は染ぞめ静しずかが映じた。

  

  「う、うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

  「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

  　完全無欠な不意打ちだった。ふたりは飛び退のくようにしてお互いから離れ、畳たたみのうえによつんばいとなり、はいはいする赤ん坊さながら手足をばたつかせて逃げ惑った。

  　上下ともえんじ色のジャージに身をつつみ、顎あごのしたあたりで切り揃えた黒髪と凍いてついたような無表情。調ちよう布ふ新しん町まちを守る五人の兵士職のひとり、派は遣けんくのいち、羽は染ぞめ静しずか、一九歳。

  　いつものように両目を閉じると、静は無表情を崩すことなく、足音も立てずに縁えん側がわまで歩み寄ってきてぺこりとおかっぱ頭を下げる。それから一切の感情が剥はげ落ちた無機質な言葉が夜闇へぼそりとこぼれ落ちた。

  「失礼。おふたりの視力では闇のなかのわたくしは見えまい、とタカをくくっていたのですが、意外に見えてやがったようですね」

  「勝手なタカをくくるなっ!!　見えてやがった、ってどんな言いぐさだっ！　覗のぞき見なんて最低だぞお前っ!!」

  「いえ、覗き見というより、わたくしが訪れたときはすでにおふたりとも濃厚な気配を醸かもし出しており、わたくしは口を挟む機会を完全に逸いつしまして。ならばこのまま座して静観するのみ、と決意して、僭せん越えつながらおふたりの青春を鑑賞しておりました」

  「青春を鑑賞するなっ！　いたんなら声くらいかけろっ!!」

  「いえ、ですが、ことが終わってからでも良いかな、と思いまして」

  「ことってなんだ!?」

  「ことってなんですか!?」

  「ファックのことです」

  「いや～～っ」

  「いきなり直球投げんな！」

  「ファック、ファッカー、ファッケスト」

  「いや～～っ」

  「どこの国の言葉だっ！」

  「いえ、どうやらわたくしのせいでせっかくの雰ふん囲い気きが台無しになったようなので、得意のアメリカン・ジョークで場を和なごませようと」

  「そんなのアメリカン・ジョークじゃないやいっ」

  　畳たたみの上に寝っ転がって、タマはじたばたと手足を動かしながら回転した。どうしてもタマは、矢や継つぎ早ばやに繰り出される静のボケに大おお仰ぎようなリアクションで応えてしまう。もはや先ほどまでのふたりきりの密ひそやかな雰ふん囲い気きは星空の彼方かなたへ消し飛んでしまい、無表情を崩すことなくただひたすらその場の思いつきのボケをかましつづける静と、しなくていいのにいちいち懇こん切せつ丁てい寧ねいにリアクションを返してあげるタマ、耳の奥にこびりついた「ファック」という単語のけがらわしさを洗い流すために目を閉じて両耳を押さえ、部屋の隅でぶるぶる震えるユーキがいるだけであった。

  　ボケ倒すだけボケ倒したのち、ようやく満足したのか、静しずかは胸の前で両腕を組んで客間の惨さん状じようを冷然と見やった。タマの反応が大きすぎて、畳たたみのうえにはとっくりや一いつ升しよう瓶びん、ひっくり返った膳ぜんと皿が散乱していた。

  「おふたりの愛の巣がもはや跡形もありませんね」

  「愛の巣ってなんだ」

  「ところでわたくしの夕ゆう餉げはいずこへ」

  「へ？　お前、ここでメシ食うはずだったの？」

  「わたくしはそのためにここを訪れた次第。覗のぞきが目的ではございません」

  「あ……そういえば役場の人からそんなこと聞いてたような気がする。そうだそうだ、お前、先週からずっと白しら河かわで仕事してたんだよな。わりぃ、すっかり忘れてた。なんか二人前にしては食事の量が多いなあ、とか思いながら、おれが全部食っちまったよ」

  「うぬう。今宵こよいはこころゆくまで豪華な夕餉を無料にて堪たん能のうすべく、朝から食事を抜いて備えておったのですが。無念です」

  　静のお腹がもの悲しそうに、ぐぅ～、と鳴った。派は遣けんくのいちの日給はかなり安いらしく、静は食事のときはいつも具の入っていない麦むぎ飯めしのおにぎりを頬張っている。年頃の少女なのに飾り気もなく、着ているものもいつも同じジャージだし、経済状況が苦しそうなことはタマもわかっていた。

  「うわあ、わりーことしたなあ。そうだったなあ、静って貧乏なんだよなあ」

  「はい。日給はほとんど故郷へ仕送りしておるゆえ」

  「ならお前、酒飲む？　料理はもう無理だろうけど、酒ならまだ出してもらえそうだし。簡単なつまみとかも、宿の人に頼めば作ってくれるかもよ」

  「うぬう。お酒ですか。わたくし、摂せつ取しゆしたことがありませんが」

  「へえ、そっか。いい機会だから飲んじゃえよ。さっきユーキもはじめて飲んだんだけど、ひでー酒乱だったぜ。まあ静はユーキよりはマシだろ」

  「空すきっ腹ぱらに酒を入れると悪酔いすると聞きかじったことがあります」

  「あぁ、まあ、大丈夫だろ、死にゃしねーよ。あ、すいませ――ん。お酒追加―。あと、これでつまみ作ってくんないかな？」

  　タマは仲なか居いを呼ぶとチップ代わりに貴き石せきの欠片かけらを弾はずんだ。仲居は笑顔で頷うなずくと、いそいそと厨ちゆう房ぼうへ戻っていく。タマの笑顔が静とユーキへむけられ、

  「ま、静も来たことだし、もうちょい夜よ更ふかしするか。ユーキはもう飲むなよ？　お前がまた暴れると大変だから」

  「うん……静しずかさん、こんばんは。お疲れさまです……」

  　憔しよう悴すいした表情でユーキは居住まいを正すと、静に挨あい拶さつをして散乱したものを片付けはじめた。ほどなくして仲なか居いたちが頼まれたものを運んできて、宴会は第二幕を迎えた。

  　静の膳ぜんには炙あぶった干ほし魚ざかな、冷や奴やつこ、甘く煮た豆が並べられた。座ざ布ぶ団とんにちょこんと正座して、静は両目をつむったまま、わずかな喜びを無感情な口ぶりににじませて、

  「充分な馳ち走そうです」

  「チップが効いたな。んじゃ食っちまえ。あと、ぐ――っといけ、ぐ――っと」

  　へらへらしながら、タマは静のおちょこに日本酒を注ぐ。ユーキが心配そうに、

  「静さん、気をつけてください。わたしの二の舞だけは……」

  「ぬう。なにせわたくしもはじめてなもので、以後の保証はいたしかねますが……では一いつ献こん、いただいてみましょう」

  　干魚の尻尾しつぽを口からはみ出させながらそう言って、静はおちょこを口に運んだ。飲み干して、ぷふう、とひとつ息を抜く。

  「なにやらよくわかりませんが、胃の腑ふの底が熱くなるような」

  「おぉ、いけるねえ。食い物少ないから酒で紛まぎらわせ、ほれほれ」

  　静は再びタマのお酌しやくをおちょこで受けながら、お酒があふれそうになったところで、よくいる酔っぱらいのように唇を突き出して、

  「おっとっとっと」

  「なんだそのリアクション。まあいいや、飲め飲め静、でもユーキみたいになるなよ」

  　ぐいっ。ためらいなく静は二杯目を飲み干す。

  「ぷふう。なるほど。これがお酒というものですか。おいしいような、おいしくないような。なるほど」

  「飲めー。飲めー」

  「おっとっとっと」

  「さてはそのリアクション、自分でやってて気に入ったな」

  「はい。以後、使い回します」

  「静さん、無理はしない方が……」

  「静はたぶん大丈夫だよ、お前じゃないんだから。あれ、もう空けたのか？　んじゃ、さっそく四杯目」

  「おっとっとっと」

  「それ言うときの顔、面白いな。唇のかたちが特に」

  「おっとっとっと」

  「うお、完全に気に入ってやがる。そのギャグ、おれにもくれよ。こんど準じゆんちゃんに見せてやろうっと」

  「なりません。このギャグの知的所有権はわたくしに帰属しております。無許可で使用したなら賠ばい償しよう請せい求きゆうも辞さぬ構え」

  「せこいなー」

  「おっとっとっと」

  「うわあ、でもやっぱりいいなあ、そのギャグ。表情がいいよ、表情が。おれもやりたいなー」

  「このギャグを完全に使いこなせるのはわたくしのみ」

  「なんか言い方かっこいいな。まあいいや、飲め飲め、静しずか。腹いっぱい飲め」

  「おっとっとっと。お――っとっとっと」

  「うわあ、いいなあ。いいギャグだなあ」

  　静はタマが注ぐ酒をぐいぐいと飲み干していく。一方、部屋の隅っこでユーキは仲なか居いに水を頼み、ちびりちびりと舐なめながら、おのれのギャグに耽たん溺できする静とそれをうらやむタマを横目に見つつ、自みずからの酔いを醒さましていった。

  

  　三時間後――

  　げんなり、という感情をこれ以上ないほど顔のうえに刻み込み、タマは畳たたみにあぐらを組んだまま深くうなだれていた。その背後ではユーキが横になって健すこやかな寝息を立てている。

  「聞いておられますか、タマさん。むろん聞いておられますね。さて、以上がわたくしの叔お父じの生い立ちから死に至るまでの物語でありましたが、つづけてわたくしの叔お母ばの生い立ちから死に至るまでの物語を耳の穴をかっぽじって一いち言ごん一いつ句くお聞き逃のがしなく、息を呑のんでお聴きください」

  　タマの眼前では静が正座したまま、まっすぐにこちらをむいている。目はいつものように閉じていて、背筋はぴんと伸び、肌色も普段と変わりなく、語調も静せい謐ひつで落ち着いており、ぱっと見ただけでは素面しらふのときと変わらない。

  　しかし――静は手ひどく酔っぱらっている。それがタマにはわかる。

  「聞いておられますか、タマさん」

  「あ、あぁ、聞いてる、聞いてる」

  　適当に調子を合わせたタマのむかいで、静は正座したまま一いつ升しよう瓶びんを鷲わしづかみにし、天てん井じようをむいてゴボボボボとラッパ飲みしたのち、音も立てず瓶をきちんと自分の傍かたわらに直立させ、とても落ち着いた口調で、鬱うつ陶とうしいことこのうえない暗くてじめじめした親しん戚せき話をいつまでもいつまでも一方的に話し続ける。

  　タマにとって、ものすごくどうでもいい内容の話である。

  　興味もなければ会ったこともない静の親戚の話を延々と聞かされたところで楽しいはずがない。しかもその親戚というのが本当にただの一般市民であり、波は瀾らん万ばん丈じようの忍者人生を送ったわけでもなく、普通に生きて普通に亡くなった人の話なのである。叔父の作った芋いもが村のコンテストで三番になっただの、叔お母ばが編んだわらじは評判が良くて村中のひとが履いていたのにお隣となりの佳けい子こさんだけはなぜか決して履こうとはしなかっただの、祖そ父ふがイノシシを捕るために仕掛けた罠わなにある日美しい鶴つるが捕まっていたけど祖父は躊ちゆう躇ちよなく焼き鳥にしただの、ものすごくどうでもいい話が終わりなく静しずかの口から洩れ出てくる。

  　盛り上がりもないまま、しょぼしょぼといつまでも滴したたり落ちる、老人の放ほう尿にようのような静の思い出話だった。静が酔っぱらっていることを確認するため、試ためしにタマは静の閉じられた瞼まぶたを指先でつまんであけてみた。案あんの定じよう、静の右の眼球は時計回りに、左の眼球は反時計回りにぐるぐると回転していた。見てはいけないものを見てしまったことを悟り、タマは無言で静の瞼から指先を離すと、再び深々とうなだれた。

  「聞いておられますか、タマさん」

  「聞いてます、聞いてます」

  「さて、以上が叔母の人生でありましたが、つづきましてわたくしの叔お父じの生しよう涯がいを語ろうかと思います。耳の穴をかっぽじってよくお聴きください」

  　叔父の話はさっき聞いた気がするが、そうか、叔父がふたりいるんだな、と思ったが、静の口から洩れ出てくるのは先ほど聞いたのと全く同じ叔父の話だった。出口のない蟻あり地じ獄こくへ陥おちいったことをタマは知った。きっとこの叔父の話が終わったなら、さっきと同じ叔母の話がはじまり、それが終わったら今度はまた叔父……。想像するだけで身の毛がよだつ。

  　いつまでもこんな酔っぱらいに付き合っていられない。タマはユーキみたいに酔っぱらって寝込むことに決め、残った酒をぐいぐいと飲み干しながら静のネバーエンディングストーリーに耳を傾けているふりをしつつ、安らかな眠りの訪れを待った。

  　しかし――くわっ!!

  　なんの前触れもなく、いきなり静の両目が見ひらかれた。アニメの美少女みたいなきらきらしたふたつの瞳がタマへ突き刺さる。タマは思わず後ろへのけぞり、

  「な、なんだ、今度はどうした」

  　正座したまま、静の瞳が素早く周囲一帯をまんべんなく睨ねめ回す。そしてその目が、深夜の庭先の一隅へ据すえられた。

  　びきぃっ、と音を立てて空気が凍るのをタマは感じた。静の口がひらき、先ほどまでのぐだぐだした口調とは一変、鋭するどく尖とがった言葉が放ち出される。

  「おのれ宗むね矩のりっ!!　監視とは卑ひ怯きようなっ!!」

  　タマは振り返って、静の目線の先を追った。

  　中庭に垂たれ込めた暗闇のなか、黄色と白の毛並みの猫がちょこんと座って首を傾け、静の剣幕を眺めていた。

  　酔っぱらいのやることに突っ込んではならない、とタマは自分に言い聞かせ、静と猫の睨にらみ合いを見守った。

  　宗むね矩のりと呼ばれた猫は、ぎゅやー、とひと声、かわいらしく鳴いた。

  「仕送りはしておるっ！　あれでは足りぬというのかっ！」

  　ぎゅやー。

  「なんというごうつくばり！　羽は染ぞめ流りゆうを食いつぶす気かっ！」

  　ぎゅーやーぎゅー。

  「愚ぐ弄ろうするなっ」

  　酔っぱらっているとはいえ珍しく取り乱した静しずかはジャージの袖そで口ぐちから苦く無ないを二本、目にも留まらぬ早さで取り出すと躊ちゆう躇ちよ無く庭先の猫へむかい投げ放った。

  　ぎゅやー、と鳴いて、猫は素早い身のこなしで苦無をかわすと、静に背をむけて一いち目もく散さんに逃げ去っていく。

  「おのれ、逃がさぬっ」

  　言葉にたっぷり怒気を込め、静は客間を飛び出すと猫を追って闇のなかへ駆け去っていった。

  　遠くの方から、ぎゅやーという鳴き声と静の怒声が聞こえてきたが、やがてそれもなくなって静寂しじまが戻ってきた。

  「あいつも酒乱だったか。やれやれ」

  　ひとりになったタマはそう呟つぶやいて、あくびをひとつした。部屋の隅ではユーキが横になって穏やかな寝息を立てている。タマもまたそのままころんと畳たたみのうえに寝転がり、重い瞼まぶたを閉じた。

  　こうしてようやく長い一日が終わり、安らかなまどろみがタマの意識を覆おおっていった――

  

  　翌朝――

  　一晩中、徹底的に酔っぱらって語り明かした翌朝に押し寄せてくる、あのどうしようもないほどの居い心ごこ地ちの悪さ、容よう赦しやなく精神を切り刻む恥ずかしさを魂たましいの芯しんにまで味わいつつ、タマとユーキは起き上がって寝ぼけた顔を合わせた。もちろん静のすがたは当たり前のように消え失うせている。情け容赦なく、ふたりっきりの朝だった。

  「……よう」

  「……や、やあ」

  　この気まずさに対して経験値の足りないユーキは、真っ赤な顔でうつむいてしまう。障しよう子じ戸どのむこうから透明な朝日が客間の深いところまで差し込んでくる。

  　清せい澄ちような朝の光にさらされて冷静さを取り戻した頭脳が昨夜の自分に対してこころゆくまでツッコミを入れ、問題点を指摘し、反省を促す。すみません、もう飲みませんと冷静な頭脳に対して詫わびを入れながら、ユーキはうつむいたまま目線を横に流して、

  「な、なんにも覚えていないぞ。わたしは昨夜、なにをしたかなんて、全然覚えてない」

  　酔っぱらい特有の言い訳を放つ。

  　しかしタマはさすがに経験値充分、この気まずさに対して真正面から立ちむかう。そうするのが最さい善ぜんだから、ではない。どうせ逃げ場などないのだから、一番面白いやりかたで対処しよう、という投げやりな姿勢のあらわれだ。

  「うそつけお前、明らかに全部覚えてるじゃねえか。なんだありゃ。ボケ倒すだけボケ倒しやがって。馬鹿かお前は。いい加減にしろ」

  「う……。い、いや、ほんとだ、ほんとになんにも覚えてないんだ」

  「うそつけ。おれに説教したり、あつかましい質問したり、その質問の途中で寝たり、むちゃくちゃだったじゃねえか」

  「え……ええ？　そうなのかあ？　覚えてないなあ。全然、なんのことだかわからないよ」

  　台詞せりふを棒読みするような語調でへたくそなごまかしを入れながら、ユーキは溶岩のごとく赤面し、目線をあらぬ方へむけ、身体をしおれさせる。それを見たタマはさらにかさにかかって責め立てる。

  「なんだそのごまかし方は。棒読みじゃねえか。ほんとは全部覚えてるだろ、お前」

  「覚えてない。覚えてないよ」

  「おれのパンツ脱がして頭からかぶって、わけわかんねーオリジナルポエム朗ろう読どくしながら宿中走り回ったのも忘れたってのか」

  「そ、そんなことしてないっ！　それはやってないぞ！」

  「宿の張り紙食ったり、布ふ団とん食ったり、庭の土食ったり、他の部屋に勝手に入って眠ってるお客の顔に油性ペンで落書きしたのも忘れたってか」

  「おい、侮ぶ辱じよくするなっ！　それはやってない、絶対にしてないぞっ!!」

  「やったよ。おれ見てたもん。やった、やった」

  「してない！　してない！」

  「町に帰ってみんなに言いふらしてやる。お前が酔っぱらってやったこと、リオとか景けいちゃんとか準じゆんちゃんに教えて笑いものにしてやる」

  「おいお前、ほんとにいい加減にしろっ！　そんなふうに悪意のある噂うわさを流すなんて最低だぞっ！　わたしはほんとにそんなことやってないからな。お前があることないこと言いふらしたら、本当のこと、静しずかさんに証言してもらうから。うそつき扱いされるのはお前だぞ、それを覚悟してやれよ」

  　ユーキは怒りのあまりに顔を紅こう潮ちようさせて猛抗議した。しかしタマはへらへらしながら、その場で思いついたユーキの痴ち態たいネタを披ひ露ろうしてますます怒りをかき立てる。

  「お前はなあ、いきなり逆立ちして、こっちむいたまま木を登りはじめたんだ。仲なか居いさんたちが真っ青になって震えてるのに、木登り、木登りってぶつぶつ言いながら、その体勢のまんま枝から枝へ猿さるみたいに飛び移ってた。やれやれまったく、妖怪かお前は。あぁ気持ち悪かった。思い出しただけで吐き気がしてくる、おえー」

  「そんなことするかぁぁぁぁっ!!」

  　遂ついにユーキの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れ、容よう赦しやない回し蹴りがタマの顔面を捉えた。哀あわれなタマの肉体は弓ゆみなりに反って障しよう子じ戸どのむこうに広がる庭園上空に美しい放物線を描き出す。

  　どぼーん、と池に水しぶきが上がり、ぶくぶくぶく……とタマは沈んでいく。

  　縁えん側がわに仁に王おう立だちのまま、肩で荒く息をつきながら、ユーキは沈みゆくタマへむかって声を荒らげた。

  「助けないぞっ！　わたしは助けないからなっ！　お前が悪いんだ、自じ業ごう自じ得とくだっ！」

  　怒鳴り声はしわがれていた。ユーキの怒りは本物だった。

  　やり口としては最低にして最悪だがとりあえず昨夜の気まずさは払ふつ拭しよく出来たことを確認し、タマはぼうふら臭くさい水を大量に飲み込みながら、鼻の穴から気泡のかたまりを噴出しつつ、安らかな表情で池の底へと沈んでいった――

  

  　タマとユーキがそんな楽しい旅を満まん喫きつしている一方、今後の白しら河かわ領りよう運営に関して、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうは非常に難しい交こう渉しように臨のぞんでいた。

  　この時代、ふたつの勢力が交渉の椅い子すにつくということはつまり、互いの武力が拮きつ抗こうしているということだ。ケンカをしたなら双方共に深く傷つくだけでメリットが少ないから、交渉の席につくことで出来るだけ多くの利益を得ようとする。しかし、交渉するということは必ず相手に対して譲じよう歩ほするということでもある。だから、こちらは出来るだけ譲歩せずに、相手からより多くの譲歩を引き出すための術策が交渉の際は必要となる。

  　相手を譲歩させるには、出来るだけ多くの手札を持っている方が有利である。だから今回の話し合いの趨すう勢せいは終始、八はち王おう子じコロニー市長、百ひやく武たけ岩いわ友ともに有利だった。戦前から戦勝後のことまで視野に入れたうえで必要な手札を準備していた岩友に比して、戦勝のみに傾けい注ちゆうせざるを得なかった啓十の手札は少ない。八王子が調ちよう布ふ新しん町まちの要よう請せいを受けて派は遣けんした二〇〇名もの援軍は啓十に恩を着せるに充分であるし、白河市庁舎を武力占せん拠きよし所有権を主張することでさらなる嫌いやがらせを啓十に加えることが出来る。調布新町側も白河市街地を略りやく奪だつし、白河が保有していた財貨を所有してしまったため、八王子側の行動を非難することが出来ない。第一列を率ひきいていた高比良啓けい一いち郎ろうによる安あん易いな略奪が調布新町にとって泣きどころだった。そしてその泣きどころを見み逃のがしてくれるほど岩友はお人好しではなかった。

  　岩友の狙ねらいは「白河市庁舎の所有」ではない。それは相手から譲歩を引き出すための手札のひとつに過ぎない。岩友が欲しいのは「武む蔵さし野の勢の軍事最高指揮権」であった。白河市庁舎の所有権を放ほう棄きする代わりに「統とう帥すい権」を寄よ越こせ、というわけである。

  　非常に危険な要求である。暴力装置の発動・運転・停止の権限が全て岩友一個人に委ゆだねられてしまったなら、その力を背景にして今後の武蔵野勢の維持運営に関する全ての機構システムが岩友の一存で決定されてしまう。

  　受け入れるわけにはいかない。しかし、要求を言下に無視することも一いつ笑しように付ふすことも出来ない。それをやれば八はち王おう子じとの武力衝突すらあり得る。暴力によって解決する羽は目めに陥おちいってしまえば、むこうもこちらも手痛い損失を被こうむるのである。いま啓けい十じゆうに出来ることは岩いわ友ともの無茶な要求を舌の力で緩かん和わして、出来るだけ調ちよう布ふ新しん町まちの譲じよう歩ほ分を少なくして着地する、それのみである。

  　啓十は粘ねばった。

  　圧倒的に不利な手札を駆使し、ひたすら慇いん懃ぎんに、しかし卑ひ屈くつになることはなく、岩友の挑発や脅おどしをなだめすかし、感情に身を委ゆだねることなく、ときにユーモアさえ交えながら、やりすぎることもやられすぎることもなく、五日間にわたる交こう渉しようを戦い抜いた。

  　結果――

  　今後、武む蔵さし野の勢の大同団結を志向することで両者の思惑は一致した。

  　白しら河かわが保有していた領土と権益に関する多くの部分を八王子コロニーへ持っていかれたものの、軍事に関するもろもろは今後、武蔵野に含まれる中小共同体の長たちの合議制によって決定されることで落ち着いた。岩友には拒否権と、総数の三分の一に相当する入れ札が割り振られた。八王子が反対したなら武蔵野勢は戦争をすることが出来ず、また戦争をはじめる際には八王子の事情が他を圧して優先されることが確約されたわけである。

  　この話し合いにより、武蔵野勢内部における勢力図はほぼ決したといっていい。八王子コロニーの動向に調布新町が左右されるかたちである。もともとの勢力からして八王子の方が大きかったから仕方がないともいえるが、町内全ての力を結集して命がけで白河戦を戦い勝利したにしては、調布新町が得た利益はそれほど多いとはいえない。戦前にタマが心配していた通り、八王子コロニーの援軍を得た引き替えに戦勝後の利益の大半をむこうに持っていかれた格好だ。

  　しかし――調布新町はいまだ存続している。そして以前より発展している。多た摩ま川がわ沿えん岸がん共同体の大同団結も、白河戦を戦い抜いたことで実現の見通しが出てきた。状況は戦前よりも確実に良くなってきている。

  　それを思って、啓十は顔を上げる。

  　啓十がなによりも優先することは「調布新町がいつまでも平和であること」、それのみ。そのためであれば戦争もするし屈くつ辱じよく的な譲歩もするし、ときには汚い手段も使う。

  　ユーキを舌先三さん寸ずんで丸め込んで「久く坂さかユーキ親衛隊」とも呼ぶべき部隊を持たせようとしているのも、なによりもまず調布新町の維持発展を優先したためだ。

  　ユーキは自分だけの部隊を持つことで、個人の意志を放ほう棄きして一生しよう涯がいを調布新町に捧ささげる立場に追い込まれたに等しい。本人はまだそれを自覚していないし、そうなるであろうことを啓十はユーキに一切教えていない。彼女に言ったことは「自分の部隊を持って自由に活動してくれ」という一言だけだ。余計なことを教えて拒否されるわけにはいかない。まずはユーキが絶対に調ちよう布ふ新しん町まちから逃げられない状況を創出しなければ、岩いわ佐さ木きと同様、ユーキもいつか町を去ってしまう危険があった。それをさせないために、啓けい十じゆうは「自分だけの部下」を持たせてユーキを調布新町に「縛りつけた」のである。

  　――許せ、久く坂さか。

  　啓十も人間だ。真ま面じ目めで一本気なユーキの性格を利用して罠わなに嵌はめたことで、その胸はいまも痛んでいる。もしも私情を優先することが許されるならユーキにそんな役目を負おわせたくない。啓十がただの市し井せいの人であったなら、ユーキにはどこにでも好きなところへ行き、普通の幸せを見つけてほしいと願うだろう。しかし町長としての啓十は、ユーキほどの戦力をむざむざ捨て置くほど無能ではない。幾いく多たの交こう渉しようで「久坂ユーキ」という強力な手札をちらつかせ、ここぞというところで卓に提示してきた。調布新町が平和に発展をつづけていくために、これからもこの手札には役に立ってもらわなければならない。

  　父から受け継いだこの町を生しよう涯がいにわたって守り抜く責任が啓十にはある。そのためであれば自分以外の全ての人間を騙だます。必要であれば裏切りさえする。そしてそれに伴ともなう痛みはおくびにも出さない。なにごともない表情で町内外の様子に目を配り、発生する問題に粛しゆく々しゆくと対処しつつ、町の人々の笑顔と元気に畦あぜ道みちを駆け回る子供たちを眺めてわずかにこころを和なごませる。それがこの高たか比ひ良ら啓十という人の無ぶ骨こつに過ぎる生き方だった。

  

  　調布新町一行が白しら河かわを発たったのは到着から七日後のことであった。暦こよみはもう一〇月に入っていた。来たときと同じく、先頭にタマとユーキ、つづいて啓十を含む上役四名、後方に兼けん業ぎよう兵士八名という隊列を組み、馬首を西へむけてひび割れた路面に蹄ひづめを刻む。

  　空は曇っていた。秋なのに低い雲が行く手にどこまでも垂たれ込めていた。奇怪なすがたの鳥たちがしわがれた鳴き声をあげながら曇どん天てんのしたを遊ゆう弋よくしていた。やがて靖やす国くに通り沿いに霞かすみが立ち籠こめ、空から白銀の幔まん幕まくが降りてきて、馬のたてがみがじっとりと濡れそぼった。水溜まりに足を取られながら、一行はしんしんと調布新町を目指した。冷たい雨はずっとやまなかった。



  


  五．

  

  　火ひノの山やま。

  　関かん門もん橋きようの下しもの関せき側たもと付近にぽっこりとしたきれいな円えん錐すい形の山肌をさらす、高さ二八〇メートルほどの孤こ山ざんである。ここから関門海かい峡きようを一望のもとに見晴らせるため、かつての時代は海上保安部レーダー局が山頂付近に設置され、海峡を渡る幾いく多たの船せん舶ぱくの安全を見守っていた。当然、対岸の九州門も司じ港こうも視界のうちに入っており、遠とお眼鏡めがねを当てたなら秋の澄んだ大気のむこう、旧門司港レトロ地区にひしめく日ひゆう向がコロニー軍兵のすがたも手に取るように見て取れる。

  「潮ちよう流りゆうが変わる」

  　遠とお眼鏡めがねを一度下ろし、白しら谷たに三さん座ざはぽつりとそう呟つぶやいた。遥か眼下、壇だんノの浦うらの群ぐん青じようが白谷の網もう膜まくに鮮やかに映じる。

  　肉眼でも海の色が縞しま目めを成なしているのが見て取れる。一日に四度向きを変えるという海かい峡きようの潮流だ。異なる川を三本ほど九州と本州の狭はざ間まに敷き詰めたかのごとく、海の動きがそこかしこで食い違っている。

  　白谷は火ひノの山やま山頂の展望台から今日の戦場を肉眼で俯ふ瞰かんする。その背後には七名の伝令が控え、彼らを取り巻くようにして歩ほ兵へいの群れが軍ぐん旗きをたなびかせ、山腹にはあまたの兵が待機して煮え立つ戦意を門も司じ港こう方面へ送っている。

  　白谷が本営地に選んだのがこの火ノ山であった。前陣は下しもの関せきの海の玄関、唐から戸ど市場付近に布陣して日向ひゆうが軍の上陸を待ち受けており、背後からそれを支えるようにして火ノ山が屹きつ立りつする。姫ひめ路じ軍四〇〇〇は現在、本営地である火ノ山に一五〇〇、唐戸市場付近に二〇〇〇、そして美み歌か子こ率ひきいる別べつ働どう隊たい五〇〇の三陣に分かれて下関に展開中だ。

  　大きな鳶とびがゆったりと翼をひろげ、白谷の頭上を航過して、秋空を斜めに滑り下りていく。鳶の行く先に海がある。関かん門もん橋きようを支えるふたつの高い支柱が鳥の翼のしたに見える。

  　そして――鳶は火ノ山から海峡を挟んで七〇〇メートルほど隔へだてられた対岸へ辿たどりつく。悠ゆう然ぜんと遊ゆう弋よくする翼のしたで、門司港付近に停泊していた一いつ千せん島じま水すい運うんの船せん舶ぱく五〇〇艘そうが舳へ先さきを下関へむけて動きはじめた。

  　三さん角かく帆ほがはためく。白波が蹴立てられる。操船しているのは一千島水運の水夫たちだ。浅瀬が多く潮流も複雑な瀬せ戸と内うちで鍛えられたその技術は確かなもので、これだけの数の船舶が気を合わせて航行するにもかかわらず船列は整然として乱れがない。一艘あたりに二〇名ほど、青せい灰かい色しよくの軍服に身を包んだ日向兵が乗り込んで、手に手に掲かかげ持たれた刀剣が陽射しを燦さん爛らんと弾はじき返す。甲こう虫ちゆうの外がい殻かくに守られた馬みたいな奇怪なすがたのグリルたちも手た綱づなを取られて甲かん板ぱん上に曳ひかれ、なかには巨きよ人じん兵へいのすがたも垣かい間ま見えるが、これが乗ってしまうと重量がありすぎて他の兵員が乗船出来なくなってしまうため、ほとんどの巨人兵が門司側へ置き去りのままだ。おそらくは一度上陸してから船団だけが引き返して巨人兵を積載し、再度下関へ送り込むつもりだろう。

  　五百艘の舳先は、かつて「カモンワーフ」と呼ばれた下関の港へむけられている。関門橋に船せん尾びをむけて航行する格好だ。唐戸市場に布陣した姫ひめ路じ軍前陣は、日向軍を水み際ぎわで叩くことはせず、あえて陸へ揚げてから攻撃を仕掛ける手はずである。

  　なぜそうするのか。

  　一千島水運は日向コロニーへ味方などしておらず、彼らを陸へ揚げげたのち、逃げ場のない日向軍へむけて海上から攻撃を加える手はずだからだ。敵地にて孤立し、陸と海から挟きよう撃げきされた日向ひゆうが軍一万は、為なすすべなく海かい峡きようの藻も屑くずとなるだろう。敵の切り札である巨きよ人じん兵へいは門も司じ側から動くことも出来ず、対岸の味方が全滅するのを見守るしかない。先日にあえて門司要よう塞さいを見殺しにしたのは、一いつ千せん島じま水すい運うんが完全に日向軍の調ちよう略りやくにかかった、と敵軍師・鉄てつ斎さい庵あん一いつ舟しゆうへ信じ込ませるためである。門司要塞の太陽電池発電施設を失ってでも、鉄斎庵に一千島水運を信頼させることを優先した白しら谷たにの策だ。

  「鉄斎庵どの、お手並み拝見」

  　海峡を渡る日向軍一万を見下ろして、白谷はそう呟つぶやいた。

  

  「火ひノの山やまの白谷はこちらの手並みを見ておるのでしょうな」

  　船上の鉄斎庵一舟は静かにそう言った。

  　その傍かたわら、日向コロニー市長、岩いわ切きり雨あめ俊としは安あん穏のんと対岸の姫ひめ路じ軍を見やり、

  「しけた雨だ」

  　呟つぶやく。雨とは天気のことではなく、姫路軍が日向船団へ射かけてくる矢や雨あめのことだ。

  　剣で払うこともせず、雨俊は降ってくる矢を面倒くさそうに身体のさばきで避よけている。それで充分に対処出来るほど、降ってくる矢の数が少ない。

  「こちらを騙だまし通すための見せかけの矢に過ぎませぬ。なにも知らぬふりをしておればよろしい」

  　鉄斎庵は降ってくる矢など見向きもせず、じっと火ノ山の山頂へ静せい謐ひつな顔をむけるのみ。姫路軍本営地に動きはない。

  　日は中空へさしかかろうとしている。空は快晴、天てん蓋がいの色を煮詰めたような関かん門もん海峡の群ぐん青じようへぱらぱらと矢の小雨が降りしきって飛ひ沫まつを立てる。五〇〇艘そうは気を揃え、火ノ山と関門橋へ尻をむけてカモンワーフを目指す。

  　対岸、布陣していた姫路軍前陣二〇〇〇が、船せん舶ぱくの舳へ先さきのむく方向へ移動をはじめた。あたかも「日向軍は唐から戸ど市場付近に上陸してくると予想していたが、どうやらカモンワーフから上陸する様子なので急きゆう遽きよそちらへ移動しなければ」とこちらへ伝えているかのようだ。しかし船足の方が速いため、陸上の彼らは後方へ取り残されてしまう。

  「わざとらしい」

  　鉄斎庵は独りごちた。凡ぼん百ぴやくの軍師であればこの動きに騙されるだろうが、あまり舐なめてもらっては困る。これまで白谷三さん座ざがその名を轟とどろかせてきたのは多くの戦いくさの機会に恵まれてきたからこそ。このわたしが同じだけの機会に恵まれていたなら、白谷など比にはならぬ。そんな自負が鉄斎庵には色濃くある。

  　かつては温厚な市長のもとで長い年月を雌し伏ふくしたまま過ごしてきたが、雨俊という野望あふれる市長に代替わりした現在、抑えていた鎌かま首くびを存分にもたげることが出来る。おのれがこれまで蓄たくわえてきた力を存分に発揮するために、市長からの「戦え」という命令がずっと欲しかったのだ。その命令さえあれば九州など左うちわで平定出来ると確信していたし、実際に雨あめ俊としからその命令が下ってから一年を経へずしてあっさりと九州を陥とした。自信にあふれ好戦的な市長と統制のとれた軍団、それに巨きよ人じん兵へい。これだけの駒こまがあれば、日ひノの本もと秋あき津つ島しまもそれほど苦労せずに陥とせる――鉄てつ斎さい庵あんはそう確信している。

  　――次は姫ひめ路じ。

  　鉄斎庵にとっては姫路コロニー攻略でさえ、次への布石に過ぎない。

  　この戦いくさに日向ひゆうがが勝つのは当たり前だ。だから鉄斎庵の仕事は、ただ勝つだけでなく「圧倒的に勝つ」ことである。そのための布石はもはや存分に敷いた。あとはこのまま締め上げるのみ。

  　日向軍一万を乗せた一いつ千せん島じま水すい運うんの船せん舶ぱく五〇〇艘そうは後方へ姫路軍二〇〇〇を置き去りにしたまま、なんの妨害も受けることなく悠ゆう々ゆうとカモンワーフへ辿たどりついた。桟さん橋ばしへ接岸し、兵員たちが続々と下しもの関せきへ上陸をしていく。相変わらず矢の小雨がぱらつく程度で、水み際ぎわで討つ気が全くないような姫路軍の応対ぶりだった。

  　混雑しながらも兵員たちは続々と下船していく。

  　しかし――乗っていた全員が下りるのではない。船には必ず一名の日向兵が残り、剣をちらつかせて水夫の動きを見張っている。水夫たちは戸惑いながら、残った兵に下船を促すが誰一人下りるものはいない。

  　やがて一万の兵が下関へ降り立った。すると船上に残っていた兵たちが一いつ斉せいに、舟の三さん角かく帆ほを切り刻みはじめてしまった。

  「おい、なにをするっ」

  　水夫たちが止めようとするが、日向兵はお構いなしで帆を切り刻み、櫓やぐらを海へ投げ捨ててしまった。これでは一千島水運五〇〇艘は、もはや航行そのものが出来ない。慌あわてふためく水夫たちを、陸上から楽しげに雨俊が見やる。

  「水夫も殺した方が良いのではないか」

  「無駄な恨うらみを残すのは得策ではありませぬ。瀬せ戸と内うちに慣れ親しんだ水夫たちは替えの利きかぬ人材として重ちよう宝ほうすべき。一千島は姫路コロニーが滅びたのち、こちらの味方につければよろしい。彼らも阿あ呆ほうではありませぬ。状況がこちらへ傾けば、今度こそ本心からなびくでありましょう」

  　東を見やれば、姫路軍前陣二〇〇〇が歩みを止めたのが見て取れた。事前に描いていた絵と異なる現状に戸と惑まどっているのが見て取れる。

  　孤立した日向軍一万を水上と陸上から挟きよう撃げきするはずが、いまやただの二〇〇〇対一万の平地戦となってしまった。兵力差五倍。まともにぶつかれば、どちらが勝つかは目に見えている。

  　ひらり、と雨俊は愛馬にまたがった。そしてよく通る声で全軍にむかい言い放つ。

  「九州男児の気き概がいを示せ。軟弱な姫路兵を一人残らず殺すのだ」

  　一万の蛮ばん声せいがそれに応え、戸と惑まどう二〇〇〇をめがけて突っ込んでいった――

  

  　カモンワーフにて戦せん端たんが切って落とされた頃、澁しぶ澤さわ美み歌か子こ率ひきいる白はく狼ろう兵団は海上にあった。

  　日向ひゆうが軍が舳へ先さきを揃えて下しもの関せきを目指すのを海かい峡きようの遥か遠方、左手に眺めながら、三さん角かく帆ほを立てない小規模の船団による極ごく秘ひ裏りの航行である。船せん舶ぱくはもちろん一いつ千せん島じま水すい運うんのものであり、こちらは全ぜん幅ぷくの信頼のもと、白狼兵団を門も司じへ送り届けるべく水夫たちが櫓ろをかいている。

  　美歌子は相変わらず気負いもない表情で微動だにせず前方を見み据すえている。タケルとシュンは美歌子と同じ船に乗り、しきりに後方を眺めていた。

  　タケルは彼方かなたの下関へ目を凝こらした。

  　鬨ときの声がかすかに届く。戦せん塵じんがもうもうと上がっている。耳を澄ましたなら武具の打ち合う音も聞こえてきそうだ。タケルもシュンも初うい陣じんはすでに済ませており、ある程度の規模の戦いくさにも参陣済みではあるが、今回ほど規模の大きな戦いははじめてだ。美歌子への憎しみを置き去りにして、タケルは眼前の戦に興奮している。

  「なにしてんだあいつら、船の帆を破いたぞ。水運が漂流してる。一千島って日向の味方したんじゃないのか？」

  　傍かたわらのシュンへそう尋たずねた。眼鏡めがねの奥の利発そうなふたつの瞳がタケルにむけられ、

  「日向は水運を信用してなかったってことだね。裏切られる前に裏切ったんだよ。水軍が無力化されたから、こっちはかなりまずいよね。数で劣おとってるのに、正面から日向に立ち向かわないといけない」

  「おれら海渡っていいのかよ。下関に戻って味方を助けないとまずくないか？」

  「こっそり九州側に上陸してから、騎き狼ろうの機動力を生かして門司にある日向軍策さく源げん地ちを叩くつもりだろうね」

  「策源地って……あ、食いもん置いてるとこか」

  　タケルは兵学の授業を思い出しながら答えた。

  「うん。空き地に呼び出したガキ大将と殴り合うんじゃなくて、ガキ大将を空き地に置き去りにして彼の家を焼き払うやりかただよ」

  　シュンの言葉に、タケルも頷うなずく。シュンの言う「ガキ大将」とはつまり、敵の本隊のことだ。まともにガキ大将と殴り合ったら勝てないが、彼がいない隙すきに彼の家を焼き払うことで、勝てないはずの喧けん嘩かの勝算が出てくる。そういえば敵の補給を断つことが必勝に繋つながると何度も習った。けれども、なんだか、

  「当たり前っぽいよな。敵も読んでるだろ、そのくらい。行ったら大軍が待ち構えてたりしてな」

  「うん……たぶん白狼兵団の戦闘力に賭けているんだと思う。それにしても力押しだけど……」

  「実は焦あせってたりしてな。平気な顔してるけど、内心は大慌あわてだったりして」

  　小声でそう言ってから、タケルはちらりと横目を美歌子へ送った。なにを考えているのか、相変わらずうんともすんとも言わず、腕組みをしたまま美み歌か子こは視界のうちに大きくなってくる門も司じだけを見み据すえている。

  　タケルはその横顔を睨にらむ。いつか討ち果たすべき憎い敵の横顔を。

  　しかし、そのとき。

  　――きれいだな。

  　タケルはそう思った。

  　そしていまの自分の思考に気がつき、腰が砕けた。

  「え？」

  　そんな声が勝手に出た。

  　――いま、おれ、なんて思った？

  　内心へむかって問いかけた。

  　――美歌子はきれいだ。

  　内心が淡たん々たんと返答した。

  「は？」

  　タケルの口から不審げな声が洩もれた。

  「タケル？　どうした？」

  　傍かたわらでシュンが首を傾かしげて、タケルは我われに返った。見ひらいたままの目を相棒へむけて、しばらく見つめ合ったあと、へっ、と笑った。

  「なんでもない」

  　ごまかして、美歌子と同じく船の進行方向へ目を送った。

  　出来る限り目立たぬよう、白はく狼ろう兵団を運ぶ船には三さん角かく帆ほを張っておらず、漕こぎ手がふたりで櫓ろをかいている。

  　やがて舳へ先さきが九州側の砂浜へ乗り上げた。かつての工業地帯のわずかな隙すき間まに残された猫の額ひたいほどの砂浜だが、この数の兵員を揚よう陸りくさせるには充分だ。

  　なんの抵抗も受けぬまま、白狼兵団の兵員五〇〇が続々と下船して自分の騎き狼ろうに騎乗する。

  　タケルも十六夜いざよいの鞍くらにまたがり、はじめて下り立つ九州の地を見回してみる。それほど本州との差があるわけでもない。周辺には窓ガラスが割れ死に絶えた工場群が蔓つる草くさに覆おおわれている。

  　と、蒼そう竜りゆうに騎乗した美歌子が兵団の先頭に立ち、総員を振り向いて今日はじめて作戦の概がい要ようを明かした。

  「これより敵策さく源げん地ちを叩く。糧りよう秣まつを焼くのが最優先だ。守備兵は深追い無用、ただその場から追い散らせば良い」

  「応おうっ」

  「二列縦じゆう陣じん。陣は戦いながら変える。決してわたしに遅れをとるな」

  　応、の声をあげてから、兵団はよく訓練された動きで整然と二列縦陣を組み上げる。

  　美み歌か子この態度は終始一貫落ち着いていて、戦いくさの前の昂たかぶりなどは微み塵じんも見受けられない。くぐり抜けた修しゆ羅ら場ばの数の違いが、美歌子の佇たたずまいから否いや応おうもなく香りたつ。

  　蒼そう竜りゆうの手た綱づなが振られた。老いた騎き狼ろうが国道三号に蹄ひづめを刻む。

  　永えい遠えんの少女率いる姫ひめ路じ最強兵団は、敵の後こう背はいめがけて整然と忍び寄っていく――

  

  　血に濡れた鎌かま鳥どりの鎌が、ぎらりと陽射しを弾はじき返してから、無む慈じ悲ひに振り下ろされた。

  　両断された日ひゆう向が兵の肉体が、ひび割れたアスファルト上へ崩れ落ち、踏みにじられる。

  　鎌鳥の緑色の外皮ももはや一面の紅くれないに染まっている。斬ざん撃げきが出来るよう、無数の鋭利な突とつ起きをしつらえたその鎌にもこぼれが目立つ。駝だ鳥ちように似た愛あい嬌きようのある顔立ちが、どこか悲壮な色を帯びている。

  　と、不意に鎌鳥のうえから、あまりにも大きな手のひらが降ってきて、鎌鳥の頭部を鷲わしづかみにした。形状は人間の手なのだが大きすぎる。くええ、とくぐもった鎌鳥の悲鳴が、大人の腕回りほどもある五本の指のむこうから届いた。

  　ごりっ、と音がして、指のあいだから血があふれ、鎌鳥の両の足が力なく崩れた。しかし倒れない。あろうことか巨大な手は、鎌鳥の身体を宙へ吊り上げて、見せしめのように戦列へ掲かかげた。おおお、と日向兵が歓声をあげ、姫路兵の顔が青ざめる。

  　――巨きよ人じん兵へい。

  　五メートルほどの身長を誇るこの異い形ぎように過ぎる兵士は鎌鳥の頭部を握りつぶし、あたかも一いつ升しよう瓶びんのようにその身体を中空へ掲げ持って、有う無むを言わせぬその強ごう力りきで、鞍くらに騎兵を乗せたまま純白の兵列をめがけて投げつけた。哀れな兵士が三人ほど巻き添えを食い、鎌鳥の身体のしたで圧死する。

  　一〇体の巨人兵が下しもの関せきへ上陸していた。一〇体だけでもかなりの効果があり、そこらの筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆでは対処出来ない。身長だけでキリンほどもあり、全身を小山みたいな筋肉の束たばが覆おおっていて、古代ギリシャの兵士みたいに剥むき出しの皮ひ膚ふに直接板ばん金きん装甲を当てている。あまりに醜しゆう悪あくなその顔は味方でさえも直視に堪たえないため、全体を真っ黒な布で覆い尽くしており、目のところをくりぬいて視界を保たもってある。口元だけが顔の器官では唯ゆい一いつ外気にさらされているのだが、黄色く不揃いな歯が六〇本以上も口内に生えているのが垣かい間ま見える。

  　巨人兵は肉体の強化を目的に、人間のゲノムを改変して造り出された、いわば人造人間である。

  　鎌鳥や兜かぶと牛うしは既き存そんの生物のゲノムを混ぜ合わせた生物変態グリルであり、巨人兵とは生成過程が異なっている。やはり現在を生きる生化学者たちにも倫りん理り観というものは残存しており、人間の設計図を改変して新たな生体を造ろうとすることに躊ちゆう躇ちよするものも多い。高所に登ると恐怖を覚えたり、大きな音を聞くと警戒したりするのと同じく、人間の遺伝子を弄もてあそぶ、ということには根源的な畏おそれの感情が通常は働く。

  　しかし、巨きよ人じん兵へいを造り出すように指示した鉄てつ斎さい庵あんはその畏おそれを抱かなかった。

  　むしろ、生命倫りん理りを振りかざすものが存在しない現在、制約を解かれた生物科学は世界汚染以前よりも発展を遂とげて当たり前だ、と鉄斎庵は言い切る。存在しない神を畏れて発展をためらうなど言ごん語ご道どう断だん、出来ることは全ておこなって日向ひゆうがの利益とするのが賢明というもの。鉄斎庵のそうした考えのもと、この巨人兵という強力にして醜しゆう悪あくな生物兵器は戦場を闊かつ歩ぽしている。

  　巨人兵の武器は、その肉体と腕力を十全に活かせるよう、四トンもの鉄てつ塊かいを先端に固定した鉄てつ槌ついが採用されている。これが巨体の頭上に振り上げられてから振り下ろされたなら、地に残るのはぺしゃんこにひしゃげた目標物のみ。「受け」が効かないため防御手段は「かわす」しかない。だから前列に巨人兵を揃えて突進させたなら、どんなに堅い敵陣にも穴があく。巨人兵があけた穴へ騎兵の隊列を突っ込ませ、そのまま斜めに穿うがつようにして敵の隊列を完かん膚ぷ無きまでにずたずたにするのが日向軍の戦い方である。

  　姫ひめ路じ軍前陣二〇〇〇は、完全に日向軍の術中に嵌はまった。

  　ただでさえ数に劣おとるうえに巨人兵の威容を目まの当あたりにして腰を砕かれ、戦闘機構を保たもつことが出来ない。各所で純白の兵装が青せい灰かい色しよくの兵装に蹂じゆう躙りんされ、殺さつ戮りくされていく。

  　これ以上ここで戦えば全滅する。それを悟り、姫路軍前陣は後退をはじめた。

  　潰かい走そうではなく、陣形を保たもったままの撤退である。追いすがってくる青灰色の日向軍へ、最後尾の兵員数名が盾たてとなって立ちはだかり本隊が逃げる時間を稼かせぐ。それが全滅したなら新たな最後尾が切り離されて再び肉体の盾となって挺てい身しんする。末端の一兵の骨の髄ずいにまで軍規と愛郷心が叩き込まれているからこそ出来る捨て身の撤退戦術――このあたりは姫路軍の面めん目ぼく躍やく如じよであった。

  　逃げ込む先は火ひノの山やまだ。そこまで逃げたなら山肌の傾斜が防御壁となって日向軍の勢いを押しとどめてくれる。姫路前陣としては本営一五〇〇と合流して体勢を立て直し、美み歌か子こ率ひきいる白はく狼ろう兵団が敵策さく源げん地ちを攻略したのち反撃に転じたい――

  

  　火ノ山山頂、姫路軍本営。

  　白しら谷たに三さん座ざはカモンワーフにおける戦闘の一部始終を遠とお眼鏡めがねで観察し終え、指の先で両方の眼を強く押した。凝こらしつづけたために目が疲れていた。

  　退却してくる前陣を眼下に見下ろしながら、白谷の表情はなにも変わらない。強固に頭皮に固定された七・三分けも微動だにしない。

  　青灰色の日向軍一万が押し寄せるさまも、遠眼鏡を使わずとも一望のもとに見下ろせる。目線の先で青灰色の津波から一〇〇〇ほどの部隊が切り離された。別べつ働どう隊たいは粛しゆく々しゆくと、関かん門もん橋きようのたもとへ布陣した姫路軍三〇をめがけて行こう軍ぐんしていく。衆しゆう寡か敵てきせず、関門橋は日向軍の手に落ちるだろう。

  　白しら谷たにの右手が動いた。合図の花火が関かん門もん橋きようの味方へむけて打ち上げられる。橋のたもとの三〇名は無駄な戦いを避けて自陣を放ほう棄きし、火ひノの山やまへむけて撤退をはじめた。

  　これにより、日向ひゆうが軍は関門橋の両端を抑えたことになる。水軍を使うことなく、陸路での九州側からの大動脈が本州へむけて通じた格好だ。姫ひめ路じの劣勢は誰の目にも明らかであった。

  　しかし、白しら谷たにの表情は地じ蔵ぞうのごとく動かない。

  　疲れた右目に押し当てられた遠とお眼鏡めがねの先が、敵策さく源げん地ちのある門も司じへむけられる。

  　藍あい色の町並みの一角から煙がたなびいているのが見て取れた。戦せん塵じんが立ち籠こめている。建築物の隙すき間まに、蠢うごめく兵員たちのすがたが垣かい間ま見える。青せい灰かい色しよくの軍服に身を包んだ兵員が飛ひ沫まつのように吹っ飛び、その狭はざ間まを純白の兵員たちが駆け抜けるのが見えた。

  「白はく狼ろう兵団が敵策源地へ攻撃を開始した」

  　白谷は後方に控えた伝令たちへそう告げた。すかさず彼らのうちの何名かが山腹の傾斜を駆け下りて、九州側の情勢を各大隊長へ伝える。

  「それにしても楽しげに戦う」

  　白狼兵団の戦いぶりを眺めながら、白谷は無機質な声音でそう呟つぶいた。

  

  　懸けん命めいに手た綱づなを引き絞り、美み歌か子この背中を追いながら、タケルは汗に滑る右手のサーベルを持ち直した。

  　十六夜いざよいと呼吸を合わせ、前後の騎兵との足並みを揃え、野原をゆくがごとく一方的に敵陣を蹂じゆう躙りんする。敵兵を攻撃しているのは騎き狼ろうだ。その牙きばと爪で立ちふさがる策源地守備兵二〇〇〇名を文字面づら通りに鉤かぎ裂ざきつつ、敵の戦闘機構を修復不可能なまでに痛めつける。騎兵たちの役目は敵陣内を突とつ貫かんしながらも隊列を保たもつこと、及び突き出される敵の長ちよう槍そうを片手のサーベルで切り落とすことのみだ。

  　視界のひらけた港地区付近にて、白狼兵団と策源地守備兵が激突していた。大勢の軍兵が入り乱れて戦うには充分な、平らな地勢上での立ち回りである。数に優まさる日向軍にとって遮しや蔽へい物が少なく見晴らしが利きくこの広い空間は有利に働くはずなのだが、それにもかかわらず戦局は姫路軍へ傾いている。

  　地勢の不利を意に介すこともなく白狼兵団五〇〇名は二列縦じゆう陣じんを保ったまま敵陣を斜めに駆け抜け、突破した。先頭の美歌子が兵団を振りむき、命令を下す。

  「雁がん行こう陣！」

  　声が飛ぶや、ひらけた平地に美歌子を頂点とした見事なＶ字型の陣形が組み上げられる。タケルもシュンも日頃の演習の成果を発揮してそのＶ字の一角となり、敷かれた線路上をゆくがごとく旋せん転てんすると、混乱する敵陣をめがけて再び突入する。日向軍守備兵は戦闘群として機能出来ず、個々人がめいめいの判断で対処しようとしているがそれでは十全な戦闘力が発揮出来るわけもなく、数に劣おとる白はく狼ろう兵団に一方的に食い破られる。

  　武装、練度、戦闘意欲、愛郷心、いずれも桁けたが違いすぎる。策さく源げん地ち守備兵隊が肥大した贅ぜい肉にくであるとすれば、白狼兵団は一いつ塊かいの金こん剛ごう石せきだ。鍛たん錬れんの足りない弛し緩かんした肉体は、高密度に鍛え上げられた刀身に思うさま切り刻まれるのみ。

  　雁がん行こう陣が再び混乱する敵陣を突破する。美み歌か子こがもう一度手た綱づなを引き絞り、戦闘機構を破壊された日向ひゆうが軍守備隊のすがたを確認して、とどめを下げ知ちする。

  「二列横おう陣じん！」

  「応おうっ」

  　白狼兵団が今度は横へ広く展開する。数に劣りながら、敵を包み込むようにして殲せん滅めつする構えだ。一いつ糸し乱れぬ騎き狼ろうたちの足取りを見て、日向兵たちは敵かなわないことを悟った。

  　二列横陣が組み上がり、これより敵陣へ突入せんとしたところで、策源地守備兵の潰かい走そうがはじまった。戦意を失った日向兵はちりぢりとなって、樹じゆ林りんと化した門も司じの廃はい墟きよへ逃げ延びてゆく。美歌子は先に言ったように深追いすることはせず、騎狼の脚力を活かしてこの場から完全に追い立てたところで追撃をやめた。

  　ほどなくして、日向軍一万を支える糧りよう秣まつに火が点いた。

  　下しもの関せきに渡った日向軍は白狼兵団によって補給を断たれ、敵地に取り残された格好だ。

  　――しかし。

  「簡単にいきすぎる」

  　糧秣を焼く炎を眺めながら、シュンはそう呟つぶやいた。

  　果たして日向はこの攻撃を全く予測していなかったといえるだろうか。この策源地そのものが白狼兵団をおびき寄せるための囮おとりであった可能性も捨てきれない。

  　対岸、下関側へ目を凝こらした。策源地から火の手が上がったのは日向軍一万にも見えているだろう。まもなく、これに呼こ応おうしたなんらかの動きが敵陣にあるはず――

  

  「やはり美歌子自みずからが搦からめ手へ回っておったようですな。本隊は火ひノの山やまに籠こもり、白狼兵団が遊撃となって脚力でこちらを翻ほん弄ろうする腹づもりでしょう」

  　策源地にたなびく炎と煤ばい煙えんを目視で確認し、落ち着き払った様子を崩すことなく鉄てつ斎さい庵あんは現状を雨あめ俊としへ報告した。雨俊の鼻がふんと鳴る。

  「気に入らんな。こちらの思惑通りに行きすぎる」

  　策源地を囮にして美歌子を九州側へおびき寄せ孤立させる。いまのところ、開戦前に鉄斎庵が引いた図面通りにことは運んでいる。雨俊はそれが逆に気に入らない。

  　しかし鉄斎庵は白く長い眉毛を風にそよがせながら、

  「もはや戦いくさは終わっております。姫ひめ路じ軍は火ノ山と門司に軍勢を分割してしまった。橋渡し役の一いつ千せん島じま水すい運うんが航行出来ないこの状況で下しもの関せきへ戻ろうとしたなら船か関かん門もん橋きようを使うしかない。が、いずれの方策を選ぼうとも壇だんノの浦うらの藻も屑くずとなりましょう」

  　美み歌か子こが九州側へ渡って策さく源げん地ちを焼き払ったのは、目的を達したのちに一千島水運の大船団に護衛されて海かい峡きようを渡り、再び下関へ戻れることを見込んでいたからだ。しかし鉄てつ斎さい庵あんの策により、水運の船はもはや航行が出来ず、美歌子は九州に孤立したままとなっている。

  　来たときと同じ小規模の船団で戻ろうとしたなら、間違いなく日向ひゆうが軍一万に捕捉されて陸地から弓ゆみや岩石で攻撃される。陸上ではその機動力を以もつて卓たく越えつした戦闘力を発揮する白はく狼ろう兵団も、海上輸送されているあいだは赤子に等しい。ろくな抵抗も出来ず、浪なみの底の都みやこへと沈んでいくだろう。

  　では美歌子が関門橋を使って下関に戻ろうとしたならどうなるか。

  　それにはまず九州側のたもとに築かれた古こ城じよう山さん門も司じ要よう塞さいを攻め陥とす必要がある。白狼兵団は野戦を本領とする軽騎兵団であり、城攻めにはむかない。さらに要塞守備兵には巨きよ人じん兵へい一〇〇〇が含まれている。巨人兵であれば攻め上ってくる白狼兵団に対し、傾斜のうえから岩石や樹木を投げ落として攻撃することが可能だ。いくら特とく進しん種しゆを揃えている白狼兵団といえど、無事では済まない。門司要塞を陥とすことが出来たとしても、払った犠ぎ牲せいは甚じん大だいなものがあるだろう。

  　要塞陥かん落らく後、美歌子はさらにそれから、関門橋という隘あい路ろを渡らねば下関へ戻れない。日向軍はすでに下関側のたもとを抑えているから、隘路を突進してくる白狼兵団を待ち受け、思うさまに狙ねらい撃ち出来る。

  　つまり――どう足あ掻がいても美歌子は九州から動けない。

  　敵地に孤立したまま、やがて腰に下げたおのれの糧りよう秣まつを食いつぶして自滅するだろう。敵策源地を叩きさえすれば戦いくさに勝てる、という常じよう道どうにこだわった結果がこの現実だ。

  　鉄斎庵は表情に出さず、こころのうちでほくそ笑えむ。

  　我われらが日ひゆう向が軍には後方支援など不要。策源地を焼かれようが痛くも痒かゆくもない。

  　切り札は――この手のうちにある。

  　鉄斎庵は腰の布袋から、小さな種たね芋いもをひとつ取り出した。

  　赤みがかったジャガイモ、または小振りにしたサツマイモ……に見える。それほど特徴ある見た目ではない。しかし、この芋こそが今回の策の切り札であるのだ。

  　――枯草芋こそういも。

  　日向コロニーは遺伝子工学に特に力を入れている。前代の市長であった雨あめ俊としの父は、現在の日ひノの本もと秋あき津つ島しまを生き抜くにはかつての時代のバイオテクノロジーの復活がなによりも肝要として、積極的に研究資金をこの分野へ投下し、さまざまの生体兵器や人造植物を産み落としてきた。そしてこの枯草芋こそ、巨人兵をもしのぐ日向コロニーの研究成果物であった。

  　枯草芋が生まれる以前、遺伝子組み換え植物を生産するには、必要な遺伝子を組み込んだウイルスを対象物へ侵入させ、ゲノム書き換えを強制する方法が取られていた。しかしながらウイルスに組み込むことの出来るＤＮＡは塩えん基き数が数千個程度に限られ、ダイナミックな変化を発生させることは困難を伴ともなった。

  　しかし、日向ひゆうがコロニーの生化学研究者は外部のＤＮＡを取り込む枯こ草そう菌きんの性質を利用して、遺伝子約三九〇〇個分――塩基数にして三九〇万個――に相当するＤＮＡを枯草菌に挿入することに成功した。この技術により、さまざまの植物の特徴を記述したＤＮＡを枯草菌に組み込み、その菌を「芋いも」に侵入させて産み落とした全く新しい植物――それをいま、鉄てつ斎さい庵あんがほくそ笑えみながら握っている。

  　通常のサツマイモの場合、苗なえを植えてから収しゆう穫かくまで一二〇日を要するが、枯草芋の場合はこれが三日で済んでしまう。単純に計算したならこれはサツマイモの四〇倍の生長速度だ。

  　生育が早いだけでなく栄養価も非常に高い。枯草芋にはトマト、ニンジン、アスパラガス、それになんと和牛のＤＮＡが組み込まれており、ひとつ食べるだけでそれらの野菜、食肉の栄養分をサツマイモ本来の滋じ養ようとともに摂せつ取しゆ出来る。遺伝子組み換え食品の究極版と言っても良いこの枯草芋だが、しかし食べるのは兵士や戦闘グリルのみ。雨あめ俊としも鉄斎庵も生理的な嫌けん悪お感が先に立って口に運べない。いまのところ枯草芋を食べたことで深刻な病気が発生した、という話は出ていないからおそらく大丈夫なのだろうが、製法を知ってしまうととても食えない。あくまで兵隊向けの糧りよう秣まつとして採用された遺伝子改変植物である。

  　薄気味悪いことは確かだ。が、しかし。

  　――枯草芋が兵へい站たんの概がい念ねんを破壊する。

  　鉄斎庵はそれを確信している。兵站というものは主に「戦地に滞在する兵に食糧を送りつづける」ために必要なシステムである。戦地にて兵が自分で自分の腹を充分にまかなえるなら、あとは矢や松たい明まつといった消しよう耗もう品の補充にだけ気をつけていればいい。植えてから三日で生長して兵士の腹に収まり、余った分は種芋となって再び苗を植えられる枯草芋の性質は、現在の日本における兵站というものの意味を根底から覆くつがえすだろう。

  　この芋がある限り、策さく源げん地ちを失おうが日向軍が動揺することはない。

  　それゆえ。

  　――このまま下しもの関せきに植民する。

  　それが鉄斎庵の真の狙ねらいだ。

  　日向軍が海かい峡きようを渡った第一目的は「姫ひめ路じ軍の殲せん滅めつ」ではなく「下関の占領」である。

  　通常、戦争というものは「敵野戦軍を殲滅すれば勝ち」であるとされる。なぜならば、敵軍がいなくなればあとは要よう塞さい攻略も都市攻略も思うがままだから。当たり前なようで当たり前ではなかったこの考えを浸しん透とうさせたのはナポレオンだ。ナポレオンの登場以降、兵学において「戦勝＝敵野戦軍の殲滅」であることが一般化した。いくら相手の土地を切り取ろうとも、要塞や首都を攻略しようとも、敵軍が健在であるならばその成果に大した意味はない――とするのが兵学の考え方である。

  　しかし、いま鉄てつ斎さい庵あんはあえてそのセオリーを無視し、敵野戦軍を残存させたまま敵地に植民しようとしている。兵学のものさしで計るなら明らかに無む謀ぼうである。

  　しかしこの老いた軍師は、おのれへ確認するようにぽつりと呟つぶやく。

  「火ひノの山やまは矢や来らいで囲っておけば良い」

  　無理に攻める必要はない。こちらには枯こ草そう芋いもという秘密兵器がある。敵を囲いながらその地に植民する、という荒技をこの芋が可能にしてくれる。速すみやかに矢来を組み上げて白しら谷たに三さん座ざが火ノ山から出てこられないようにしておけば、鉄斎庵の第一目的「下しもの関せき占領」は問題なく達成されるだろう。その間に関かん門もん橋きようを使って九州から住民を呼び寄せ、かつての住民は奴ど隷れいにして、日向ひゆうがコロニーの法で統治する。火ノ山の姫ひめ路じ軍に出来ることは、指をくわえながらその様子を見守ることか、山を下りて四倍の数の日向軍に殺さつ戮りくされるかのいずれかだ。

  　門も司じと下関を抑えることで関門海かい峡きようは日向コロニーに掌しよう握あくされ、一いつ千せん島じま水すい運うんもやがては本心から旗向きを変えるに違いない。水運が日向へ味方したなら、陸と海から瀬戸内海沿えん岸がんを攻略することが可能となって、西日本の勢力図は大きく書き換えられるだろう。

  　そのとき、おおお、と日向軍兵士のあいだから歓声があがった。

  　兵士たちの見ている方向へ顔をむけたなら、いま、関門橋を巨きよ人じん兵へいの兵列が下関側へ渡ってくるのが見て取れた。その数、五〇〇体以上。五メートルを越える巨体たちが橋はし桁げた上を粛しゆく々しゆくと行進するさまは身の毛もよだつ奇観である。関門橋という大だい動どう脈みやくが日向の手に落ちたことで、増援もこうして九州側からぞくぞくと送り届けられる。

  「では矢来を築きましょうぞ」

  　雨あめ俊としを促し、鉄斎庵は馬ば首しゆを火ノ山の直前、国道九号へむけた。

  　関門海峡沿いに、瀬せ戸と内うち方面へむけて伸びるこの国道へ布陣したなら、火ノ山を包囲すると同時に海峡の様子も逐ちく一いち監視出来る。鉄斎庵は日向軍一万をこの国道へ展開し、火ノ山の白谷を封じ込め、門司にいる美み歌か子こを関門橋へ誘う策へ出た。

  　――我われらの尻に食いつけ、美歌子。

  　いまや日向軍一万の後こう背はいに関門橋がそびえている。

  　九州に孤立した美歌子は、白谷と合流するために無理を承知で関門橋を渡ろうとするだろう。門司要よう塞さいの巨人兵五〇〇を下関へ呼び寄せたのも、その動きを美歌子へ見せつけて「門司要塞を攻略し、そののち関門橋突破」を決断させやすくするためだ。凡ぼん百ぴやくの将ならためらうであろうその決断を、美歌子は必ず下す。自みずからが手塩にかけて育てた白はく狼ろう兵団の突破力を信じるがゆえ。そしてなにより、王剣テラトマを引き抜いた際の美歌子本人の突とつ貫かん力を疑わないがゆえ。

  　――そして、それが命取りになる。

  　鉄斎庵はわずかに唇の端を持ち上げた。

  　斬れぬものなき王剣テラトマの絶対斬ざん撃げきと、その柄つかを握る美歌子の細胞再生能力。絶対の攻撃力と決して死なない肉体を武器にするからこそ、澁しぶ澤さわ美み歌か子こは戦場において常に先頭に立って戦い、自みずから敵陣を突き破り、味方を鼓こ舞ぶしてきた。

  　しかしテラトマは抜きどころが難しい。持ち主の肉体を食いつぶすことで絶対斬ざん撃げきを可能にしていることから、いくら細胞再生能力が優秀だろうと、長い時間使いつづけたなら細胞消費量が再生量を上回ってしまい、持ち主の体力を干ひ上あがらせ、剣を振ることも歩くことも出来ぬほどに疲ひ弊へいさせて、下へ手たをしたなら命の灯ともしびまで吸い尽くしかねない。テラトマは「ここぞ」というところで抜き、一気呵か成せいに敵の中ちゆう枢すうを破壊するための決戦兵器だ。

  　だから美歌子は関かん門もん橋きようで自ら先頭に立ち、テラトマを引き抜いて隘あい路ろを突破してくるだろう。そして、それをやってくれたなら鉄てつ斎さい庵あんの勝ちだ。

  「橋を落とせば良い」

  　練れん氣き使いを複数名揃え、橋はし桁げたを吊り下げているワイヤーを狙ねらって氣弾を撃てば、それだけで白はく狼ろう兵団は橋桁もろとも壇だんノの浦うらの藻も屑くずと化す。これにより日向ひゆうがはせっかく制圧した関門橋を失うことになるが、美歌子の討とう伐ばつと引き替えなら安いものだ。まさか海かい峡きようの大だい動どう脈みやくを落とすことはするまい、と敵も思っているだろうが、策というものはこうした無む謀ぼうさもときに必要となる。無思慮に見えるからこそ、敵も読めない。

  　鉄斎庵は海峡のむこうへと目を凝こらした。

  　建物の陰の隙すき間まに砂すな埃ぼこりが立ち籠こめている。門も司じから門司港へとつづく国道三号を軍勢が移動している証あかしだ。門司の策さく源げん地ちを叩いた白狼兵団が、次なる標的、門司要よう塞さいへむかっている。こちらの読み通り、美歌子は関門橋のたもとを奪だつ還かんする腹づもりだ。

  　鉄斎庵の黙もつ考こうを、雨あめ俊としの独り言が横切った。

  「美歌子は生け捕りにするぞ。おれのもとで飼かい馴ならし、手て駒ごまにすると決めた。なにがあろうと絶対に殺すな」

  　その執しゆう着ちやくの根こん拠きよが鉄斎庵にはわからない。これみよがしにため息を返してから、一いつ拍ぱくの間を取ったのち、この若く野心にあふれる市長を静せい謐ひつな目で見上げる。

  「橋を落としたのちに壇ノ浦をさらえば、生きたまま引き上げることも出来るやも。あの女め狐ぎつねは死なぬらしいですからな」

  「それでいい。楽しみだ、早く美歌子に逢いたい。なぜだかさっきから無性に胸が高鳴っている。こんなことははじめてだ。なあ爺じい、おれはいったいどうしてしまったのかな」

  「若い血の為なす業わざでありましょう。戦いくさの熱狂に浮かされ、おのれの願望に翻ほん弄ろうされておるのです」

  「そうかもしれん。見たこともない女に焦こがれるなどおれらしくもない。だがなんなのだ、この動どう悸きは。気持ちがわくわくする。美歌子は絶対におれに逢いに来る。いくつもの障害を乗り越えておれのもとへ駆け込んでくる彼女のすがたが見えるのだ」

  「早く夢から醒さめられるがよろしい。いまは戦のことに専心せねば」

  「関かん門もん橋きようがヴァージンロードに見える。美み歌か子こはあそこを通っておれのもとへ来るぞ。胸が張り裂けそうだ。早く来い、おれの花嫁」

  　鉄てつ斎さい庵あんは深々と息を抜くと、この浮かれがちな若者から目を離した。小言が出かけたが、いまの雨あめ俊としになにを言っても聞く耳を持つまい。諦てい観かんとともに、再び対岸、門も司じ港レトロ地区を睨にらみつける。

  　――門司要よう塞さいを攻めるがいい、美歌子。

  　海かい峡きようを吹き抜ける風のなかへ、声のない言葉を鉄斎庵は投げた。

  　だが、しかし。

  「――ぬ？」

  　いつのまにか対岸の国道三号から上がっていた砂煙が消えていた。

  　白はく狼ろう兵団のすがたが見えない。

  　鉄斎庵は門司要塞へと目を移した。戦闘ははじまっておらず、姫ひめ路じコロニーが山頂に残していた次世代太陽電池発電施設のソーラーパネルと、山肌に待機している退屈そうな巨きよ人じん兵へいの巨きよ躯くが網もう膜まくに映じる。

  「太陽電池発電……」

  　呟つぶやきが勝手にこぼれた。頭の隅のなにかが警けい鐘しようを鳴らす。

  　攻略した門司要塞の山頂にはソーラーパネルが立ち並んでいた。世界汚染直前に設置された次世代型太陽電池発電施設である。日向ひゆうがコロニーにはもはや存在しない技術であるがゆえ、破壊することなくそのまま放置してある。目前の姫路軍に対処するためのあれやこれやに忙ぼう殺さつされて、なんのための施設であったのかをいまだ調査していないのだが、戦いくさが終わったのちに研究するために稼か働どうさせつづけている。

  　あの施設の目的は、もしや――

  　ぞくり。鉄斎庵の脊せき椎ついを不ふ吉きつの二文字が冷たく撫なでた。

  「若わか殿との、練れん氣き使いを五名ほど借り受けますぞ。ちと些さ事じが喉のどに引っかかっておりますれば」

  「どこへゆく？」

  「年をとると用心深くなりましてな。なに、杞き憂ゆうであることをこの目で確かめるのみ、騒ぐほどのことでもありませぬ」

  　そう言って鉄斎庵は直ちよく衛えい兵へいから五名の練氣使いを選んで鞍くらにまたがり、本営を抜け出した。

  　――海峡を渡る手段が、関かん門もん橋きよう以外にもある。

  　国道九号を歩みながら、前方へ目を凝こらす。

  　粗末な建物が関門橋の直下にあった。壁はひび割れて黒ずんでいるが、蔓つる草くさには覆おおわれていない。それは姫路コロニーがこの建物を使用していた証あかしともいえる。

  　鉄斎庵はそのみすぼらしい建物を子し細さいに眺めた。うえの方に錆さび付いた看板がぽつねんと傾いていた。そこに書かれた文字はこう読める。

  『関かん門もんトンネル人道入り口』

  　同行している練れん氣き使いのひとりが首を傾かしげた。

  「軍師どの、ここへ入るのですか？」

  　声音はあからさまに腰が引けている。無理もない。黒々とひらいた入り口は、黄よ泉みへ通じる坂のごとく空恐ろしい。

  「水すい没ぼつしておるのを確認出来れば良い。怯おびえるな、行くぞ」

  　叱しつ咤たして、鉄てつ斎さい庵あんは鞍くらから下りた。

  　関門トンネル人道へは、世界汚染以前はこの建物からエレベーターで下りていたのだが、現在ではエレベーター脇の階段を使うしかない。階段入り口のスチールドアは錆び付きもなく滑なめらかに開閉して、姫ひめ路じがここを使用していた可能性がさらに高まる。

  　一行は手に手に燭しよくを灯して、細く暗い階段を下りていった。

  　暗がりのなか、橙だいだい色の炎が側そく壁へきを照らし出す。そこには燭台が幾いくつか据すえられ、真新しい蝋ろう燭そくが載っかっていた。最近まで人がこの階段を使用していた証あかしだ。下りるほどに鉄斎庵の胸中へ不ふ吉きつな予感が広がっていく。

  　かつての時代の海底トンネルがいまも使えるわけがない。

  　鉄斎庵はそう思い込んでいた。

  　通常のトンネルとは異なり、海底トンネルには常に海水が沁しみ込んでくる。沁みてくるこの海水は排水ポンプで定期的に地上へ汲くみ出してやらねば、そのうちトンネルそのものが水すい没ぼつしてしまう。だから世界汚染により全ての発電施設が停止してしまった現在、関門トンネルは海に呑まれてしかるべきだ。現に、ＪＲ門も司じ駅とＪＲ下しもの関せき駅を結んでいた関門鉄道トンネルが水没していることは、日向ひゆうがコロニーでも確認している。

  「だが関門トンネルの現状は確認していない」

  　鉄斎庵は独りごちた。長らく姫路コロニーによって門司要よう塞さいと火ひノの山やまを抑えられていたため、関門トンネルがどうなったのか日向コロニーの関係者は誰も知らなかった。いや、無意識のうちに、水没してしまったものと決めつけていた。

  　しかし、どうやらこれは――

  「生きている」

  　一行は階段を下りきった。辿たどりついた先に海水はどこにもない。

  　鉄斎庵が手て燭しよくを掲かかげる。世界汚染以前と遜そん色しよくのない、関門トンネル人道が対岸の門司港へむけて黒々と口をあけていた。頼りない灯りはトンネルのほんの入り口を照らし出すだけで闇に呑まれてしまうが、ここがこうして無事なのだから崩ほう落らくしていないことは確かだ。

  　トンネルの海底部全長は約七八〇メートル。これだけの構造物を現在まで維持しつづけていたことは驚きよう嘆たんに値あたいする。ちなみにこの人道トンネルの上部が車道になっており、ふたつの道は同じ円筒形のトンネル内に施設されている。つまりは車道の方も生きているわけだが、鉄斎庵が気にしたのはこの人道トンネルであった。なぜならば、車道トンネルの出入り口が火ひノの山やまの遥か後方に位置しているのに対して、人道トンネルの出入り口はそのまま、国道九号に布陣する日向ひゆうが軍の後こう背はいに直結しているからである。

  　関かん門もんトンネルを生かしていたのは門も司じ要よう塞さい頂上にあった次世代太陽電池発電施設とみて間違いない。そこから電力を発生させ、排水ポンプを稼か働どうさせて、関門トンネルの状態を保たもちつづけていたのだろう。類るい推すいするしかないが、世界汚染以前に建築された発電施設――おそらくは停電などに関わりなくトンネルを守るための設備だろう――を誰かがずっと守ってきていて、それを姫ひめ路じコロニーが受け継いだのかもしれない。そうでなければ、いまもまだ関門トンネルが存在していることが説明出来ない。ということは、本州にはまだこうした次世代太陽電池発電所が幾いくつか残存していてもおかしくない、ということか――

  　黙もつ考こうは、傍かたわらの練れん氣き使いの声に破られた。

  「軍師どの、なにか光が」

  　彼が指さす先はトンネルの深い闇のなかだ。

  　一同が目を凝こらす。耳も澄ます。不ふ穏おんな気配に肌が粟あわ立だつ。

  「わずかながら蹄ひづめの音も」

  　別のひとりがコンクリートの床に片耳を押し当ててそう呟つぶやいた。かすかな光と音が闇のむこうから伝ってくる。なにものかが、門司側からこちらへむかって、横幅わずか三メートルほどの人道トンネルを息を殺して歩み寄ってくる。

  　戦せん慄りつが鉄斎庵の背筋を鷲わしづかみにした。やはり予感は本物だった。

  　しかし同時に安あん堵どを覚えた。

  　危あやうく敵に裏をかかれるところだったが――寸前のところで美み歌か子この攻撃を見切った。

  　勝てる。

  「氣弾を溜ためるのだ。よく引きつけてから撃て」

  　同行してきた五名の練氣使いへ鉄斎庵は命じた。五名共に自分の役割を悟って頷うなずき、腰のサーベルを引き抜く。

  　トンネルの闇のむこうへ、彼らは居合いの構えを送る。下した氣き海かい、いわゆる丹たん田でんから呼び出された練氣が、腰の後ろに回されたサーベルの剣けん尖せんに絡みついてゆく。溜めの時間は充分に取れるし、敵は逃げ場のない隘あい路ろを一直線に歩み寄ってくる。ここは練氣使いの独どく壇だん場じようだ。

  「浪なみの底の都みやこへ赴ゆけ」

  　鉄斎庵は低く重く、トンネルのむこうにいるであろう美歌子へそう呟いた。

  

  　音もなく、白はく狼ろう兵団は関門トンネル人道をひたひたと歩む。

  　先頭をゆくのは美歌子だ。一面の闇であるが騎き狼ろうは馬と同じく夜目が利きく。蒼そう竜りゆうに歩みを委ゆだねて、およそ五〇〇メートルほど先の下しもの関せき側出口へ顔をむける。

  　と、後方の兵士ひとりが美み歌か子こへむかい注進した。

  「気づかれました。トンネル出口に練れん氣き使いが五名ほど居並び、氣き弾だんの準備をしております」

  　彼は感覚器系特とく進しん種しゆだ。異常発達した視覚、聴覚、嗅きゆう覚かくを以もつて、周辺に隠れている敵兵の存在を知覚して味方へ告げ知らせる重要な役目を担になっている。

  　美歌子はひとつ頷うなずいた。そして蒼そう竜りゆうの手た綱づなを絞り、歩みを止める。後方の白はく狼ろう兵団五〇〇騎もまたその場で停止した。

  「参まいったな、年寄りに気づかれてしまった。どうするか」

  　皆を振り返り、美歌子は全く参っていない無機質な調子でそう言った。

  「我われらが盾たてとなりましょう」

  　一切の躊ちゆう躇ちよなく、ふたりの兵士が騎乗したまま名乗り出た。

  　それを受け、美歌子はゆっくりと頷く。

  「すまない」

  「栄誉ある役目です」

  「頼むぞ、武む藤とう武たけ憲のり。戸と島じま洋よう輔すけ」

  「はっ」

  　名を呼ばれ、武藤と戸島は鞍あん上じようの背筋を伸ばした。美歌子が自分の顔と姓名を記憶してくれていることが、ふたりの戦士の誇りに火を点ける。

  　武藤と戸島は鞍上で手綱を握ったまま、下した氣き海かいにて涵かん養ようしていた練氣を呼び出して全身にまとい、さらにその防御壁を騎乗している騎き狼ろうにまでまとわせる。暗闇のなか、練り上げられた生体エネルギーが戦士と騎狼の輪りん郭かくを淡い光に包む。

  　それが終わると盾となる二騎は白狼兵団の先頭に進み出た。兵団員たちは武藤と戸島の陰に隠れるように二列縦じゆう陣じんを組み立てる。その縦陣のさなか、シュンは強こわばった顔でタケルの方を振りむいて、

  「ねえ、タケル、これってまさか……」

  　タケルは仏ぶつ頂ちよう面づらを崩すことなく、

  「だろうな。あのふたりが身体で氣弾を止めて、その後ろからおれたちが突っ込むわけだ」

  「ふたりはきっと死んでしまう。五人分の氣弾を全く無傷で防ぎきるほど優秀な練氣使いなんてそうそういない。これじゃあ……ふたりとも僕らの人ひと柱ばしらじゃないか」

  　タケルは押し黙ったまま、武藤と戸島の背中を見ていた。シュンがなにを言いたいのかはわかっている。

  「おれならひとりで防げる、ってか」

  「……うん」

  「……冗じよう談だんじゃねえ。なんでおれが美歌子を助けなきゃいけないんだ。おれはごめんだ。そんなの、やりたいやつがやればいいだろ」

  「……でも、彼らに罪つみはないよね？　それを見殺しにするなんて……きみらしくないよ」

  「ひとごとだと思って勝手なこと言いやがって。こんな狭い場所で氣き弾だんを防ぎきるのはおれだって難しいんだ。五人分の練れん氣きがひとまとめになってむかってくるんだぞ？　下へ手たすりゃ、おれの右手が備びん長ちよう炭たんになっちまう」

  　タケルはそう吐き捨てた。シュンは次の言葉を飲み込み、おとなしく美み歌か子この後方に並ぶ。

  　先頭の武む藤とうと戸と島じまは互いに顔を見合わせ、ひとつ頷うなずいて白はく狼ろう兵団を振り返った。

  「もはや忍び足は無用」

  「いざ虎こ口こうへ」

  　冗談めかした大おお仰ぎような台詞せりふを吐いてから、ふたり同時に鐙あぶみを蹴った。騎き狼ろうの眼まなこが爛らんと輝き、疾走がはじまる。

  　白狼兵団全騎がそれにつづく。人道トンネルに二〇〇〇もの蹄ひづめの音が響き渡る。

  　トンネル出口まで、残り四〇〇メートル。

  　タケルは前方へ目を凝こらした。直前に美歌子の背中があり、そのむこうに武藤と戸島の背中が見える。さらにその先に、発光するなにか。こちらを待ち受けている。おそらくは出口付近の五名の練氣使いによるものだろう。

  　残り三〇〇メートル。白狼兵団の速度が上がった。タケルも手た綱づなを引き絞り、隊列を乱さぬよう細さい心しんの注意を払いつつ疾走する。万が一ここで転倒でもしてしまったら後列が大変なことになってしまう。五〇〇騎が呼吸を合わせて横幅三メートルの隘あい路ろを全力疾走しているだけでも至難の業わざであるのだ。いまここを駆けている誰一人として失敗は許されない。

  　残り二〇〇メートル。打ち付けられる蹄の音が筒つつ状のトンネル内に朗ろう々ろうとこだまする。敵はまだ撃たない。出口付近の輝きはよりいっそうはっきりと見える。滴したたり落ちるほどの練氣が、敵のサーベルに絡みついて射しや出しゆつのときを待っている。

  　――引きつけてから撃つ気だ。

  　タケルはそのことに気づいた。おそらく白狼兵団の全員が敵のやり口に気づいているだろう。しかし逃げ出すものなどひとりもいない。先頭の武藤と戸島が防ぎきってくれると信じている。それが出来なかったら全滅も辞さない。

  　――無茶苦茶だ！

  　残り一〇〇メートル。

  　まなじりを上げたなら、美歌子の背中のむこうにありありとした発光体を認めることが出来る。その輝きと大きさから、敵がこれから放とうとしているのがどれほどの氣弾なのかはわかった。

  　それに対し、武藤と戸島が全身にまとっている練氣の防ぼう御ぎよ壁へきが頼りなさ過ぎる。あれではふたりとも、骨の髄ずいまで炭化してしまうだろう。

  　――おれたちを守って死ぬというのか。

  　タケルは唇を噛かみしめ、鐙あぶみを蹴った。

  　そして叫ぶ。

  「どけ、おれが防ぐっ!!」

  　十六夜いざよいが蒼そう竜りゆうを押し退のけるようにして前方へ頭を押し出す。美み歌か子こはとっさの手た綱づなで十六夜を避け、前へ出させる。タケルはそのまま直進すると武む藤とうと戸と島じまのあいだに割って入って、またしても強引にふたりの前方へ躍おどり出る。

  「いまさらなにをっ」

  　戸島の抗議を無視し、タケルは下した氣き海かいに溜め込んだ練れん氣きを一気に呼び出して全身にまとった。さすがに天子候補生筆ひつ頭とうとして長年鍛たん錬れんしてきただけのことはあり、武藤や戸島のそれとは桁けたが違う。わずかのあいだに、タケルを中心にした練氣の風防が白はく狼ろう兵団の前面に構築される。

  「あんたらじゃ無理だ」

  「なんだとっ」

  「いまは生きろ。死に場所はきっとほかにある」

  　言い捨てて、タケルはそのまま白狼兵団の先頭を駆ける。

  　残り五〇メートル。

  「来い」

  　タケルの呟つぶやきと同時に、トンネル出口に溜まっていた光が一瞬だけ消えた。

  　転瞬――

  　狭いトンネル内を原げん初しよ神の落らく雷らいのごとき轟ごう音おんが包み込んだ。

  　前方から光の塊かたまりが、一直線に白狼兵団をめがけて走ってくる。

  　その膨ぼう大だいな熱量を一瞬肌に感じる。

  　五名分の練氣をひとまとめにした特大の氣き弾だん――

  　タケルは全力で十六夜を駆りながら、右手を前方に掲かかげ、氣き街がいと呼ばれる身体の末端部に練氣を集中させた。

  　刹せつ那な、タケルの右手に特大の氣弾が接触した。

  　白銀色があふれ返る。勢いをそのまま受け、タケルの背筋が後方へ反る。頭部が上方をむき、喉のど仏ぼとけがあらわとなる。光と光が接触した空間へあらゆる音という音が吸い込まれていく。

  　光粒りゆう子しの奔ほん出しゆつのただなか、タケルの双そう眸ぼうがぎらりと輝いた。

  　戦士としての本能が煮え立ち、脊せき椎ついを灼やく。

  　渾こん身しんの力で正面を睨にらみつけた。

  　攻撃意欲が理性を振り切る。日頃抑えつけていた獣性が、この極限のさなかに傲ごう然ぜんと鎌かま首くびをもたげ、微笑ほほえむ。

  「消し飛べ」

  　ささやきとともに、タケルは左手で右手首を掴つかむと、敵の氣き弾だんを受けながらにしておのれの氣弾を射しや出しゆつした。

  

  　鉄てつ斎さい庵あんは氣弾を放った五名の練れん氣き使いの背中越しに、人道トンネル内部を見ていた。

  　白はく狼ろう兵団をめがけまっしぐらに走った光の塊かたまり――それがすさまじい明めい滅めつとともに狭く暗い長方形の通路のただなかで立ち止まっている。

  　白狼兵団の練氣使いが氣弾を受け止めていることが知れた。

  　しかし日向ひゆうがコロニーでも選えりすぐりの練氣使い五名が溜めに溜めて撃った氣弾である。そう簡単に受けきれるわけがない。やがて受け手が消けし炭ずみとなり、隘あい路ろ上の白狼兵団は一兵残らず膨ぼう大だいな熱に灼やかれるだろう。

  「さらばだ、美み歌か子こ」

  　その言葉が、皮肉なことに鉄斎庵一いつ舟しゆうの最期の台詞せりふとなった。彼はおのれが自負する通りに白しら谷たに三さん座ざにも匹ひつ敵てきする優秀な戦いくさ目め付つけであったが、白狼兵団のなかに澁しぶ澤さわタケルという巨きよ人じん兵へい以上のバケモノが紛まぎれ込んでいることを知らなかった。ただそれだけのことが彼の命取りとなった。

  　鉄斎庵が最期に見た光景は、トンネル内を逆流してくる光の塊であった。壁に鞠まりを蹴り込んだごとく、むこうへ撃ったものがそのままこちらへ撃ち返されてくる。

  　居合わせたものの誰も声をあげることもなかった。

  　ただ果てもなく純白な灼しやく熱ねつだけがあった。

  　氣弾が孕はらんだすさまじい熱量のただなかで、自みずからの勝ちを信じたまま、悲鳴もなく、痛みも覚えず、一点のけがれもない白だけを網もう膜まくに刻みつけ、鉄斎庵と練氣使い五名はこの世界から消滅していった――

  

  　火ひノの山やま直前、国道九号。

  　瀬戸内海の海岸沿いを長く伸びるこの四車線は、いまや日向コロニーの軍兵一万が掲かかげ持つスサノオの軍ぐん旗きに覆おおい尽くされていた。神かみ代よの神じん武む東とう征せいも日向の港から出発したというが、およそ二七〇〇年前の伝説をいまに再現するかのような景観である。

  　刀剣のそびらを燦さん爛らんとさせて青せい灰かい色しよくの軍服がひしめき合い、お椀わんを伏せた、という形容がそのまま当てはまる孤こ山ざん――白谷三座率いる姫ひめ路じ軍が立て籠こもる火ノ山を包囲している。

  　高さわずか二八六メートルの山肌を城壁として、ベヘモスの軍旗もへんぽんと翻ひるがえる。ここに布陣する姫路兵は負傷者を含む約三〇〇〇。数の不利を山の傾斜で補う格好だ。

  　そして――地響きが伝った。

  　関かん門もん橋きようを越えた巨きよ人じん兵へい五〇〇が、アスファルトを踏み砕きながら国道九号へ次々に下り立つ。鞍あん上じようの騎兵の頭が巨人兵の腰ほどにしか及ばない。その威容を目まの当あたりにして日向ひゆうが軍の士気がますます上がる。四トンもの鉄てつ槌ついを悠ゆう然ぜんと肩の後ろに担かつぎ、筋肉の尾根の絡み合ったその巨きよ躯くから豚ぶたに似た異臭を発しながら、異い形ぎようの兵士たちが雨あめ俊としの周囲を固める。この巨人兵五〇〇こそが雨俊率いる日向軍決戦兵団だ。

  「これでは策も通じまい、白しら谷たに」

  　火ひノの山やまの傾斜を見上げながら、雨俊はそう呟つぶやいた。いくら白谷が策士であるといえど、彼ひ我がの兵力差は圧倒的だ。小手先の業わざでは一万の精鋭と五〇〇の巨人兵は止められない。

  「爺じいはまだか」

  　そのときふと気になって、雨俊は背後を振りむいた。鉄てつ斎さい庵あんが消えていった関門トンネル人道入り口が、雨俊率ひきいる決戦兵団のすぐ後こう背はいにある。美み歌か子こに門も司じ要よう塞さい攻略を決断させやすくするため、雨俊はわざと関門橋を背中に負おうこの地点に布陣しているのだが、いつまで待っても対岸の門司要塞から鬨とさの声はあがらない。

  　――白はく狼ろう兵団が消えている。

  　先刻まで門司港レトロ地区辺りにちらちら垣かい間ま見えていた純白の兵装に緋ひ色のマントが忽こつ然ぜんと消失している。

  　悪お寒かんが伝った。

  　なにやらよからぬものが雨俊の意識の側そく壁へきに爪を立てて掻かきむしった。

  　刹せつ那な――

  　関門トンネル人道入り口が野太い水すい蒸じよう気きの柱を噴き上げて爆ばく砕さいした。

  　大気がびりりと震える。足下が振動する。盛大な水の飛ひ沫まつが中空高く打ち上げられる。それは霧きりの幔まん幕まくとなって日向軍決戦兵団の頭上へ垂たれ下りてくる。

  「ぬっ」

  　短くうめき、雨俊はその霧のなかへ目を凝こらす。

  　爆発は収まった。水柱も一度噴き上がっただけでもう消失している。しかし視界を覆おおう一面の銀の幔幕のなかに、なにものかが蠢うごめいている。

  　こちらへむかってくる。

  「後ろだ、霧のなかから来るっ!!」

  　知覚するより早く、雨俊の本能がそう叫ばせていた。

  　雨俊の前方、火ノ山にむかって展開していた巨人兵五〇〇が、ぐるりと回転した。

  　狭さ霧ぎりのなかへ目を凝らしたなら、緋色のマントが翻ひるがえっている。騎き狼ろうの双眼が放ち出す白銀のきらめきも、純白の兵装も、燦さん爛らんとした武具の輝きも見える。

  　それがどこの勢力のものであるか――問うまでもない。

  　――万ばん里り眼がん。

  　白しら谷たに三さん座ざに附せられたその異い名みようが雨あめ俊としの頭ず蓋がいを爆はぜた。

  　――はじめからこれが狙ねらいであったか。

  　――橋でも海でもなく、よもや海底を通って奇襲してくるとは！

  「見事だ、美み歌か子こっ!!」

  　そう叫んだ雨俊の声には、驚きよう愕がくと歓喜が入り交じっていた。

  　叫きよう喚かんのむこう、霧きりが晴れる。

  　美歌子率ひきいる姫ひめ路じコロニー決戦兵団がまっしぐらに雨俊をめがけて突っ込んでくる。

  　開戦当初は日向ひゆうが軍一四〇〇〇と姫路軍四〇〇〇の戦いであったのが、一気に大将率いる決戦兵団同士の激突にまで持ち込まれた。この局地戦に勝った方が、戦いくさの勝者となる。雨俊は決然と片手を掲かかげ、巨きよ人じん兵へいに命令を下した。

  「薙なぎ払えっ!!」

  　雨俊の下か命めいに、巨人兵たちが咆ほう吼こうで応える。

  　重量四トンを越える鉄てつ槌ついを肩に担かついだ五〇〇もの怪物たちが、白はく狼ろう兵団へむかい津波のごとくに押し寄せていく――

  

  　空間から細やかな水の粒りゆう子したちが消えていく。

  　手首に絡めていた蒼そう竜りゆうの手た綱づなをほどき、美歌子は鐙あぶみから足を抜いた。

  　後方を振り返る。白狼兵団五〇〇名が二列縦じゆう陣じんを組んで整然と駆ける。

  　前方を見み据すえる。奇襲に気づいた雨俊が、巨人兵五〇〇を前面に展開させて肉の壁を築き上げこちらを待ち受けている。

  　美歌子は後方へむかい、凜りんと号令する。

  「獣じゆう戦せん、構えっ！」

  　普段の訓練通り、それを受けた兵員たちが騎き狼ろうを駆けさせたまま手首に絡ませていた手綱を解いて、鐙から軍ぐん靴かを抜き取る。

  　前方、巨人兵群との距離、三〇メートル。

  「用意っ」

  　白狼兵団全員が鞍くらから腰を浮かせる。

  　敵との距離、一〇メートル。

  　巨人たちが鉄槌を振り上げ、その超重量の鉄てつ塊かいを振り下ろさんとした、そのとき――

  「放てっ!!」

  　号令一下、白狼兵団全員が、いきなりおのれの騎狼から飛び降りた。

  　主を失った騎狼たちは速度を保たもったまま、まっしぐらに敵軍へむかい突っ込んでゆく。

  　二列縦陣を組んでいたから、鞍から飛び降りた兵士が後方の騎狼に踏まれることはない。おのれの騎き狼ろうの背中を追って、抜ばつ刀とうした兵員たちも駆け込んでいく。

  　転瞬、幾百の鉄てつ槌ついが地を叩き、すさまじい鳴めい動どうが国道九号を覆おおった。

  　雷いかづちのごとき打撃たちが一瞬にして亀かめの甲こう羅らのごときすさまじい鉤かぎ裂ざきをアスファルト上に生じさせる。

  　しかし――ほとんどが空から振ぶりに終わっていた。

  　主人という重りを外した騎狼にとって、あくびが出るほどに緩かん慢まんな巨きよ人じん兵へいの動きだ。騎狼五〇〇のうちの大半が俊しゆん敏びんな動作で打撃をかわし、お返しとばかりに巨人兵群へ飛びかかり、その筋肉の装甲に牙きばを突き立て、肉を食い破る。その背後から、抜刀した白はく狼ろう兵団の兵員五〇〇が襲いかかる。

  　血流が噴き上がる。巨人の壁が崩ほう落らくする。湧きあがる叫きよう喚かんは巨人兵のあげる断末魔だ。純白の兵列が、無気味きわまりない肥大した肉体の集合を一直線に引きちぎってゆく。

  　獣じゆう戦せん――

  　よく調教した獣けものなら、主の命令を待たずともおのれの意志で敵を判断し、主を守るために戦おうとする。特に騎狼は自みずからの主以外に鞍くらを委ゆだねない代わり、生しよう涯がいにわたってひとりの主を守ろうとする。それを利用し、騎狼自らに戦闘を委ねる方式を姫ひめ路じコロニーでは獣戦と呼ぶ。騎狼はあくまで敵の後こう背はいに素早く回り込むための「足」であり、敵に接触したなら乗り捨てて主従それぞれが個別の戦闘単位に分かれて戦う。日向ひゆうが軍からすればいきなり敵の数が二倍になったのと同じだ。

  　青せい灰かい色しよくの障しよう壁へきが絹きぬを裂くように引きちぎられる。

  　純白の槍やりが分厚い壁のただなかを一直線に貫つらぬいてゆく。

  　先頭をゆくのは美み歌か子こと蒼そう竜りゆうだ。

  　美歌子は傍かたわらの直ちよく衛えい兵へいから受け取ったサーベルを片手に、あたかも見知った我が家の裏庭を散歩するかのごとく、巨人兵の群れの狭はざ間まを縫いながらその木の幹みきのような足首を撫なで切りにする。腱けんを切断され、巨体を支えることも出来ず、異い形ぎようの兵たちが号ごう叫きようとともに崩れ落ちる。その喉のど笛ぶえを蒼竜が食いちぎる。

  　白狼兵団団員たちも美歌子に追いつこうとしている。誰もが市長よりも先頭に立って、自らの力で敵陣を裂いてやりたい。しかし、追いつけない。美歌子の戦闘能力が常じよう軌きを逸いつしている。団員たちは彼女の背中に付き従うかたちだ。

  　しかし――

  　巨人の壁が混乱を収める。

  　徐々に態勢を立て直した青灰色の日向軍は、数に劣おとる白狼兵団を圧殺せんと、巨人兵を前面に押し出して周囲から圧迫をはじめた。

  　純白の槍の勢いが止まる。

  　敵陣のただなかを穿うがっていた錐きりのごとき白が勢いを失う。

  　それからじりじりと、押し返される。

  　数に優まさる青せい灰かい色しよくが本来持っていた戦闘力が発揮され、細く長く儚はかない純白をじわじわとおのれの色へ染め上げていく。

  　巨きよ人じん兵へいの鉄てつ槌ついが乱戦のなかで薙ながれる。

  　暴風さながらの一撃に、純白の兵装たちが無残に中空へ舞い飛ぶ。こうして四トンもの鉄槌を横様に薙がれると防御が全く通用しない。叫び声をあげることもなく、ただひしゃげた肉体をいびつな角度に折り曲げながら、海かい峡きようの空へ白はく狼ろうたちが舞い上がる。

  　さらに国道九号に展開していた一万の日向ひゆうが兵たちが、本陣を防衛するために戻ってくる。四車線を埋め尽くす青灰色の軍服が、白狼兵団をなますのごとく切り刻まんと、すさまじい勢いで駆け込んでくる。

  「まずいな」

  　乱戦のただなか、タケルはぽつりと呟つぶやいた。

  　数に劣おとっているうえ、戦闘力でも負けている。いったんは奇襲が効果をあげたように見えたが、やはり巨人兵の壁は厚い。筋肉の装甲に手間取るうちに鉄槌を叩きつけられ、味方がそこかしこでぺしゃんこになっていく。

  　タケルは前方を見み据すえた。

  　それでも美み歌か子こはひとり悠ゆう然ぜんと、タケルの遥か前方に突とつ出しゆつして淡たん々たんと巨人兵のアキレス腱けんを切断している。美歌子には細胞再生能力があるから、多少の傷はその場で治してしまう。だからこそあの余よ裕ゆうがあるのだろうが、それにしても突出しすぎだ。兵団員が誰も、美歌子の戦闘力についていけない。

  　日向兵も馬鹿ではない。皆が美歌子を討ち取るために、彼女をめがけて殺到してくる。あれではやがて周囲が全て青灰色に埋め尽くされるだろう。

  「死んじまうぞ、あの女」

  　知らずタケルはそう独りごちた。そう思うのはタケルだけではない。団員たちもまた同じ気持ちだった。

  「美歌子さまっ」

  「お戻りを、美歌子さまぁっ」

  　口々にそう叫びながら、彼女の華きや奢しやな背中に追いつこうと敵兵を薙ぎ倒し、踏みにじり、前へ進もうとする。しかしいっこうに距離が縮まらない。美歌子は団員たちの気持ちを弄もてあそぶかのように、ただひとり飄ひよう々ひようと敵陣を穿うがってゆく。

  　タケルはその後ろすがたを眺めながら、なぜかたとえようのないうずきを覚えていた。

  　なんという名の感情なのかわからない。しかしいままで美歌子に対して抱いていた憎しみとはまた違った種類の、熱い迸ほとばしりが胸の中ちゆう枢すうを爆はぜていた。

  「戻れ、馬鹿っ」

  　気づいたら、美み歌か子この背中へむかいそう叫んでいた。

  　なぜそんなふうに言ったのか、よくわからない。平時であれば間違いなく処刑されるであろう暴言だが、この混戦のただなかでは咎とがめるものもいない。タケルはもう一度、彼方かなたの美歌子へ叫んだ。

  「囲まれる、巨きよ人じん兵へいに囲まれるぞっ!!」

  　五メートルほどもある異い形ぎようの兵たちが隊列を組んで、美歌子に迫らんとしているのが望ぼう見けんされた。美歌子を取り囲んで逃げ場をなくし、鉄てつ槌ついを思うさまに振り下ろして挽ひき肉にくにしようという腹づもりだ。しかし美歌子は敵の思惑に全く頓とん着ちやくすることもなく、相変わらず蒼そう竜りゆうと共に凜りん然ぜんとゆく。

  「ちっ」

  　タケルは舌打ちした。

  　絶対に本気では戦わない、誰が美歌子の役になど立つものか。開戦前のその誓いは完全に忘れ去られ、タケルはほとんど思考を挟むことなく踵かかとのしたに練れん氣きを集約させ、前方へ跳躍した。

  　しかし、敵兵の壁は厚い。練氣を使って弾はじき飛ばしても、すぐに次がやってくる。手間取るうちに寄せてきた巨人兵たちが美歌子を取り囲んでゆく。

  　美歌子のすがたが見えなくなる。タケルの目の前にあるのは幾いく十じゆうもの巨人兵の背中だった。

  　歯噛がみするあいだに、見上げるほどの巨体たちが二〇〇ほども折り重なって、美歌子の周囲に鋼鉄のごとき肉体の障しよう壁へきを形成してしまう。

  「美歌子っ!!」

  　なぜかタケルはそう叫んでしまった。

  　叫びのむこう、幾十もの鉄槌が天へむかい振り上げられる。美歌子に逃げ場などない。防御も出来ない。このままではあの華きや奢しやで可か憐れんな肉体が、醜しゆう悪あくな鉄槌の先でひしゃげた肉にく塊かいへと変えられてしまう。

  「美歌子さまぁぁっ」

  　兵団員たちの悲痛な絶叫が湧きあがった。

  　哀あい願がんともとれるその叫びも、しかし巨人兵には届かない。目線の先で次々に高々と、いびつな鉄槌が振り上げられていく。

  「やめろっ!!」

  　思わずタケルはそう叫んだ。

  　嘆たん願がんが届くはずもない。無む慈じ悲ひな鉄槌の群れが、風を切る唸うなりとともに、美歌子へむかい振り下ろされた。団員たちの絶叫が海かい峡きようにこだまする。

  

  　刃じん風ぷう一いつ颯さつ――

  

  　紫の炎が爆はぜた。

  　遅れて巨きよ人じん兵へいの円陣の中心から発生した烈れつ風ぷうが、紫の光を散らしながら放射状に駆け抜ける。

  　ふわっ……と円陣の内縁にいた巨人兵数十体の巨きよ躯くが浮き上がった。

  　それに遅れて、あたかも波は頭とうのごとく、内縁から外縁にかけて次々に巨人兵の身体が中空へ浮き上がっていく。

  　タケルはおのれの目を疑った。眼前の光景の意味が理解出来ない。兵団員たちも同じく口をぽかりとあけて、浮き上がっていく巨人兵たちを見ていた。

  　転瞬――

  　円陣の中心から、野太い炎の柱が噴き上がった。

  　網もう膜まくの底まで紫の炎が貫つらぬく。それが一直線に天を指し示し、傲ごう然ぜんと空を灼やく。

  　浮いていた巨人兵たちがその柱の起こした炎風によって、文字面づら通りに風に舞い散る木の葉さながら、海かい峡きようの空へ軽々と舞い上がっていく。

  　そして――舞い飛びながら、その巨体の手と足と胴どう体たいが別々の部位に切り分けられ、赤々とした血流を秋空に散らし、各個思い思いの放物線を中空へ描き出した。一体だけではない。円陣を成なしていた二〇〇もの巨人兵たち全部が、むなしそうに空を飛翔しつつ、澄み切った空の青を背景にして、身体機能を失ったただの細切れの肉にく塊かいへと変じていく。

  　眼前の光景の意味が理解出来ない、不条理なまでの逆転劇――

  　タケルは大口をぽかんとあけたまま、前方へ目をむけた。

  　まなじりの先では紫の火柱が収しゆう束そくしており、肉体の壁も消え去っていて、視界が爆心地のごとくに一気にひらけていた。

  　そこにはただ可か憐れんな少女がひとり、刀身から紫の炎を噴き上げる剣を握りしめ、こちらに背中をむけて寂じやく然ぜんと突っ立っているだけだ。

  

  　剣の名は――テラトマ。

  

  　かつて霧きり崎さきキリヒトの剣帯にその柄つかをとどめた生体寄生金属剣バイオソード。斬れぬものなき絶対斬ざん撃げきと謳うたわれるその威力はこれほどのものか。美み歌か子この周囲を埋め尽くしていた二〇〇体の巨人兵が、わずか一撃のもとに斬り伏せられてしまった。

  　いやしかし、いまの美歌子の凄すごみはそれだけではない。

  　タケルは息を呑み、脳のう髄ずいを駆け上がってくるおのれの思考に灼かれていた。

  　――なんて美しいんだろう。

  　普段であればその思考に気づいた瞬間に脳のう裏りから振り払うはずだが、この戦場の熱のただなかにあって、そんな冷静な対応は出来なかった。

  　――本当に、きれいだ。

  　あたかも荘そう厳ごんで細さい密みつな聖堂画をはじめて目にした幼い少年のように、タケルは戦場にぽつねんと佇たたずむ美み歌か子こに魂こん魄ぱくを奪われていた。

  　テラトマの柄つかからは八本の銀糸が躍り出て、美歌子の手首に突き立っていた。滴したたる真っ赤な鮮血が、戦場に流れる他のどんな血液よりも痛々しげに見えた。そして美歌子の血肉を餌えさにして形成されたその刀身と、そこから噴き上がる清らかな紫色の炎。火の色が真っ白な美歌子の肌に映じて、彼女の輪りん郭かくを戦場の悲ひ惨さんとは別次元のところに浮き立たせる。

  　ここでないどこからかなんらかの手違いにより産み落とされた存在。

  　いまの美歌子にはそんな形容がふさわしい。

  　タケルだけではない。白はく狼ろう兵団団員全てが、言葉を失って自みずからの統とう率そつ者に見とれていた。

  　テラトマの紫し炎えんのうちに映える静せい謐ひつな美歌子の佇たたずまいが、ここが戦場であることをひととき忘れさせる。

  　男たちの思考を意にも介さず、美歌子は皆を振り返り、微笑ほほえんだ。

  　純白の兵装を血の色に塗らし、燃えさかる炎の剣を片手に提げて、北極星をも射い落おとせるほどな笑みを浮かべ、この美しい人はこんなふうに言うのだ。

  

  「行こう、狼おおかみたち」

  

  　美歌子の言葉は電圧となってタケルの脊せき椎ついを灼やいた。白狼兵団の全ての兵の脳のう髄ずいへ、美歌子の笑みが爆はぜ、檄げきが落雷する。

  　これで燃え立たない人間がいるだろうか。

  　これで奮ふるい立たない人間ならいっそ死んでしまえ。

  　男なら、このひとの微笑みのために戦って死ね。

  　兵団員全員の脳髄を、そんな言葉が貫つらぬいた。

  　戦意が煮え立ち、ぐらぐらと沸ふつ騰とうし、膨ぼう張ちようして臨界を越える。大気の飽ほう和わ点を白狼兵団の戦闘意欲が突破して、狼たちの咆ほう吼こうが幾いく千せん条じようもの烈れつ風ぷうとなって戦場を駆け抜けた。

  「美歌子さまっ!!」

  「美歌子さまぁっ!!」

  　美歌子の名を叫びながら、勢いを取り戻した純白の狼たちが青せい灰かい色しよくの獣けものの群れへ襲いかかる。

  　熱狂的なまでの美歌子への思し慕ぼ。肉体も精神も魂たましいも美歌子へ捧ささげ尽くす忠ちゆう誠せい心しん。美歌子の名を叫びながら、選えりすぐりの戦士たちがひとむらの炎となって敵陣を食い破る。その熱のさなかにはタケルもシュンも含まれている。鶴つる木き山さん楼ろうで虐ぎやく待たいされた過去をも忘れ、ふたりはいま、仇きゆう敵てきのはずの美歌子のために剣を振るっていた。

  　日向ひゆうが軍の腰が引けた。

  　巨きよ人じん兵へい二〇〇を一瞬にして失ってしまったことの驚きよう愕がくも大きいが、それに加えて戦意を沸ふつ騰とうさせた白はく狼ろう兵団の勢いがすさまじい。止まらない。数に圧する青せい灰かい色しよくが、再び燃え立つような純白に引きちぎられていく。

  　先頭をいくのは美み歌か子こだ。

  　自みずからが槍やりの穂ほ先さきとなり、紫の炎の航跡を曳ひきながら、舞うがごとくに凜りん然ぜんと巨人兵の壁を穿うがつ。

  　王剣テラトマが唸うなるたび、青灰色の軍服が舞い飛ぶ。紫の斬ざん撃げきがひらめくたび、鋼鉄の鎧あぶみも、盾たても、特とく進しん種しゆの肉体も、あっさりと撫なで切りにされる。受けようとした太た刀ちが音を立てることもなく破は砕さいされ、持ち主の肉体も両断の憂うき目めに遭あう。立ちふさがる障しよう壁へきが障壁として機能出来ず、いかなる硬度も豆とう腐ふと同じ程度に格下げされて断ち切られる。テラトマを持った美歌子は誰にも止められない。誰にも止めようがない。

  

  　さらに――

  　雨あめ俊としのいる決戦兵団を守るために国道九号を駆け戻ろうとしていた日向ひゆうが軍一〇〇〇〇の脇わき腹ばらに、火ひノの山やまを駆け下ってきた鎌かま鳥どり隊が突っ込んだ。

  　白しら谷たにの采さい配はいは機を逃のがさない。鋒ほう矢し陣を組んだ鎌鳥一〇〇〇が日向軍を分断する。雨俊のいる本営が頭脳だとしたなら本隊一万は肉体にあたる。その頭脳と肉体の連れん繋けい、ちょうど頸けい椎ついにあたる部分に鎌鳥隊のくさびが打ち込まれたかたちだ。

  　最適な時期を見計らっての、最適な箇か所しよへの集中攻撃であった。たとえ数に劣おとろうとも、最適な時間と場所を選択したなら一撃で敵に致命傷を与えられることを白谷は知っている。

  　側面攻撃を完成させた鎌鳥隊はその場で足を止めての乱戦に持ち込む。白狼兵団が日向軍決戦兵団を壊かい滅めつさせるまでここに踏みとどまって戦う覚悟だ。二本の鎌かまと鞍あん上じようの騎兵の鉄てつ鉾ほこによる二段構えの攻撃が血ち潮しおの花を周辺一帯へ咲かせる。たちまち国道九号は血肉と阿あ鼻び叫きよう喚かんの修しゆ羅ら場ばとなった。

  「退ひくな、退くなっ」

  「正しよう念ねん場ばっ！　鎌鳥隊の誇りを示せっ!!」

  　怒号が純白の兵装のあいだを駆け抜ける。こうした乱戦では戦闘意欲を継続出来なかった方が敗者となることを姫ひめ路じ軍も日向軍も心得ている。味方同士で叱しつ咤た激げき励れいを交わしながら、凄せい絶ぜつな戦闘が海かい峡きようのほとりに繰り広げられる――

  

  　鎌鳥隊に守られながら、白狼兵団もひたすら愚ぐ直ちよくに日向軍決戦兵団を穿ってゆく。

  　勢いは衰おとろえない。五〇〇の精鋭が血ち眼まなこになり、美歌子の背中を追う。

  　テラトマの絶対斬ざん撃げきは美歌子の血肉を供く物もつとして成立している。だからあまり長時間使用することは出来ない。そのときの美み歌か子この状態にもよるが、だいたい一五分くらいが限界だ。それ以上振るっていると、美歌子の細胞再生能力が干ひ涸からびて戦闘不能に陥おちいってしまう。

  　しかし――美歌子はそんなことなど頓とん着ちやくしないかのように、相変わらず飄ひよう々ひようと舞う。

  　ケルトの森の妖精みたいに、あたかも軽快な音楽に合わせるがごとく、紫の火の粉を線の細い身体にまといながら、足運びも軽やかに、ときに微笑ほほえみさえ浮かべて、目の前の戦士たちを命を持たぬ肉にく塊かいへと変えてしまう。

  　そして――美歌子は意中の相手のもとへと辿たどりついた。

  　その可か憐れんな微笑みがただひとりの男性へとむけられる。みずみずしい薔ば薇ら色の唇がひらき、戦場の狂騒のなかでも不思議によく通る澄んだ言葉が放たれた。

  「お前に逢あいに来てやったぞ、こわっぱ」

  　岩いわ切きり雨あめ俊としにとってその言葉は、永えい遠えんの少女からの求愛文句に等しかった。

  　このいまだ負けを知らない若わか武む者しやは傲ごう然ぜんと胸を張ると美歌子を正面から見つめ、

  「思っていた以上に美しい。やはりお前は最高の女だ、美歌子。おれの妾めかけにしてやる。その剣を捨てて跪ひざまずけ」

  　余よ裕ゆう綽しやく々しやく、当然のように命令する。

  　永遠の少女はにっこり笑い、

  「短くもない年月を生きてきたが、これまで聞いたなかで最下位のプロポーズだ、青二才。わたしの耳を腐くさらせた褒ほう美びに挽ひき肉にくにしてやろう」

  　雨俊は天を仰ぎ、からからと笑う。

  「勝ち気な花嫁は嫌いではない。おれは生殖器官も特進でな。一晩だ。一晩でお前の身体も精神も魂たましいもおれに隷れい属ぞくさせてやる」

  「これ以上お前の言葉を聞いていると脳のう髄ずいまでも腐りそうだ。さっさと剣を抜け。古こ色しよく蒼そう然ぜん、大将同士の一騎打ちといこう」

  　雨俊の唇の端が持ち上がった。

  「面白い。そういう遊びもよかろう」

  　美歌子は周囲の白はく狼ろう兵団を睨ねめ回して、

  「聞いたか、お前たち。敵の大将が一騎打ちを受けた。決着がつくまで誰も手出しをするな」

  「応おうっ」

  　雨俊は白狼兵団の応答を鼻で笑い、腰の大振りな日本刀を引き抜く。ふたりの周囲では依い然ぜん戦闘がつづいているが、一騎打ちに気づいたものは敵味方ともに安全圏から様子を見守っている。

  「王剣テラトマ、斬れぬものなき絶対斬ざん撃げき、か。受け太た刀ちが効かないのは見ていてわかった。ずいぶん自信がある様子だが、要は受けなければ良いわけだ。行くぞ」

  　言い捨てると、おもむろに雨俊は美歌子の眼前から消えた。

  「!?」

  　美み歌か子この表情が今日はじめて驚きを示す。

  　刹せつ那な――美歌子の頸けい動どう脈みやくから血ち潮しおが噴き上がった。

  「ぐっ」

  　うめきが洩もれる。美歌子は地に片膝ひざをついた。深々と斬られた首筋から、みずみずしい血流が空をめがけて噴き出す。

  　血に濡れた日本刀を片手に美歌子の背中を見下ろし、雨あめ俊としは泰たい然ぜんと言葉を投げた。

  「常に細胞を喰われているぶん、動きが鈍にぶくなる。違うか？」

  　テラトマの弱点を瞬時に見きわめ、侮ぶ蔑べつするようにそう言う。

  　美歌子は気丈な笑えみを頬に刻んだ。細胞再生能力を使用し、瞬時に傷口を修復する。

  　血が止まると同時に、燃え立つテラトマをおのれの背後へ横様に振るった。

  　しかし。

  「遅い」

  　振り抜いた先に雨俊はいない。

  　いつのまにか再び美歌子の背後に回り、もう一度先ほどと同じく頸動脈を斬る。

  　美歌子の頭部が後ろへ反そった。また血流が噴き上がる。

  　雨俊は美歌子を背後から抱きしめ、その右手首を握りしめた。そして美歌子の耳元へ口を寄せ、甘い声でささやく。

  「ずっとこうしていれば、お前の肉体はテラトマに喰われて干ひ涸からびる。そうだな？」

  「貴様……」

  　首筋から血を噴き上げながら、美歌子はその紫し紺こん色の瞳を後方の雨俊へむける。しかしテラトマを握る右手首は強く掴つかまれていて、攻撃することが出来ない。

  　雨俊が言うように、こうしているだけで美歌子の体力は衰おとろえていく。無敵を誇るテラトマが、途端におのれの肉体を食い尽くすだけの役立たずと化す。

  「苦しいか。ついでにこういうのもどうだ」

  　雨俊は美歌子の身体に回した左手に日本刀を握り直し、そのまま美歌子の胸へ突き立てた。血潮が美歌子の胸元から迸ほとばしる。純白の兵装が美歌子の身体から流れる血の色に染まる。

  「ぐっ……」

  　雨俊は容よう赦しやなく、美歌子の胸に突き立てた刀をぐりぐりとねじり、彼女の臓器をかき回した。ごぼっ、と音を立てて美歌子の口からどろりとした血の塊かたまりがこぼれ落ちる。傷を受けた美歌子の肉体は自動的にそれを修復しようとするが、その活動は同時に体力を消費する。ただでさえテラトマの使用により消しよう耗もうしているのに加え、肉体の修復にまで力を使っているわけだから常よりも疲ひ弊へいが早い。

  「許しを乞こえ。あなたの奴ど隷れいにしてくれと頼め。おれは美しいものが好きだ、お前の頼みなら存分に考慮してやる」

  　口元を血に濡らしながら、しかし美み歌か子こは凄せい艶えんに笑えむと、

  「残念だが、わたしが惚ほれた男は生しよう涯がいひとりだけだ。お前など彼の足下にも及ばん。煩ぼん悩のうを滅めつ却きやくしてから出直してこい」

  「ふむ、ではふたりめがおれか。一晩でひとりめを忘れさせてやろう、力尽くでな」

  　雨あめ俊としはさらに刀身を深く押し込む。美歌子の表情がはっきりと歪ゆがむ。細胞再生能力があるとはいえ、痛覚は通常の人間と変わらないのだ。だからこの場合、美歌子はおのれの能力を恨うらむしかない。

  「どうした。元気がないな」

  「殺……して……やる……!!」

  「ははは、勝ち気だな。男に屈することを知らない目つきだ。これは調教のしがいがある」

  　雨俊は楽しげにそう言うと、さらに美歌子の体内をかき回す。美歌子の唇から洩もれる苦く悶もんが、雨俊の耳じ朶だに心地よく響いた。柄つかを握る手に力が籠こもり、お気に入りの玩がん具ぐを壊す幼児の楽しみにふける。そのうちにテラトマの炎がだんだんと弱まっていく。これは美歌子の生命力が衰おとろえている証あかしだ。美歌子はもはや為なすすべもなく、雨俊の好きにされるがままである。

  　しかし――雨俊はあまりに遊びすぎた。

  「いい加減にしろ」

  　突然、背後から声をかけられ、雨俊は肩越しに目線を送った。
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  　純白の兵装に身を包んだ、目つきの悪い若者が雨あめ俊としを睨にらみつけていた。雨俊が文句をつける。

  「誰か知らんが一騎打ちの最中だぞ。無ぶ粋すいなことをするな」

  「一騎打ち？　こんな胸くそ悪い一騎打ちは見たことないぜ」

  　タケルはそう言うとサーベルを斜め上方へ斬り上げた。

  　が、雨俊はすでにそこにいない。わずか一瞬にして美み歌か子こを手放すと五メートルほども跳躍し、呆あきれた顔をタケルへむけている。

  「これだから本州の人間は信用出来ん。九州であれば味方からも石を投げられる行為だ」

  「力尽きた相手をいたぶるのが九州人の一騎打ちか。笑わせるな。こんなの黙って見てられるわけないだろ」

  　雨俊の束そく縛ばくから解かれた美歌子は地に片膝ひざをつき、テラトマを杖つえ代わりにかろうじて上体を起こしタケルを睨みつける。

  「手出しするな……!!　お前に助けられる筋合いはない……！」

  　タケルは美歌子の方を振りむきもせず、

  「今日の市長は働きすぎです。あいつはずっと休んでたから、フェアな条件下での一騎打ちとはいえません。おれが条件をフェアにしてやりますんで、少し休きゆう憩けいしててください。部下の安心のためにも」

  　言い捨てて、踵かかとのしたに練れん氣きを集約させ、雨俊との間合いを一気に詰めた。

  　タケルのサーベルと雨俊の日本刀が交差する。雨俊の表情が変わる。

  「ほう。ずいぶん優秀な練氣使いだ。名は？」

  「澁しぶ澤さわタケル」

  「聞いている。お前が天子候補生とかいうやつか。面白い。お前の首しゆ級きゆうをベッドに添えて、その傍かたわらで美歌子をしつけよう」

  「その舌の根を灰にしてやる」

  　打ち合いながら、タケルは徐々にサーベルに練氣を絡ませてゆく。

  　雨俊もまたおのれの練氣を日本刀に絡ませる。タケルの呼吸器系に特化した進化に対して雨俊の場合はあらゆる能力がまんべんなく高い。だからこうした一騎打ちの場合、進化の総合力に勝まさる雨俊が有利になるはずなのだが――

  「ぬっ……」

  　ときが経つにつれ、雨俊の表情が曇ってゆく。

  　見込んでいた勝算が薄くなっていくことを自覚する。

  　タケルの練氣は運動を補助するだけでなく、攻撃にも使用されている。打ち合う刃やいばに、押し合う力に、移動の素早さに、あらゆる運動に日頃から蓄たくわえられていた練氣が運用され、消費される。そしてそれは時間の経過とともに減っていくはずのものなのだ。はじめのうちは運動を助けることが出来ていても、練氣が消しよう耗もうするにつれてだんだんとそれが出来なくなり、最後には蓄たくわえていた全てを使い果たして、タケルは通常の人間と変わらなくなり、あえなく雨あめ俊としに討ち取られる――はずだったのだが。

  「くっ……！」

  　タケルのサーベルを受け、雨俊は後退する。そこに集約された練れん氣きに押されている。

  　間合いを取ってから日本刀を振り抜くが、タケルはやすやすとそれを受け、練氣を使って弾はじき返してくる。いつまで待っても、いっこうにタケルの力が衰おとろえない。逆に疲ひ弊へいが進んでいるのは雨俊の方だった。

  「どうした。顔色が悪いな」

  　タケルは余よ裕ゆう綽しやく々しやく、サーベルの回転を上げる。

  　雨俊は全くついていけない。タケルが貯蔵している練氣の量が桁けた違いであることにようやく気づいた。

  　いや、桁違い、などという生やさしい表現では足りない。

  　これは――バケモノだ。千年にひとりの練氣使いだ。こいつと真っ正面からやり合うということは、戦車を相手に素す手でで立ち向かうに等しい。

  　雨俊がその事実に気づくと同時に日本刀が弾き飛ばされ、タケルのサーベルが雨俊の喉のど元に突きつけられた。

  「白旗を揚げろ。でないと突き殺す」

  　タケルの宣告が投げられる。

  　雨俊はそれに対して笑えみを返し、遠巻きに囲んでいた味方の兵を振りむいて、

  「余興は終わりだ。やれ」

  　顎あごをしゃくる。すると青せい灰かい色しよくの日向ひゆうが兵たちが威い嚇かくの声をあげ、タケルをめがけてなだれ込んできた。タケルはサーベルを引っ込めると雨俊を一いち瞥べつし、

  「けっ。卑ひ怯きようもん」

  　なじりながら、襲いかかってくる日向兵たちを斬り捨てる。

  「いまどき真ま面じ目めに一騎打ちするものなどいるはずがない」

  「同感だ。だが、ミスしたのはお前だぜ」

  「？」

  「親衛隊がお怒りだ」

  　戦いながらも、タケルは余裕綽々の表情でおのれの後方へ顎をしゃくってみせた。

  　タケルの顎の先では、怒りに煮えたぎった白はく狼ろう兵団の兵員たちが、溶岩のごとき双そう眸ぼうを雨俊へ突き立てていた。

  　彼らは美み歌か子こに言われた通り、律儀りちぎに一騎打ちを見守っていた。横から手出しすることは美歌子への侮ぶ蔑べつだ。だからどれほどに美歌子が弄もてあそばれようと、決して助けに行くことはしなかった。おのれの腕に爪を突き立て、血が流れるほど唇を噛かみしめながら、必死でおのれの衝動を自制していた。

  　しかし――いまやこうして日向ひゆうが兵がなだれ込んできた。もうこれは一騎打ちではない。自制する必要などどこにもない。自分たちがいまやるべきことはただ、憎い敵へむけて怒りの剣を振るうだけだ。

  　ぎらり。

  　白はく狼ろう兵団団員たちの剣けん尖せんが、一いつ斉せいに雨あめ俊としへむけられた。

  　沸ふつ騰とうするほどの戦意が、海かい峡きようの空を焼き尽くす。

  　その熱を受け、さすがの雨俊も腰が引けた。本能の導みちびきに従い、その場から逃のがれようとした。

  　だが――

  「美み歌か子こさまっ!!」

  「美歌子さまぁっ!!」

  　口々に愛する市長の名を叫びながら、白狼たちが雨俊をめがけて襲いかかる。

  　なにもかも呑のみ込み押し流す白い津波となり、雨俊を守ろうとする巨きよ人じん兵へいに何人が叩きつぶされようとも、慌あわてた雨俊に何人が撫なで切りにされようとも、次々に、尽きることなく、一心不乱にただ雨俊だけを狙ねらって襲いかかる。

  　倒れた味方の背中を踏み台に前進し、斬られ、後方の仲間に背中を踏まれながらも美歌子の名前を呟つぶやき絶命する兵員の群れ。熱狂的なまでの美歌子への思し慕ぼ。ただ美歌子のためだけに肉体も精神も魂たましいも捧ささげ尽くす敢かん闘とう精神。これこそが白狼兵団の強さの源げん泉せんだ。これがあるからどれほど辛つらい行こう軍ぐんにも耐え抜き、美歌子の指し示す方向へむけて余計な思考を挟むことなく突っ込んでいける。この勢いは誰にも止められない。阻はばもうとした日向兵も巨人兵も、皆がみなこのすさまじい奔ほん流りゆうに呑み込まれ、押し流されてしまう。死をも畏おそれず、ただ美歌子の名を叫びながら突っ込んでくる団員たちの前に、青せい灰かい色しよくの戦意は立ちふさがることすら出来なかった。

  　――これが白狼兵団。

  　雨俊がこの世で最期に脳のう髄ずいに刻んだのはその思考だった。

  　振り下りてくる幾いく百ひやくの剣になます斬りにされながら、中途半はん端ぱな細胞再生能力を持ったがゆえに簡単に死ぬことも出来ず、余計な苦しみを味わいながら雨俊は白狼兵団の刀剣のしたで細こま切ぎれになっていった。

  　負けを知らない日向市長、岩いわ切きり雨俊――

  　生しよう涯がいただひとつの負けが、この世との惜せき別べつに繋つながってしまった。

  　彼の失敗はただひとつ、思慕の力を甘く見たことだけである。白狼兵団団員が美歌子を想う気持ちの量を見誤っていた。たったそれだけのことで、雨俊は歴史からすがたを消さざるを得なくなってしまった。

  「おい、やめろ、わたしの獲え物ものだっ！　手出しするなっ!!」

  　雨あめ俊としを細こま切ぎれにする白はく狼ろう兵団の壁の背後から、傷口を修復した美み歌か子こが怒りの声をあげる。しかしそれも白狼兵団のあげる怒りの蛮ばん声せいにかき消される。

  「よくも美歌子さまにあのようなっ」

  「美歌子さまの痛みを思い知れっ」

  「やめろ、やめんかっ!!」

  　珍しく大声を張りあげて団員たちを制止しようとする美歌子の背後から、火ひノの山やまを駆け下ってきた姫ひめ路じ軍本隊一五〇〇の咸かん声せいが響いた。

  　日向ひゆうが軍決戦兵団が壊かい滅めつしたのを見て取り、戦機を逃のがさず白しら谷たに三さん座ざが国道九号に長く伸びる日向軍本隊の脇わき腹ばらへ急襲をかけたかたちである。

  　日向軍はすでに頭ず蓋がいを叩きつぶされ、肉体だけが生き延びている状態に等しい。戦闘機構としてよく統制のとれた姫路軍に相対するすべは、すでに持っていなかった。

  　それから決着までに要した時間は、一時間に満たなかった――

  

  　海かい峡きようの風が戦場の熱を冷ましていた。

  　青せい灰かい色しよくの軍服に身を包んだ死し骸がいたちが、むなしそうに片手を空へ突き出している。

  　折れ曲がったスサノオの軍ぐん旗きたちが地に横たわり、泥にまみれている。そのうえを、ベヘモスの軍旗がへんぽんと翻ひるがえる。

  　門も司じ要よう塞さいから勝ち鬨どきがあがった。スサノオの軍旗が引き倒され、代わりにベヘモスの軍旗が山腹に打ち立てられる。関かん門もん橋きように居並んだ純白の兵装が万ばん歳ざいを叫び、その直下の海峡を、新たな帆ほを打ち立てた一いつ千せん島じま水すい運うんの船せん舶ぱくが誇らしげに航行する。甲かん板ぱんにいるのは全て姫路兵たちだ。

  　姫路軍の完全勝利である。終わってみれば白狼兵団の関門トンネル突破が決め手となったかたちだ。姫路兵たちは戦勝に酔いしれながら、改めて白谷の「万ばん里り眼がん」を褒ほめ称たたえている。

  　白谷は全てを見通していたわけではない。ただあらゆる事態を事前に想定し、それに備えていただけだ。一千島水運が無力化された場合、下しもの関せきの平地戦で敗れた場合、敵が関門橋の両端を抑えた場合――あらゆる事態を予想して、それに対応する策を準備し、刻々と移りゆく戦況に淡たん々たんと対処した。策さく源げん地ちを叩いた美歌子が関門トンネルを通って下関側へ戻ってくることも、そうした対応策のひとつに過ぎない。ひとは戦勝という結果だけを見て「万里眼」などと言うが、神でもない限り戦場で起こる全ての事態を正確に予想することなど出来るはずがない。白谷が秀ひいでているのは、戦場で発生するさまざまな事態を出来る限り多く想定する力と、それに対応出来るよう事前に準備を整えておく力――つまりはひどく地味で基本的な実務処理能力であった。

  　今回の戦いにより、日向コロニーの野戦軍はほぼ壊かい滅めつした。

  　さらに枯こ草そう芋いもも姫路軍の手に入り、この驚異の作物の力を認識した白谷はこのまま九州を南下して主要コロニーを制圧するべく計画の練ねり直しに入った。いまの姫ひめ路じ軍を止められる勢力は九州には存在しない。このままときを逃のがさず行動に移るのが最さい善ぜんであろう。

  「一か月で九州は落ちましょう」

  　兜かぶと牛うしに騎乗した白しら谷たには、傍かたわらの美み歌か子こへそう告げた。

  　蒼そう竜りゆうの鞍あん上じよう、美歌子はいまだ不ふ機き嫌げんそうな表情で聞いている。返事がない。白谷はため息をつくと、だだっ子を諫いさめるような口調で、

  「いつまでへそを曲げておられるのですか」

  「……お前にわたしの気持ちはわからぬ」

  「たかが一騎打ち。様式を守らなかったのはむこうも同じと聞き及んでおりますぞ。些さ細さいなことなどお忘れなさい」

  「…………」

  　美歌子はむすっとしたまま返事しない。三倍以上もの敵をわずか一日で壊かい滅めつさせたというのに、戦いくさが終わってからもずっとこうしてむくれた表情のままだ。

  　白谷はおのれの背後を振り返った。

  　タケルがしょげた表情でうつむいている。彼は十六夜いざよいに騎乗することも許されず、ずっと美歌子の背後にこうして立たされっぱなしだ。その傍らでは澁しぶ澤さわシュンが知らん顔で立たち待まちの手た綱づなを握っていた。

  　また海かい峡きようの風が吹き抜けた。日が暮れようとしている。そろそろ幕ばく営えい地ちで休息する頃合になり、美歌子はおもむろに後方を振り返り、無機質に言った。

  「タケル」

  「は、はっ！」

  「鶴つる木き山さん楼ろうに半年間幽ゆう閉へい。九州征せい伐ばつからは外す。良いな」

  「……はっ」

  「シュンも同どう罪ざい。お前たちはふたりでひとり、片方の罪つみはもう片方の罪とする。文句があるか」

  「……ありません」

  　不服きわまりないながら、シュンはおとなしく美歌子に従った。

  　美歌子は手綱を引いてタケルの傍らへ駒こまを寄せた。厳しい表情で、自みずからが鍛え上げ育て上げた天子候補生を見下ろす。

  「あのときわたしは傷口を修復せずに、テラトマへ細胞再生能力を注いでいたのだ。あの青二才はわたしを傷つけることに専念していたから、隙すきはいくらでもあった。あと一〇秒、いや五秒で反撃に移るというところでお前が横から出てきて勝負を台無しにしたのだ。それはわかっているな？」

  　うそつけ。どう見たって力尽きてただろうが。という言葉を飲み込み、タケルは背筋を伸ばして返答した。

  「わたしが功を焦あせったがゆえ、市長には不快な思いをさせてしまい申し訳ありません！」

  　美み歌か子こは唇を噛かみしめたあと、王剣の柄つかを握った。

  「本気か？　本気でそう言っているか？」

  「まごうことなき本心です！」

  「なんならここでお前と一騎打ちしてやろうか？　どちらが強いか、皆の前ではっきりさせても良いぞ？」

  「わたしごときが市長に敵かなうはずがありません！」

  「本気か？　本気だな？」

  「まごうことなき本心です！」

  　ニセ親子による漫まん才ざいのようなやりとりを、白しら谷たに三さん座ざはため息とともに聞いていた。その傍かたわらでシュンも呆あきれた目を美歌子の横顔へむける。悔くやしさのあまりいまにも地じ団だん駄だでも踏みそうなその白い横顔は、いままで見たことのない、シュンの知らない美歌子だった。

  

  　それから――

  　姫ひめ路じ軍は神しん速そくを以もつて九州を南下、日向ひゆうがコロニーの傘さん下かにあった共同体を次々に蹂じゆう躙りんした。

  　西征と全く同じやり方だった。抵抗するものは二度と立ち上がれないほどに踏みにじり、降伏したものたちは最下層の住人として迎え入れ、奴ど隷れい待たい遇ぐうで使し役えきする。兵へい站たんを持たず、糧りよう秣まつはその全てを現地調達でまかない、とにかく相手側に戦いくさ支じ度たくをする間を与えず津波のごとく侵略する。

  　特筆すべきは敵野戦軍を殲せん滅めつしてからのこの侵略の速度だ。通常の軍団であれば兵站が整うまで一休みに移るはずだが、姫路軍は全く休まない。もちろん枯こ草そう芋いもの効果も大きい。関かん門もん海かい峡きようを制したのち、間かん髪はつを容いれずに九州征せい伐ばつを開始し、枯草芋で腹を満たしつつ、抵抗らしい抵抗も出来ない敵を容よう赦しやなく踏みにじった。

  　美歌子が実行しているのは単純でわかりやすく、そのうえ短期間にことが終わる、手っ取り早いやりかただ。だらだらとした持久戦ではなく、相手方の胸ぐらを掴つかんで引きずり回し、ほとんど強引に決戦を強しいる、いっそすがすがしいともいえるやり口であるが、問題点がひとつある。

  

  　――征服されたものの恨うらみを買う。

  

  　白谷三座は焼け落ちる日向コロニーを眺めながらそのことを思った。

  　美歌子が相手に強要するのは無条件の隷れい属ぞくである。それ以外の交こう渉しようには応じることなく踏みにじるから、踏まれた方の恨みつらみはその後も長くつづいていく。敵勢力との交渉に応じて姫ひめ路じ側もそれなりの譲じよう歩ほを示し、安あん穏のんと懐かい柔じゆうするやりかたであればこうした恨うらみを買うことはないだろうが、いかんせん時間がかかるし、そうして懐ふところのうちに取り込んだ勢力がそののち長く信用出来るわけでもない。そんなことに長い時間と面倒な手間をかけるくらいなら恨まれるのを覚悟して踏みにじってしまえ、というのが美み歌か子このやりかただ。

  　――これはいつか限界がくる。

  　白しら谷たにはじっとそのことに思いを馳はせる。

  　いまの美歌子は信のぶ長ながやカエサルと同じ独裁者そのものだ。

  　ただひとつ、美歌子が彼らと異なる点は、永久に死なないことである。信長もカエサルも生きているあいだずっと独裁者であり、そしてふたりとも暗殺によってその舞台から退場した。

  　ならば死なない美歌子は――永えい遠えんに独裁者でありつづけるのだろうか。

  　美歌子本人もそのことには気づいているはずだ。彼女は愚おろかな人間ではない。そのことに関してすでになんらかの手を打っているはず。天子候補生などという存在を長らく育成しているのは、彼女の計画の一環であるに違いない。

  　しかし美歌子の考えは白谷にも読めない。万ばん里り眼がんとも評されるその慧けい眼がんを以もつてしても、彼女がなにを思い、これからなにを為なそうとしているのか、全く見えない。

  　白谷は黙もつ考こうする。

  　九州を制圧したことにより、西日本はほぼ姫路コロニーの勢力下に入った。神こう戸べにて泥どろ沼ぬまの市街戦を演じている大おお津つコロニーもほどなくして姫路の軍門に降くだるだろう。そして東日本は数年のうちに、仙せん台だい、宇う都つの宮みや、武む蔵さし野ののいずれかの手に落ちるはず。東日本が統合されたなら、いつか東西の決戦の日がやってくる。この混こん沌とんとした状況をまとめ上げるには最終決戦がどうしても必要になるからだ。世界汚染からこれまでにかけて、日ひノの本もと秋あき津つ島しまに堆たい積せきしたあらゆる敵意を、あらゆる悪意を、あらゆる野望をただ一点にぶつけて昇しよう華かするため、第二の関せきヶが原はらが必要になる。その勝者が、新たな秩ちつ序じよを打ちたてて社会を次の段階へと導みちびくだろう。そしてその第二次関ヶ原決戦を完かん遂すいするために、美歌子はなんらかの計画を持っているに違いない――のだが。

  「読めん」

  　白谷の呟つぶやきは、紅ぐ蓮れんの業ごう火かが巻き起こした風のなかへ呑のまれた。炎のなか、幾いく百ひやくものスサノオの軍ぐん旗きが灰へと還っていく。

  

  　二〇七七年、一一月。日向ひゆうが市にベヘモスの軍旗が翻ひるがえった。これにより、姫路コロニーは西方を憂うれうことなく東方のみに軍団を結集して配置することが可能となった。名実共に、姫路コロニーが他大規模コロニーよりも頭ひとつ抜きん出た格好である――



  


  エピローグ

  

  「早く読んでよ」

  「ちょっと待て。お前、読むの早すぎ。読んだやつもう一回読んでればいいだろ」

  「三回読んだよ。タケル、読むの遅すぎ。早く」

  「うるさい、黙ってろ、おれはじっくり腰を据すえて文章を味わうタイプなんだ」

  　タケルはシュンの依頼を突っぱねると、Ａ４用紙に書かれた澁しぶ澤さわカヲルからの手紙を食い入るように目で追った。

  　関かん門もん海かい峡きようから送そう還かんされて、ふたりが謹きん慎しんしている鶴つる木き山さん楼ろうはすでに晩ばん秋しゆうの紅葉もみじに染め上げられていた。

  　抜けるように澄んだ空の高いところに鱗うろこ雲ぐもの群れが流れている。ふたりは赤紫と黄色と緑が織おり成なす中国山地の景観を二階の物干台から遠望しながら、今け朝さ方がた、東京からの太った使者から受け取った手紙を取り合っている。

  「ほらよ」

  　安あん楽らく椅い子すに腰掛けたまま、タケルは読んだものをテーブル越しにシュンに手渡してもう一枚を手に取った。顔のうえには満面の笑えみと高こう揚よう感。実に五年ぶりに入ったカヲルからの連絡がうれしくないはずがない。分厚い手紙を目で追いながら、タケルもシュンも笑ったり、涙ぐんだり、真剣になったり、文章を通じてカヲルとこころを通わせていた。

  　おもむろにぷっと吹き出し、タケルは空を仰いで笑う。

  「あはは。なんだこの静しずかって人。ジャージの色が時々違うんだって。面白いな」

  「義理の妹がいるんだって。いい子みたいだ。カヲル、幸せそうだな」

  「この、タマって何者だ？　カヲル、ずいぶんたくさんタマのこと書いてるな」

  「本当だね。気になる？」

  「う……。で、でも、おれたちとは比べものにならないだろ。なんせ七年間も一緒にここで過ごしたんだぜ？　カヲルにとってはおれたちの方が大事だ。そうに決まってる」

  「まあ、比べるものでもないよね。秤はかりにかけることが出来ない、ってカヲルも書いてるし」

  「ふん。ほんとはおれたちの方が大事なんだよ。でも町の人に気き兼がねしてるんだ、あいつ無駄に優しいから」

  「きみはそうやって物事を自分勝手に決めつける。悪いくせだよ」

  「うるせえ。おれは自分に親切なだけだ。でも手紙読んでると、あいつも大人になった感じするよな。なんかやっぱり、昔のまんまじゃないよ」

  「あれから五年、だからね。外見も大人っぽくなってるだろうし」

  「どんなだろうなあ。ちっとは女らしくなってるかなあ」

  「想像してみる？」

  　ふたりは空を仰ぎ、五年前、一二歳の少女だったカヲルのいまを青のなかに思い描いてみた。

  　それらしき像のようなものは結ぶものの、しかし記憶はあやふやになっていた。五年という月日は、人の目鼻立ちをおぼろげにさせるには充分なものであるらしい。

  　否いや応おうなく流れていく時間というものの残ざん酷こくさを思いながら、ぽつりと言葉を交わした。

  「……会いたいな」

  「うん。会いたい」

  「……会えるよな」

  「会えるよ。いつか」

  「これ、お守りにしようぜ。穴あけて、胸に下げて、ペンダントにしよう」

  　タケルは気を取り直すようにポケットから大振りな縞しま瑪瑙めのうを取り出し、シュンに掲かかげて見せた。これは東京からの太った使者が手紙と一緒にふたりに手渡した貴き石せきだ。

  　あの相撲すもう取りみたいな使者は「この縞瑪瑙も天使候補生たちに渡してくれ、と澁しぶ澤さわカヲルから頼まれた」と言っていた。これだけ高価な貴石を、東京から姫ひめ路じまでの長い道中、売ることもなく持ち運んでくれたことに感謝した。気骨のありそうな使者はおのれの名を告げることもなく、礼を受け取ることもせずに去っていった。

  「きみにしては良いアイディアだね。そうしよう。再会したとき、にっこり笑って、カヲルに見せてあげよう」

  　かすかに微笑ほほえみ、シュンは答えた。

  　ふたりは黙ってお互いの手のひらの縞瑪瑙を見つめた。ぎゅっと強くそれを握りしめ、唇を引き結んでポケットに収める。

  　風が山さん楼ろうを吹き抜けていった。紅葉もみじに染まる山地の起き伏ふくがざわめく。

  　その風がささやいたかのように、タケルの脳のう裏りに、五年前の別れ際ぎわにカヲルと交わした約束がよぎった。

  

  　――迎えに行くよ。美み歌か子こを討ってから。

  　

  　別れを嫌いやがって泣きべそをかくカヲルへ、タケルが投げた言葉だ。

  　――美歌子を討つ。

  　タケルはおのれの頭ず蓋がいのうちへ、その決意を改めて刻んだ。

  　しかし――違和感がある。その決意に、本気が伴ともなっていない。

  　深呼吸して心しん胆たんを整えたのち、タケルはもう一度、決意を胸に刻もうとした。

  　――おれは、美歌子を討つ。

  　しかし言葉だけが上滑りしていて、気持ちが湧き上がってこない。この山楼に幽ゆう閉へいされて毎日毎日打ちよう擲ちやくされていた頃は、決意するたびに強い気持ちが衝つき上げてきたものなのだが。

  　――おれは……本当に美み歌か子こを憎んでいるのか？

  　代わりにタケルの胸のうちにひらめいたのは、そんな疑問だった。

  　美歌子への憎しみが消えかけている。

  　いや、それどころか、これは……

  「タケル、どうしたの？」

  　ふと気づけば、シュンが怪け訝げんな表情でタケルの横顔を覗のぞき込んでいた。

  　不意を衝かれ、びくっと背中を伸ばしてから、タケルは強こわばった顔を相棒へむける。

  「な、なんだよ。別にどうもしねえよ」

  「いや、いきなり真剣な表情でふさぎ込みはじめたから、お腹でも痛いのかなって思って」

  「なんだよそれ。おれだって考え事くらいあるんだ、ほっといてくれ」

  　タケルは吐き捨てるとふてくされた様子で椅い子すから腰を上げ、物干台の手すりに両腕を置いて遥かな遠方、東京の方角へ目を送った。

  　このまま北東をめがけて、いくつもの峰みねを越え、川を渡り、バケモノの闊かつ歩ぽする廃はい墟きよを通り過ぎていったそのむこうで、一七歳のカヲルが生活している。楽しそうに、幸せそうに、新しい仲間たちと共に。タケルのうえにも時間が流れて周囲の状況が変化したのと同じように、カヲルにも同じだけの時間が流れて周囲の物事も変化していったことだろう。そして生きていくうえでの困難や試練をくぐり抜けるたび、自分のなかのなにかが変わっていく。カヲルもきっと、以前のカヲルと同じではない。

  　言い知れぬ寂しさがタケルのなかを吹き抜けていた。

  　タケルはもう一度、いまのカヲルの顔を青空に描き出そうとした。

  　想像力を駆使して、出来る限り精密に成長したカヲルの容よう姿しを空へ映し出していく。

  　けれど――青空に浮かんでいたのは、カヲルではなく美歌子のすがただった。

  　幾いく多たの屍しかばねを踏みしめ、紫の炎をまとい、純白の兵装を血にまみれさせ、おのれの血肉を王剣に食われながら可か憐れんに微笑ほほえむ永えい遠えんの少女。

  　タケルは首を強く左右に振り、美歌子のすがたを脳のう裏りから振り払って、さらにもう一度、カヲルのすがたを描こうとした。

  　だが――カヲルの顔はいつのまにか美歌子へ変わっていた。

  　戦場で見た忘れ得ぬ微笑み。強がりを言いながらタケルを怒鳴りつけたあの怒った顔。雨あめ俊としに弄もてあそばれながら、気丈に振る舞おうとしていたあの気け高だかい顔。カヲルを描こうとした秋空に浮かんでくるのは、いつまでもどこまでも永遠の少女のことばかりだった。

  「おれは馬鹿か」

  　自分自身にむかってそう呟つぶやいた。

  　こころの動きを制御出来ない。本人の意志に反した想いが、意識の深しん淵えんから勝手にあふれ出てくる。どんな重しで抑えつけても、それを撥はね除のけて、タケルの許容量を越え、淵ふちの内側からあふれ出してくる。

  「馬鹿か」

  　それに一方的に翻ほん弄ろうされながらタケルは自分を嘲あざけった。美み歌か子このことを想うたび、おのれの愚おろかしさが悔くやしくて哀しくて苦しい。そして、その苦にがみのなかに、ある種の甘やかさがあることにも気がついていた。

  　秋の陽射しが遠くからタケルを見下ろしていた。高いところにあった鱗うろこ雲ぐもたちはいつのまにかそのかたちを変え、雲底が櫛くしで梳すかれたように風に流れていた。気がつかないうちに空はその佇たたずまいを変えている。青と白と光が織おり成なす天てん蓋がい模様は静止することなくつねにうつろう。残ざん酷こくなまでにとどまるということをしない。さっきのかたちが、いまはもう異なっている。

  「カヲル」

  　タケルは彼方かなたへむかい小声で呼んだ。

  「美歌子」

  　そして誰にも聞こえないような小声で、その名前をカヲルに並べた。

  　どうしようもないほど胸が痛んだ。なぜこんなにも肉体ではない箇か所しよが痛むのか、いまのタケルにはよくわからなかった。




  †††

  

  　白しら河かわ訪問から一か月後――二〇七七年一一月、調ちよう布ふ新しん町まち。

  　伸びやかな空が青々とした多た摩ま川がわのうえいっぱいにひろがっていた。空気は澄んでいて、彼方の富ふ士じが稜りよう線せんもくっきりと遠望される。

  　視界を遮しや蔽へいする建築物の少ない武む蔵さし野のでは、晴れた日であれば川の流れのむこうから朝日が昇って、上流に連つらなる低い山並みへ夕日が落ちていくまでを目で追いかけることが出来る。そんな広々とした心地よい情景へ、ひときわ勇ましい掛け声が息を揃えて鳴り響いていた。

  　上下とも子こ鹿じか色の軍服に身を包んだ五〇名もの少年少女たちが五列縦じゆう陣じんを組み、手足をぴたりと揃えて行進中だ。かき立てられた砂煙が縦陣の後ろへたなびいていく。

  　ユーキはひとり、腕組みをして彼らの行進を見守っていた。はじめての召しよう集しゆうから約二週間が経ち、当初よりもずいぶんと息が合ってきたようには思える。しかし果たして本当にこれでいいのか、自信も持てない。ふと横へ視線を泳がせて、多摩川の堤てい防ぼうに腰を下ろして訓練を見物するタマと斎さい藤とうと静しずかと牛うし丸まる、それに鳥とり辺べ野の――調布新町兵士職の面々を眺めた。

  　牛丸は心配そうな面おも持もちで真剣に訓練を見やっているが、残りの四人の態度は完全に野や次じ馬うまのそれだ。タマと斎藤は昼間っから酒を酌くみ交わしてピクニック気分、静はいつものように寝てるのか起きてるのかわからないし、鳥とり辺べ野のに至っては斜面に正座した状態で、じっとりとまとわりつくようないやらしい視線――眼球を抉えぐり取られているから視線であるはずがないが、しかし視線としか言いようのないなにか――をユーキの肢体へ執しつ拗ように絡めていた。

  　いますぐ堤てい防ぼうめがけて氣き弾だんを放って、鳥辺野を焼き払ってやりたい。けがらわしいことこのうえない。両目のうえを粗あら布ぬのでぐるぐる巻きにしていながら、なぜか視線を感じるというのはどういうことだ。脊せき椎ついを直接撫なでられるような不快感を覚えながら、出来るだけ鳥辺野を見ないようにして、五〇名の少年少女たちへ視線を戻した。

  　久く坂さかユーキ親衛隊。

  　そう揶や揄ゆする声が多た摩ま川がわ沿えん岸がん共同体から聞こえてくる。そう言われるのがユーキは嫌いだ。だからこの五〇名の部隊の名前を町内で公募している。真ま面じ目めに考えられたものから明らかに不真面目に考えられたものまで、さまざまな名前が寄せられてきているがいまいちピンと来るものがない。堤防に溜まっている兵士職五名も、きっと部隊の名前ネタでだべっているに違いない。

  「気楽でいいな」

  　ぽつりと愚ぐ痴ちを垂たれた。これまでとはやはり立場が違う。集団をまとめる、というのは大変なことなのだということをいまユーキは骨身に沁しみて思い知っていた。

  　――でも、やるって決めたんだ。

  　なにがあってもわたしはこの町を守る。大切な人を誰も死なせないために、近しい人を誰も悲しませないために、一生懸けん命めい、わたしの仕事をしよう。この先なにがあろうとも決して投げ出すことなく、最後まで、このつとめを果たそう。

  　未来になにがあるのかはわからない。でも希望を捨てさえしなければ、いつか必ずきっと良いことに繋つながるはず。そう信じよう。そう信じなければ。

  　何度もそんなふうに自分に言い聞かせて、ユーキは顔を上げ、部下となった少年少女たちの行進を見つめた。

  

  　堤防に腰を下ろしてユーキの様子を眺めながら、タマは気合の欠片かけらも感じられない口調で、

  「がんばってんなあ。元気だよなあ」

  　その傍かたわら、すでに泥でい酔すいしたとおぼしい斎さい藤とうもにこにこしながら、

  「で、ぼくが考えた部隊名なんだけどね。『むちむち決死隊』ってどうかな。タマくんの『多た摩ま川がわパンティーズ』も捨てがたいけど、でもちょっと都会的で洗練された感じなんだよね。ユーキにはもっと田舎いなか臭くさい、泥どろにまみれた感じが似合うと思うんだ」

  「むちむち決死隊かあ。意味わかんねえなあ。うーん……でも確かに、多摩川パンティーズよりいいかもな。かっこ悪いし、馬鹿みたいだし」

  　投げやりに同意してみたが、斎さい藤とうはすでに寝ていた。仕方なくタマは、反対側の牛うし丸まるに同意を求めた。

  「な、ウッシー？　むちむち決死隊でいいよな？」

  「な、じゃないですよ……。なんでそんな変な名前で久く坂さかさんたちが戦わなきゃいけないんですか……。真ま面じ目めに考えてください」

  「んだよー。じゃあウッシー、真面目に考えた部隊名言えよー」

  「ぼ、ぼくですか？　そ、それは……ぼく、あんまりそういうの得意じゃないから……」

  「なんだそりゃあ。人の文句つけるだけで自分はなんにもしないのかよー。最低だなウッシー、見み損そこなったよ」

  「う……。わ、わかりました。考えます、考えますからちょっと待ってください……」

  　困り顔で牛丸はしばらく中空を眺めてから、タマへ顔を戻し、消え入りそうなかぼそい声で、

  「ま、魔王驀ばく進しん軍……」

  「え？　聞こえない」

  「ま……魔王……驀進軍……」

  「まおばくしぐん？　なんだそれ、どういう意味だ？」

  「……すみません。ぼくの気の迷いでした。忘れてください」

  「んだよウッシー、つかえねー。んじゃ静しずかは？　お前とかなんかしれっととんでもねーアイディア持ってそうだよな」

  　タマは首を伸ばして、皆より少し離れた場所で麦むぎのおにぎりを頬張る静へ問いかけた。

  　静は相変わらず両目を閉じたまま、おにぎりを両手で持ってタマの方を見向きもせずに、なんの感情もにじまない声音でぼそりと、

  「ぼくらは久く坂さかさんのために戦い隊」

  「うわ、だっせー」

  「ぼくらはみんな久坂さんのために死んでしまい隊」

  「安あん直ちよくだなー。隊、の掛け方がなんか適当すぎて頭にくる」

  「どうしても日給あげ隊」

  「お前の願望じゃねえか」

  「もう派は遣けんやめ隊」

  「泣き言かよ」

  「うちに帰り隊」

  「なんかだんだんかわいそうになってきた……」

  「お肉が食べ隊」

  「うん、わかった、おれが悪かった、もう聞かない」

  　謝あやまるタマの目の端に、不審な人影が映った。

  　兵士職五名からかなり距離を置いて、猫背気味の青年がユーキの方へ暗い眼まな差ざしを送っている。

  「あ、馬鹿ぼんぼん……」

  　白しら河かわ戦以来、すっかり町内で居場所を失ってしまった高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろうだった。

  　調ちよう布ふ新しん町まちのような小さな共同体内において、戦場での臆おく病びような行為はまたたくまに人の口にのぼり、広まってしまう。啓一郎が取った恥ずべき行動の数々はとっくの昔にさまざまな噂うわさの尾ひれをつけながら家々の甍いらかのしたを巡めぐっていた。

  　啓けい十じゆうも完全にこの不出来な息子を見限ったらしく、啓一郎は数々の権限を没ぼつ収しゆうされて政務からも遠ざけられ、いまは町役場の片隅の机にぽつねんと座って窓の外を眺めるのが日課だ。以前のような快活さは微み塵じんもなく、自信も失われ、いつも傲ごう然ぜんと反そり返っていた背筋は完全に猫背となり、子供に笑われながらとぼとぼと畦あぜ道みちを歩くすがたがよく目撃されている。

  　彼の零れい落らくには一いち抹まつの哀あわれみを抱くが、しかしタマの目になんとも不ふ吉きつに映ったのは、啓一郎の佇たたずまい全体から醸かもし出される陰湿ななにかだった。長く生きているタマにはそれが、ユーキへのねたみであり、そねみであり、ひがみであることが見て取れた。

  　いまや調布新町の誰もが知っていることだが、啓十は明らかに、啓一郎よりもユーキに期待を寄せている。ユーキが皆から慕したわれるよう、皆から信頼されて愛されるよう、陰になり日向ひなたになり、まるで親が娘にするように手助けしている。

  　調布新町の未来は、久く坂さかユーキの双そう肩けんが担になう――

  　その事実を町に住むみんなが認識しつつある。そしてみんながいつのまにか、ユーキに期待を寄せていく。彼女の存在を一段高いところへ押し上げて、ユーキが発する言葉や行動にはそれなりの説得力が付ふ与よされる。そうした無意識の同意の形成には必ず政治が絡んでいて、その糸を後ろから引いているのが啓十であることも、タマには見える。

  　町の人間から啓一郎は捨てられ、代わりにユーキが祀まつり上げられようとしている。台座から転がり落ちた無能なお飾りは、その暗い眼差しの奥でいまなにを思うのだろう。

  「やな予感するな」

  　ぽつりとタマは呟つぶやいた。

  　そのとき。

  　いきなり。

  　――コノトコロズット、アノ娘ヲ気ニシテオルナ。

  　胸のうちのキリヒトがそうささやいた。

  　タマは無視したが、言葉がつづく。

  　――惚ほレテオルナ。懲こリヌ男ダ。ゲヘヘヘ。

  　――ダガソレモ良イダロウ。儂わしモソロソロ女ガ欲シイ。

  　――久坂ゆーき、カ。今ハ小しよう便べん臭くさイガ、ソノウチ使イ物ニハナリソウダ。

  　タマは黙って立ち上がり、きつく唇を噛かみしめてその場から逃のがれた。

  　堤てい防ぼうを下りて、誰もいない林のなかへ分け入っていき、キリヒトへ声をかける。

  「残念だがお前は二度と出てこれない。そのまま消えろ」

  　――残念ダガ儂わしハオ前ダ。オ前ガ生キル限リ存在スル。

  「ユーキには手出しさせない。それは覚えていろ」

  　――ゲヘヘヘ。ウヘヘヘ。怒ッテオルノカ。コレハイイ。

  　――惚ほレタ女ガ儂ニ抱カレルノガ我慢ナランカ。ハハハ。クダラン。儂ハオ前ダ。

  「おれはお前じゃねえ。言っておくが、絶対にユーキには指一本触れさせねえからな」

  　――無理ダ。貴様ニ儂ハ止メラレヌ。

  　――アノ小娘ヲ抱クゾ。

  　――ソシテ。

  

  　――美歌子ト同ジ目ニ遭ワセテヤル。

  　その言葉を受け、タマの髪の毛がぞっと逆立った。

  　おもむろにタマは短剣を引き抜いて、おのれの胸へ剣けん尖せんを当てた。

  「抉えぐり出す」

  　――ハハハ。怒ッタカ。ヤッテミロ。

  　挑発を受け、タマは躊ちゆう躇ちよなく短剣を自分の胸へ突き立てた。

  　深い雑ぞう木き林ばやしには人っ子ひとりいない。タマの行為を見るものも止めるものも存在しない。ただ寒々しい枝葉だけが、黙ってタマを見下ろしていた。

  　タマは短剣の柄つかを捻ひねった。あたかも胸のうちのキリヒトを摘てき出しゆつしようとするかのように。

  　鮮血が迸ほとばしる。しかし手を止めない。肋ろつ骨こつを砕き、臓ぞう物もつを切り刻み、鮮血を噴き上げながら、自みずからを責めるように短剣の柄つかを強く握りしめる。

  　――ギャハハハハ。阿あ呆ほうメガ、ソンナ事デ儂ガ消エルモノカ。

  　キリヒトの哄こう笑しようが耳じ朶だを打つ。タマは一度短剣を引き抜いてから、もう一度自分の胸へそれを突き立てた。

  　傷の痛みなどなんでもなかった。ただその肉体の痛みよりも、こころの痛みの方が激しい。

  　目から涙が流れた。傷の痛みのせいではない。おのれの過去の不ふ甲が斐いなさが悔くやしくて泣いていた。そうしながら自分の胸へ短剣を何度も何度も突き立てた。

  　力尽きるまでタマはそうしていた。失しつ神しんするまで幾いく度ども幾度も、自分の肉体へ可能な限りの傷を与えた。立っていられなくなるまで、足下に血の溜まりが出来るまで、涙が血の色に変わるまで、タマは短剣をおのれの肉体へ突き立てつづけた。

  「美み歌か子こ」

  　その人の名前が勝手に口から洩もれた。タマはそのまま、名前を呼びつづけた。

  「美み歌か子こ。美歌子」

  　美歌子に詫わびながら、一晩中、タマは自分の肉体を切り刻んでいた。

  　いつか調ちよう布ふ新しん町まちを離れなければならない。タマはずっとそのことを頭の隅にとどめていた。そして、その日がそう遠い日でないことも、このところずっと意識していた。ユーキの存在が自分のなかで思った以上に大きくなっていることに気づいたタマは、これ以上それが大きくならないよう、この町を離れたいと思った。また新たに、自分自身よりも大切な誰かを作ってしまうことが、タマにはとても恐ろしかった。

  

  　翌朝――

  　タマのすがたが調布新町から消えた。三日経っても、一週間経っても、一か月経っても、タマは帰ってこなかった。

  　その間、町の人間たちは至るところでタマを捜した。ユーキもリオも必死になって、文字通りの血ち眼まなこになって東京中を捜し回った。けれどタマの消しよう息そくは全く掴つかめなかった。

  　タマの残した別れの言葉はひとつだけ。

  　それは調布新町の林のなか、木の幹みきに短刀で刺し留めた一枚のノートの切れ端に書かれていた。

  

  『また旅に出ることにした。世話になった。みんな元気でな。　タマより』

  

  　その木の根元には、誰のものかもわからない大量の血けつ痕こんがあった。

  　ただそれだけの言葉を残して、タマは逃げるように、調布新町からいなくなってしまった。

  

  　やがて冬がやってきた。

  　木枯らしが吹きすさび、雪が降って、皆がみな長い夜を火ひ鉢ばちの傍かたわらで過ごすようになっても、タマは帰ってこなかった。

  　新しい年がやってきて、冬が終わり、また桜並木が色づきはじめて、多た摩ま川がわの流れに桜の花弁が映じるようになっても、タマは帰ってこなかった――
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